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  預言者の機能は、ほとんど常に、回復することでした。これは、預言者の働きが何か失われたものと関係していたことを意味します。その何かは神の完全な満足のために絶対必要なものだったので、預言者のおもな特徴は不満足ということでした。また、不随的要素もありました。その理由は明らかですが、人々は神の完全な御旨という代価を要する道を好まなかったので、たいてい預言者は人気のない人だったのです。


  しかし、人気がないことは、その預言者が間違っているとか、不必要であるという証拠ではありませんでした。なぜなら預言者はみな、人々からとても大きな迫害や辱めを受けましたが、最終的に正しいことが証明されたからです。


  「預言者の務めは、神の民に関する神の全き御旨を回復する必要性と関係している」ということがもし真実なら、今は確かにそのような必要の時です！「今日のキリスト教会の状況は、全く良好である」と主張する人は、誠実で思慮深い人の中にはほとんどいないでしょう。教会生活の初期の数年とざっと比較するなら、当時とそれ以降の世紀の違いが鮮明に浮かび上がるでしょう。


  一人の人――パウロ――が生きた時代を取り上げましょう。


  紀元三三年、貧しい無学な者と見なされていた数人の無名の人々が、「ナザレのイエス」と関わっていました――この名称自体が、評判や影響力のあるすべての人の心にとってさげすむべきものでした。このイエスが十字架につけられた後、「彼は主であり、救い主である」とこの人々が宣べ伝えようとしていることが判明しました。しかし、彼らは役人たちの手には負えませんでした。


  パウロが亡くなった年――紀元六七～六八年（三十四年後）――この問題はどうなっていたでしょう？エルサレム、ナザレ、カイザリヤ：アンテオケとシリヤ全土：ガラテヤ：サルデス、ラオデキヤ、エペソ、小アジヤ西岸のすべての町：ピリピ、テサロニケ、アテネ、コリント、ギリシャの島々や本土の主要都市：ローマ、西ローマの植民地：アレキサンドリヤに諸教会があったのです。


  何代にも及ぶ宣教活動の歴史、数万の宣教団体、莫大な総額の金、巨大な管理組織、遙かに多くの広告、宣伝、弁論は、どうひいき目に見ても、前述したものとは全く比べものになりません。私たちは今、世界宣教や職業的宣教団体の組織全体の終焉に直面しています。それらは非常に長い間存在してきましたが、世界はいまだに福音化されていないからです。


  これには理由があるのでしょうか？理由があることを私たちは感じて――いや、知って――います。その理由は、この目標を支援しようとする神の御旨や神の積極性の違いにあるのではなく、神の働きの基礎、方法、目的についての理解の違いにあるのです。


  私たち自身の時代に、この証拠をいくつか見ることができます。中国において、一人の人の生涯よりもずっと短い期間の内に、深い霊的特徴を帯びた諸教会が全土に現れました。その内の四百は数年以内に現れました。共産主義がこの国を席巻した時、ある動きが進行していました。その動きは中国を覆っていただけでなく、遠くまで及んでいました。その結果、極東の他の多くの場所に生ける諸教会が見られます。これは、軽蔑され、迫害され、大いに排斥された、数年にわたる働きのためでした。しかし、宣教運動や宣教協会がその国を去らなくてはならなくなってからも、この働きは前進し続けました。そして、多数の殉教者にもかかわらず、この働きは依然として前進し続けています。神によって起こされたこの人は牢獄にいますが、その働きは捕縛されていません。


  同様のことがインドでも起きています。神に承認された一人の人の僅か数年の生涯の間に、新約の真の特徴を帯びた諸教会が全土に生まれ、遠くまで及んでいます。反対はとても大きいのですが、その働きは神の働きであり、止めることができません。


  もう一度問いましょう、その理由は何でしょう？


  その答えは、魂の救いに対する熱心さや献身の領域には見あたりません。むしろ、その答えは次のことです。すなわち、ある至高の要素が最初に存在していたのです。その至高の要素とは、キリストについての、またキリストに関する神の永遠の御旨についての、完全に初めと同じ新鮮な理解です。聖霊によるこの啓示が、抗しがたい革命的な力と共に、使徒たちと教会に臨みました。「祖先から受け継いだ伝統」や既存の体系ではなく、彼ら全員にとってまるで天から新しく下ってきたばかりのもののように、すべてが確立され、開始されました――実際、それは天から新しく下ってきたものだったのです。


  この神の動きは、十字架の実際的経験により、伝統や「古い」物事をすべて力強く高めることによって生じました。これには三つの特徴がありました――


  
    （１）全く天的であり、霊的であること

    （２）あらゆる偏見、排他性、不公平を拒否することを伴う普遍性

    （３）聖霊の主権により直接的に働く、キリストの完全な主権と頭首権

  


  これがすべて集約されて、途方もない圧倒的理解――神の永遠の御計画におけるキリストの無限の重要性と、したがってキリストのからだである教会の無限の重要性についての、初期的・漸進的理解――に至りました。この結果をもたらしただけでなく、その始まりをも特徴付けていたものは何であれ、その理由に相当するでしょうし、実際その理由なのです。すなわち、伝統、創設された確固たる組織、制度尊重主義、教会形式主義、商業主義、組織主義などを後にして、御子に関する神の全き御思いについての純粋な当初の新しい理解に至ったこと――これがその理由だったのです。


  神のこの完全な御旨を示すことが預言者の務めの本質でしたし、これからもずっとそうでしょう。今は「預言者」という特別な地位について話すことはないかもしれませんが、その機能は依然として働いているのかもしれません。地位よりも重要なのは機能なのです。


  



  フォレスト ヒル、ロンドン、

  一九五四年六月

  Ｔ．Ａ―Ｓ．


  



  第一章 預言の務めとは何か


  



  聖書朗読：申命記十八章十五、十八節、使徒の働き三章二二節、七章三七節、ルカによる福音書二四章十九節、黙示録十九章十節、エペソ人への手紙四章八節、十一～十三節


  
    「彼は、ある人たちを（中略）預言者（中略）としてお与になりました。それは聖徒たちを完成させて、奉仕の働きへと、キリストのからだの建造へと至らせるためです。」（エペソ人への手紙四章十一、十二節）

  


  預言の務めについて考えることにしましょう。「彼は、ある人たちを（中略）預言者としてお与えになりました」。しかし、私たちは直ちに一つの区別をしなければなりません。なぜなら、預言の務めについて話す時、いわゆる「予言」に関するある考えが支配的であることがわかるからです。人々は「預言」という言葉を、おもに将来の事件、出来事、日付などとすぐに結びつけてしまいます。つまり、預言の務めの予測的要素をすぐに思い浮かべて、その機能全体をこの概念に限定してしまうのです。


  さて、私たちの前にあるものの真価を理解するために、私たちは自分の心の中から、「預言の務めの予測的面」という支配的な狭い考えを除かなければなりません。それは一つの面なのですが、一つの面にしかすぎません。預言の務めは予測よりもずっと大きなものなのです。


  「預言の機能は、たんなる事件や出来事や日付を遙かに超えた、霊的解き明かしの務めである」と言った方がおそらくいいでしょう。この句は、私たちが今関わっているものの全領域を網羅します。預言は霊的解き明かしです。神の御言葉に記されている預言の務めの光の中で、しばらくこれについて考えるなら、これがいかに真実かきっとわかるでしょう。預言は霊的観点からすべてを解き明かすことであり、過去・現在・将来の事柄の霊的意義を神の民の前に示し、事の霊的価値や霊的意味の重要性を彼らに理解させるものです。これが預言の務めの本質でしたし、今もそうです。


  もちろん、聖書に記されている預言者たちからわかることは、彼らが主の民の間で特殊な機能や能力を持っていたということです。しかし、次のことも憶えておかなければなりません。すなわち、彼らはしばしば自分の預言的機能を他の機能と組み合わせていたのです。サムエルは預言者であり、士師、祭司でもありました。モーセは預言者でしたが、他のものでもありました。パウロは預言者だったと私は信じています。彼は使徒であり、伝道者でした。私には彼があらゆるものだったように思われます！ですから私たちの目的は、預言者その人について述べることよりも、預言の務めについて述べることです。それは私たちと関係している務めです。成された務めを理解するなら、その使者のこともいっそうよくわかるでしょう。その務めが設けられた目的を見るなら、いっそうよくその器を理解し、その何たるかがわかるでしょう。ですから、こう言わせてください。私たちが預言者たちや預言の務めについて述べる時、その目的は機能であって人ではないのです。


  私は確信しています。時代に関して何らかの知識を霊的に有している人なら、「私たちの時代に切実に必要なものは預言の務めである」と私が言う時、私に同意してくれるでしょう。今日ほど、解き明かしの声の必要性が広く存在している時代、解き明かしの務めがさらに必要な状況の時代はありません。大げさな発言をすることや、発言する時に極端であることを人は望まないものですが、「今日の世界は、真の預言の務め――人々に神の御思いを解き明かす声である預言の務め――にほとんど欠けている」と言ったとしても、私はそれが大げさや極端だとは思いません。ちらほらと少しはあるかもしれませんが、この務めは大きな規模では果たされていません。ですから、私たちの心はしばしば呻き叫びます、「おお、現在の状況に関する神の御思いが示されて、第一に神の民がそれを認識し、次に神の民を通してそれが遠くの人々にまで及びますように！」。今日、預言の務めに対する大きな恐ろしい必要があります。


  



  神の完全な御旨に関する預言の務め


  



  これを理解した上で、この機能が何かを正確に見なければなりません。預言の務めの機能は何でしょう？それは神の完全な御旨に事を保つことであり、したがって通常は応答的なものです。私たちが通常見るところでは、神の民の間における事態の成り行きや逸脱に対する神の応答として、預言者たちが立ち上がりました。彼らは戻るよう呼びかけ、神の御心を再宣言・再発表し、神の御思いを再び明示しました。預言者たちは流れ――たいていの場合、ほとばしる激流――の真ん中に岩のように立ちました。潮流が彼らの上ではじけました。彼らはその潮流に挑み、抵抗しました。その流れの真ん中に彼らがいることが、優勢な潮流に反対する神の御心を表していたのです。旧約において、状況が霊的に悪く、神の御心にかなっていない時、通常、預言者が務めにつきました。状況は悪く、事態は混乱し、滅茶苦茶で、混沌としていました。欺きや偽りが横行し、遙かに悪い状況の場合もしばしばでした。預言の務めともっぱら関係しているのは次のことです――すなわち、神の民の中で、神の民を通して成就される、神の当初の究極的御旨です。こう言うとき、あなたはまさに事の核心に至ったのです。もう一度、尋ねましょう。預言の務めとは何でしょう？預言の機能とは何でしょう？それは何と関係しているのでしょう？――その答えはおもに次のとおりです。すなわち、預言の務めは、神の民の中で、神の民を通して成就される、神の完全な当初の究極的御旨と関係しているのです。


  この記述が正しければ、直ちに今日の必要を見る助けになります。なぜなら、一般的に言って、今日地上にいる神の民は、神の御旨の一部を全体と混同しており、全体を犠牲にして諸々の面を強調しているからです。彼らは手段、方法、熱心さ、熱意を主の目的そのものと混同しており、神の御旨は神の方法、神の手段によって達成されなければならないこと、方法や手段も目的と同じように重要であることを認識しそこなっています。つまり、いかなる種類の方法を用いたとしても、また、自分の考え、計画、案を立てて神の目的に到達しようとしても、あなたは神の目的に到達することはできないのです。神には御旨に達するためのご自身の方法や手段があります。神の御思いは御旨のごく小さな点にまで及んでおり、その上に広がっています。隅々まで神の御心にかなっていない限り、あなたは神の御旨を全く実現できないのです。


  神はモーセにこう述べることもできたかもしれません、「わたしに幕屋を建ててくれないでしょうか？どのようにするのか、何を使うのかは、あなたに任せます。あなたはわたしが求めているものを理解しています。行って、わたしに幕屋を建てなさい」。モーセは、神が欲しておられるものに関する考えを持っていたかもしれませんし、自分自身の考えにしたがって神のためにそのような類の建造の働きをすることができたかもしれません。しかしご存じのように、細かな点、釘や留め針、針や糸の一本たりとも、神は人の考えに任されませんでした。この例を用いるのは、ただ私の論点を強調するためです。預言の務めは、神の完全な当初の究極的御旨を御心にかなうものとして示し、それをそのようなものとして神のために保つことです。また、神の御旨に関するあらゆることで神の御心を解き明かし、隅々に至るまですべてを御旨に調和させて、御旨にすべてを治めさせることなのです。


  



  油塗りによる預言の務め


  



  （ａ）神の御旨に関する詳しい知識


  



  これはいくつかの点を含んでいます。それらの点は預言の務めの特徴であることが、神の御言葉からはっきりとわかります。第一に、それは油塗りの問題を含んでいます。油塗りの意味・意義は、第一に、神の霊だけが詳細にわたる完全な計画を理解しておられ、原則上すべてを神の意図にかなうものにすることができるということです。言っておきますが、ただ神の霊だけがそうできるのです。聖書の最も素晴らしい点の一つは次のことです。すなわち、神の御言葉に記されている神聖な事柄の最も単純な最初の――最も初歩的な、とも言えるでしょう――描写や計画に戻る時、そこに記されていることはみな、それに関連して後でいっそう豊かになって現れるものと、原則上全く同じなのです。すべてを原則に忠実に保ってこられた神のなさりようは、実に驚異的です。あるものが後でどれほどよく発達したとしても、原則が変わるのを見いだすことは決してありません。原則がそこにあり、あなたはそれから逃れられません。いっそう発達した事柄を後で神の御言葉から取り上げたとしても、それは最初に導入された時の当初の原則に忠実であることがわかります。


  神はこうした不変の原則に万事を調和させてこられました。神は少しも逸れたりされません。神の法則がそこにあり、それは不変です。聖霊だけがそれをすべてご存じです。聖霊は法則、原則、神の御旨を霊的に支配しているあらゆるものをご存じです。聖霊だけが、その計画と詳細をご存じであり、すべてをそれらの原則や法則にしたがったものにすることができます。すべてはそれらに忠実でなければなりません。私たちは次のことを決着済みのこととして受け入れることができるでしょう。すなわち、もし上部構造の中に神の当初の基本的な霊的原則と調和しないものがあるなら、遅かれ早かれ、それは惨事につながる欠陥になるのです。上部構造を支配している原則はことごとく、その土台、その原型に忠実でなければなりません。私たちの多くは、こうしたことについて完全な光を受けているわけではありません。私たちは、ゆっくりと少しずつ、自分の道を手探りし、前に向かって模索し、光を得つつあります。私たちは光を得つつあります。しかし、預言の務めは光で照らされた務めであり、油塗りの下で絶対に安全で無事な所に事を戻します。なぜなら、預言の務めは神の原則に忠実な務めだからです。


  油塗りが必要です。それは第一に、神の霊だけが神のあらゆる御思いに通じているからであり、彼だけがすべてを支配している神の原則に忠実に、そしてそれと全く一致して、語り、働き、事を生じさせられるからです。神からのものはみな、これらの原則に従っていなければなりません。教会の原則――教会を支配しているもの――は、教会は天的なものであるということです。教会は地的なものではありません。教会は天のキリストと関係しています。キリストが天に入られるまで、教会は存在しませんでした。これが意味するのは、教会は天のキリストのもとに来なければならないように、霊的な方法で天的立場に至らなければならないということです。教会は依然としてこの地上にありますが、天におられるキリストと関係しており、地的立場を離れて、真に天的・霊的なものにならなければなりません。これが新約で大いに明示されている神の法則であり原則です。「使徒の働き」から先の書で、これはきわめて顕著です。


  しかし、これは新約と共に到来した何か新しいものではありません。神はこの法則を、教会とキリストを預言的に指し示すあらゆるものの中に置いてこられました。イサクは自分の土地を離れて、外国に花嫁をもらいに行くことを許されませんでした。彼はそこにとどまらなければならず、花嫁を彼のところに連れて来るために、僕が遣わされなければなりませんでした。ここに法則があります。キリストは天におられます。教会を――第一に霊的に、次に文字どおりに――彼のところに連れて来るために、御霊が遣わされます。しかし、法則がそこにあります。ヨセフは排斥と象徴としての死を通って、最終的に王座に着きます。彼は高く上げられるのと同時に、妻であるアセナテを受けます。ヨセフはキリストの明白な型です。キリストが彼の教会、彼の花嫁を受けるのは、彼が高く上げられる時です。実に、ペンテコステはキリストの高揚の結果でした。この時、教会は高く上げられたキリストご自身との生ける関係の中に霊的に入れられました。ヨセフの素朴な物語の中に法則があります。このようにさらに続けて、ささやかな細部に至るまで、神がどのようにすべてを原則に忠実に保ってこられたのかを見ることができます。神の永遠の原則が旧約の最も単純な点にすら具体化されており、「イエスの証しは預言の霊です」（黙示録十九章十節）というこの決定的宣言を成就していることがわかります。偉大な天的真理を示す何かがそこにあります。それは、キリストを指し示す預言の霊です。


  諸事における神の原則の途方もない重要性にあなたが本当に感銘を受けているのかどうか、私には疑問です。原則があるのです。その原則を認識して尊重するなら、すべてはうまくいきます。さて、聖霊だけがこの神の原則をすべてご存じであり、神の御心、神の御思いを完全にご存じです。ですから、油塗りの下でのみ、事は神の完全な御思いと御旨に保たれることができます――これは、神の霊が到来して、責任を引き受けなければならないことを意味します。油注がれた務めが意味するのは、聖霊なる神がすべての責任を引き受けてくださったということです。聖霊が責任を引き受けてくださいました。聖霊の必要性、聖霊に責任を負っていただく必要性、すべてを聖霊に行っていただく必要性について述べる発言に対して、反論や反対をする人はだれもいないでしょう。しかし、おお、これはありきたりの真理やありきたりの立場よりも、ずっと多くのことを意味するのです。


  



  （ｂ）啓示によって分け与えられる知識


  



  これは預言の務めのこの二番目の点に導きます：油塗りにより、啓示が来ます。私たちは、聖霊がすべてを行う必要性――聖霊が開始し、執り行い、支配し、あらゆる力、霊感となる必要性――を、普通に受け入れることができます。しかし、おお！これは生涯教育であり、すべてを啓示によって受ける必要性を生じさせます。これが、預言者が元々「見者」――見る者――と呼ばれていた理由です。彼らは他の人々が見ないものを見ました。彼らは、他の人々が見ることのできないもの、宗教的な神を畏れる人々ですら見ることのできないものを見ました。彼らは啓示によって見たのです。


  預言の務めは啓示を必要とします。それは啓示による務めです。後でこれをもっと綿密に調べますが、今はこの事実を強調したいと思います。私は今、聖書にない啓示について考えているのではありません。聖書にないことを預言する、今日の教会のある「預言者たち」（？）の立場を取ることはできません。すでに与えられている啓示の範囲内で――それが十分膨大なものであることを神はご存じです！――聖霊は「目が見たことのないもの、耳が聞いたことのないもの」を啓示するためになおも動いておられます。これは御霊による生活の驚異です。それは絶えず新しい発見をする生活であり、すべてが驚きと不思議に満ちています。聖霊の下にある生活は決して静的ではありえません。この地上で完成に達することは決してありえませんし、真理の総計が箱詰めにされている所に達することもありえません。真に聖霊による生活は、私たちが見たことのあるもの、把握したことのあるもの、感じたことのあるものを、無限に超越したものが存在することを実感する生活です。知っているつもりの人々、ある特定の場所に達して、自分の現在の場所を越えて――動くことはもちろん――見ることもできない人々は、聖霊の御心とは無縁な場所にいます。聖霊の下にある預言の務めは、増し加わる啓示による務めなのです。


  預言者は何度も神に戻って、神が次のことを示されない限り、出て来て話さない人でした。預言者が自分の職務を遂行したのは、自分が預言者であり、そうするよう期待されていたからではありません。預言者の地位には職業的なものが一切ありませんでした。それが職業的になった時、悲劇がその預言職を襲いました。預言者の地位は、サムエルによって設立された「預言者学校」によって、職業的なものになってしまいました。これらの預言者学校と真の預言職とを混同してはなりません。預言者学校の卒業生と、サムエル、エリヤ、エリシャのような人々によって代表される真の預言者との間には、ある違いがありました。事が職業的になる時、常に何かが失われます。なぜなら、預言の務めの本質・性質は、それが啓示によって毎回新たに到来することだからです。啓示されるものは新鮮です。それは古いものかもしれませんが、当事者の心に与えられた啓示として、なにかしら新鮮さを帯びています。それはとても新鮮で素晴らしいため、数千の人々が前にそれを見ているかもしれないにもかかわらず、かつてだれも見たことがないかのような影響を当人に及ぼします。事を生き生きと新鮮に保ち、神の力で満たすことが啓示の性質です。たんなる古い教理では、古い立場を回復することはできません。真理の厳密な叙述をよみがえらせたところで、失われた神の何かを回復することは決してできません。新約初期の頃の真理を正確に述べたとしても、当時の状況を再現するにはほど遠いでしょう。


  預言職の継承は、教えの継承ではなく、油塗りの継承です。神の働きにより、何かが神から到来します。それは何かとても実際的で、とても生き生きとしています。神はそれをある手だてによってもたらされます。その手だては個人的なものかもしれませんし、団体的なものかもしれません。神はそれを油塗りの下でもたらされたので、それは生きています。すると、だれかがそれを真似し、複製しようとします。あるいは後になって、だれかがそれを押し進めるために取り上げます。投票でだれかが後継者として指名され、立てられ、選ばれました。それは前進し、成長します。しかし、ある決定的な要素がもはやありません。継承は油塗りによるのであって、教理の枠組みにはよりません。新約の教理を再び述べても、新約の状態を回復することはできません。私たちは新約の油塗りを得なければならないのです。私は教理を排しているわけではありません。教理は必要です。しかし、事を生き生きとした新鮮で活発なものにするのは油塗りです。すべては啓示によって到来しなければならないのです。


  私たちの中には、聖書を分析して各巻の内容やそのすべての教理を示せる人、おそらく大いに興味深く示せる人もいます。私たちは、これを他の本についてするように、「エペソ書」についてもすることができます。「エペソ書」に来てそれを分析し、教会、からだ、そのあらゆる概要を述べることができたとしても、コウモリのように盲目かもしれません。しかし、神が私たちの内に何かを行われる日、何か深くて途方もない恐ろしいことを行われる日が来る時、私たちは教会を見、からだを見ます――私たちは「エペソ書」を見ます！それは二つの世界でした：一方は真理であり、隅々に至るまで専門的に正確であり、感興と魅力に満ちていました――しかし、何かが欠けていました。私たちはその真理を最初から最後まで述べることができましたが、何がその中にあるのかわかりませんでした。例の経験をくぐり抜けて何かが自分の内に起きない限り、たとえ「自分は知っている」と思い、知っていることを確信し、自分のいのちをそのために捨てることができたとしても、私たちは知らないのです。神の御言葉に記されている事柄に関する非常に鋭い明晰な知的理解と、霊的啓示とは全く異なります。そこには、二つの世界のこの違いがあるのです――しかし何かが起きない限り、その違いを人々に理解させることは全くできません。この「何かの出来事」については後で話しますが、ここでは事実を述べておきます。油塗りによって啓示が与えられます。油塗りによる啓示は、神が求めておられるものの概略と詳細の両方を見るのに必要不可欠です。


  こうして私たちは建造に至ります。預言の務めは――最も光で照らされている神の僕たちに対してさえ、依然として多くの詳細が啓示されなければならないにもかかわらず――聖霊により、当初の究極的な神の御旨を見るものなのです。


  



  （ｃ）神の御思いと全く同じであること


  



  それから、この油塗りと関係していることがわかる三番目の点があります。それについてはすでに概述しました――すなわち、正確さです。


  油塗りは神との直接的接触を生じさせます。それは顔と顔を合わせて神を見ることを意味します。これはモーセの生涯の要約ではなかったでしょうか？「モーセのような預言者は、イスラエルにはもう起こらなかった。彼を主は、顔と顔を合わせて知っておられた」（申命記三四章十節）。これが起きる時、あなたは神を霊的に直接知る所、神に直接触れる所、天が開かれている所に入ります――どんな事情があったとしても、あなたは便宜を求めて妥協する人や、自分の心に示されたことから逸れる人になることはできません。


  使徒がモーセについて述べていることは何でしょう？「モーセは僕として神の家全体のために忠実でした」（ヘブル人への手紙三章五節）。彼は神の御言葉によって全く支配されていました。このことから、モーセの忠実さが特によくわかります。ご存じのように、出エジプト記の後の方の章では、何度も何度も何度も、「主がモーセに命じられたように」というこの御言葉にすべてを連れ戻します。すべては神が言われたとおりに行われました。その体系全体にわたって――モーセが起こされたのは、それを設立し、確立するためでした――彼は細部に至るまで正確でした。もちろん、私たちはその理由を知っています。先ほど原則について話しましたが、その大いなる壮大な包括的解き明かしがここにあります。神は常に、細部全体にわたって、キリストを目的としておられるのです。モーセが設立したこの体系は、キリストを詳しく示すものでした。ですから、彼は細部全体にわたって正確でなければならなかったのです。それは困難な、代価を要する道です。しかし、啓示を受けてそれによって前進することと、細部で妥協してある点に関して主の望みどおりにしないこととは、両立できません。あなたは外交、政策、世論によって支配されるのではありません。主が御旨に関して啓示によって自分の心に語られたことによって支配されるのです。これが預言の務めです。


  預言者たちは、比較的良いものなら何にでも順応する人ではありませんでした。事が比較的良いものでしかない場合、彼らは完全には賛同しませんでした。エレミヤを見てください。エレミヤの生涯で、一人の良い王が物事を回復しようとした時がありました。彼は大いなる過越の祭りを設けました。人々は群れをなしてその過越の祝祭のために上って来ました。それは明らかに大きな機会でした。彼らはエルサレムで大いなる事をしていました。しかし、こうした良い事、明らかに良い事が行われていたにもかかわらず、エレミヤは参加しなかったのです。彼は保留しました。彼は正しかったのです。この事がほとんど外面的なものだったこと、人々の本心は変わっていなかったことが、後でわかりました。高きところは除かれず、エレミヤの最初の預言が成就しなければなりませんでした。その改革らしきものが真実のものだったなら、捕囚、都の破壊、完全に裁きに渡されることについてのエレミヤの預言は無に帰していたでしょう。エレミヤは差し控えました。彼はそれについて理解していなかったかもしれませんし、困惑していたかもしれません。しかし、彼の心はこの比較的良い事柄に完全に賛同することを自分に許しませんでした。後になって、彼はその理由がわかりました――それはある所までは良かったのですが、深い心の変化ではなかったため、裁きが下されなければならなかったのです。


  預言者は、相対的にしかよくないものでも、そこにある善の度量に応じて喜ぶことができます。しかし、それを完全な最終のものとして受け入れることはできません。私たちはもちろん、世の中のあらゆるささやかな善に対して寛大でなければなりません――正しい、真実な、神から出ているあらゆるもののゆえに感謝しましょう。しかし、おお！「それは主にとって完全に満足のゆくものです」「それが主が望んでおられるすべてです」とは言えないのです。いいえ、この預言の務めは神の御思いに全く忠実な務めです。正確な務めです。これが油塗りが意味することです。その理由はすでに述べました――目的は完全なキリストだからです。


  黙示録十九章十節の最後の句は、これをことごとく要約しています。それは、当初からの預言の務めを、一つの文章にまとめています。蛇の頭を打ち砕く女のすえについて述べられた日に、預言の務めが始まったのでしょう。次に、預言の務めはエノクに受け継がれました。彼は預言して言いました、「見よ、主が来られる……」（ユダ書十四節）。それ以来、預言の務めはずっと続いてきました。これはみな、黙示録の終わりで「イエスの証しは預言の霊です」という思想にまとめられています。つまり、預言の霊は最初から最後まで、全くイエスの証しに向かっているのです。預言の霊は、その最初の発言――「女のすえ」――から、「見よ、主が来られる」に至るまで、常に彼を目標にしてきました。（何と早くから、最初と最後が一緒にされていたのでしょう！）全行程を通して、預言の霊は常に主イエス、完全なキリストを目標にしてきました。「彼は、ある人たちを（中略）預言者（中略）としてお与えになりました。（中略）それは私たちがみな、キリストの豊満に到達するためです」。これが目標です。神は、教会によって表現される御子の豊満未満の何ものにも、決して満足できません。教会は彼の豊満でなければなりません。一人の完全に成長した人――これが教会です。預言の務めは、キリストの豊満、キリストの究極性、キリストの万有網羅性という結果になります。中心も周辺もキリストでなければなりません。最初も最後もキリストです。概略もキリストであり、細部もキリストです。啓示によってキリストを見ることは、それ未満のものやそれ以外のものを決して受け入れられないことを意味します。あなたは見たので、これは決着済みです。次に、神の目的に到達する方法は、聖霊によって見ることです。この見ることが、この預言の務めの基礎なのです。


  「この務めの性質を見るなら、直ちにその器の何たるかがわかる」と前に述べましたが、それを示すのはこれでもう十分だと思います。その器は、このような務めを果たしている個人かもしれませんし、あるいは団体かもしれません。後でこの器についてさらに何か述べるかもしれませんが、今は使徒や預言者などを職務として形式的に考えないようにしましょう。それらを重要な機能として考えることにしましょう。神が関心を持っておられるのは、この人がその機能を果たすことであって、肩書き付きの職業や地位に就くことではありません。肩書きが何だろうと関係ありません。その器はこの機能を果たさなければならず、この機能がその器を立証しなければならないのです。私たちは自分のことを預言者としてふれまわったりはしません。しかし、このような時、神は預言の務めを起こしてくださいます。その時、御子に関するあらゆる御旨が神の民の間に再び示されます。これが神の民の必要であり、神の必要なのです。


  



  第二章 預言者を建て上げる


  



  預言の務めは時と共に到来したものではなく、永遠のものです。それは永遠の計画に由来します。


  「これはどういう意味だろう」とあなたはおそらく不思議に思われるでしょう。ご存じのように、何の解説や説明もなく、何かが一番初めにやって来て、神のエコノミーの中で統治する地位に就き、まさにこの機能を果たします。アダムが罪を犯して園から追放された時、御言葉はただこう告げています、「（神は）いのちの木の道を守るため、エデンの園の東にケルビムを置かれた」（創世記三章二四節）。


  ケルビムとは何者であり、何なのでしょう？彼らはどこから来るのでしょう？私たちは彼らについて前に何も聞いたことがありません。彼らに関する説明は何も与えられていません。ただ述べられているだけです。神はいのちの木の道を守るため、彼らをそこに置かれました。彼らはいのちの守護者となり、神の御思いにしたがって諸事を守りました。人の心の思いが神の御思いから離れて邪悪になってしまったため、また、すべてが損なわれてしまったため、今、ケルビムがそこに置かれます。ケルビムは人にとって何よりも大切なもの――神のいのち、非受造のいのち――に関する神の御思いの守護者です。


  しかし後に、ケルビムの姿に関する理解が与えられます。この象徴的な複合的表象には四つの面があります――獅子、牛、人、鷲です。その主要な特徴は人であることが、とてもはっきりと示されています。それは実際のところ、獅子、牛、鷲という他の三つの面を持つ、ひとりの人です。獅子は王職と支配の象徴であり、牛は奉仕と犠牲の象徴であり、鷲は天の栄光と神秘の象徴です。ケルビムの主要な面である人――これは何でしょう？


  ご存じのように、全聖書を通して、人は神の秩序の中で預言者、神の代表の地位を占めています。神の御思いの代表は人です。神のあらゆる御思いの人格的具体化・表現となること――これが神のすがた、神のかたちにアダムが創造された目的でした。このために人は創造されたのです。これを私たちは人なる御方、肉において現れた神であった人に見ます。彼は神のあらゆる御思いの完全な表現でした。


  このケルビムの象徴はどこから来たのでしょう？それはあっさりと導入されています。それは永遠から来ています。それは神聖なものであり、永遠の思想であり、責任を引き受けて、神のために諸事を守ります。ご存じのように、「人の子」という句は特に預言職と関係しています。預言の機能は永遠のものであり、自然に到来します。預言は性質的に神の御思いの表現であり、神の御思いを純粋さと完全さの中に保ちます。これが人に関する、預言者に関する概念であり、預言の機能と性質です。


  



  預言者とそのメッセージの同一性


  



  しかし、これにはどのような意味があるのでしょう？ここで、私たちは全体の中で最も重要な点に来ます。その点とは、器とその器の務めの絶対的同一性です。預言の務めは、何かあなたが取り上げることのできるものではありません。それは何かあなたであるものです。どんな学校も、あなたを預言者にすることはできません。サムエルは預言者学校を設立しました。それには二つの目的がありました――一つは宗教的知識を広めるためであり、もう一つは宗教史を書き上げるためです。サムエルの時代、開かれた幻はなく、人々は神の御言葉を失っていました。人々は神の御言葉を再び教わらなければなりませんでしたし、将来の世代のために、神の道についての年代記を書き上げて記録する必要がありました。そこで、おもにこの目的のために、預言者学校が設立されたのです。しかし、この学者の預言者たちと、生ける油塗られた預言者たちとの間には、大きな違いがあります。学者の預言者たちは知的職業の一員となり、たちまち堕落して無価値なものになりました。偽預言者たちはみな、預言者学校を卒業して、その学歴に基づいて公に受け入れられました。彼らは大学に行き、受け入れられました。しかし、彼らは偽預言者でした。宗教大学に行ったとしても、それで神の預言者になるわけではないのです。


  私の要点はこうです――器とその務めの同一性こそ、神の御思いの核心です。人は神の御思いを表現するように、それを自分の存在で表現するように召されています。務めの形式や、方針として採用したものや、自分の行いで表現するのではありません。器自身が務めなのです。この二つを分けることはできません。


  



  自己を空にする必要性


  



  偉大な預言者たちの生涯はみな、これで説明がつきます。モーセの生涯はこれで説明がつきます。モーセは主なる神がその兄弟たちの中から起こされた預言者でした（申命記十八章十五、十八節）。モーセは自分の一生の仕事に取りかかろうとしました。彼は途方もない能力の持ち主であり、「エジプト人のあらゆる知恵をもって教育され」（使徒の働き七章二二節）、大きな素質と賜物を持っていました。次に、彼は何らかの方法で、神のための一生の事業についての考えを得ました。その考えは全く正しい考えでした。それは真実な考えであり、正当な考えでした。彼はとても誠実であり、動機に関して疑わしい点は全くありませんでした。しかし彼は、自分の生来の存在に基づいて、自分自身の能力、資質、熱心さによって、その働きに取りかかりました。そのため、その企て全体の上に災いが下ったのです。


  預言者はこのように建て上げられるのではありません。預言職がこのように執行されることはありえません。モーセは荒野に行き、四十年のあいだ空にされなければなりません。それは、神の働きや神の任務を遂行する自信の根拠となるものがすっかりなくなるまでです。彼はもともと、「言葉にもわざにも力のある」人でした。しかし今、彼は言います、「私は雄弁ではなく（中略）話すのが遅いのです……」（出エジプト記四章十節）。天然の腕前や能力はすべて断ち切られました。「神に答える時、モーセは不満だらけだった」とは私は思いません。「あなたは以前、それをすることを私に許してくださいませんでした。ですから、私はもうそれをしません」というようなことを彼は言いませんでした。私が思うに、彼は神の訓練の下にある人でしたが、その訓練を克服していたのです。全く状況に支配されて怒りっぽくなった人は、人を助けるささやかな機会に応じません。荒野の生活の初期の頃のモーセの様子を私たちは垣間見ることができますが、それからわかるのは、彼はそのような人ではなかったということです。群れに水をやることに関して井戸で問題が生じた時、「エジプトで主は自分に味方してくれなかった」という理由で、もしモーセが不機嫌で、怒りっぽく、気難しかったなら、おそらく彼はどこか離れた所に座って傍観し、助けるために何もしなかったでしょう。しかし、彼は親切にすぐ助けに行き、手を尽くしました。彼は試練を克服していました。ささやかなことから、人の状態がわかります。


  私たちは神の御手の下で試練と試みの時を通ります。「主は私たちを欲しておられない、主は私たちがいらないのだ！」と言いたい気持ちになるのはとても容易です。私たちはすべてを投げ出し、何も顧みません。試練に打ち負かされて、役立たずにされてしまいます。主が来てこのような人を召されるとは、私は信じません。エリヤは落胆して荒野に逃げ、山のほら穴に至りました。しかし、主が彼に対して何かをできるようになるには、彼は他の場所に到達しなければなりませんでした。「エリヤよ、あなたはここで何をしているのか？」（列王記上十九章九節）。主は決して、落胆している人のところに来て、その人を再任命したりなさいません。「主はあなたのすべてを赦してくださいます。ただし、あなたの絶望は別です」（Ｆ．Ｗ．Ｈ．マイヤー、「聖パウロ」）――なぜなら、絶望は神を信じる信仰を失うことであり、信仰を失った人に対して神は何もできないからです。


  モーセは最後の一滴に至るまで空にされましたが、神に対して怒っていませんでしたし、不満でもありませんでした。主は何をなさっていたのでしょう？彼は預言者を建て上げておられたのです。以前、モーセは職務に着手し、預言の機能を自分のために役立てて、それを用いようとしました。モーセと彼が行うその働きとの間には、内なる生きた関係がありませんでした。それは二つの別々のものであり、その働きは彼にとって客観的なものでした。荒野の四十年が終わるとき、彼はその働きが主観的なものになる状態にあります。何かがなされました。彼を神の御思いの生ける表現にふさわしくする、ある状態が生じました。彼は自分の思いを空にされましたが、それは神の御思いのために場所を設けるためでした。彼は自分の力を空にされましたが、それはすべての力が神の力となるためでした。


  おそらくこれが、炎と燃え尽きない柴の意味ではないでしょうか？それはたとえであり、おそらく壮大なたとえです。しかしその直接的適用として、それは何かをモーセに語りかけていたのだと思います。「モーセよ、あなたはとてもか弱い被造物です。あなたは荒野のありふれた柴、平凡な人間性の一片にすぎず、自分自身の内に何の能力もありません。しかし、ここに能力があります。この能力はあなたを前進させ続けることができます。あなたは自分のものではない力により、燃やし尽くされることなく、保ってもらえます。その能力とは神の霊、神の力です」。これが、この預言者が学ばなければならなかった大きな学課でした。「私にはできません！」。主は言われました、「よろしい。しかし、わたしがいます（I AM.）」。


  主の多くの僕たちの天然的な面が大いに重んじられており、たいてい悲劇的結果に終わります。パウロが大いに重んじられています、「パウロはもともと何と偉大な人だったのでしょう、彼は何という知性を持ち、何という訓練を積み、何という途方もない能力を持っていたのでしょう！」。これはみな本当のことかもしれません。しかし、霊的状況に直面した時、それが彼にとって何の役に立ったのか、パウロに尋ねてください。彼は叫ぶでしょう、「これらの事にかなうのは、いったい誰でしょう？（中略）私たちの資格は神から来るのです」（コリント人への第二の手紙二章十六節、三章五節）。パウロはモーセのように、生きる望みさえ失う経験を通されました、「私たちは自分自身の内に死という判決を持ちました。それは、私たちが自分自身に信頼するのではなく、死人を復活させる神に信頼するためでした」（コリント人への第二の手紙一章九節）。


  



  実際の経験によって内側に造り込まれたメッセージ


  



  神は務めと奉仕者を一つにされます。この原則が常に働いていることがわかります。預言者全員にこの原則を見ます。何があっても主は立ち止まりませんでした。主はたいそう苦労されました。人生で最も親密な関係である家庭生活を通してすら、主は働かれたのです。ホセアの家庭生活の悲惨さを考えてみなさい。エゼキエルを考えてみなさい。主は彼の妻を死により一撃で取り去られました。主は言われました、「朝起きて、顔に油を塗れ。嘆きや悲しみを少しも悟られてはならない。まるで何もなかったかのように、いつもどおりに出て行け。人々に姿を見せて、明るい顔で歩き回れ。『このようなひどい振る舞いは何を意味するのか？』と彼らに尋ねさせよ」。主はこのような悲しみを彼に与え、それからこのように行動することを彼に要求されました。なぜでしょう？エゼキエルが預言者だったからです。彼は自分のメッセージを体現しなければならなかったのです。そのメッセージとはこうでした、「神の妻であるイスラエルは、神に対して失われ、神に対して死んだ。それなのに、イスラエルは気にしない。まるで何もなかったかのように、彼女はいつもどおりである」。預言者は自分自身の経験によってメッセージをはっきりと示さなければなりません。神はまさに内側にメッセージを造り込んでおられます。神は深遠な恐ろしい方法で僕の生活の中にメッセージを造り込んで、務めを生み出されるのです。


  物事や主題を拾い上げることを、神は私たちに許されません。もし私たちが聖霊の下にあるなら、聖霊は私たちを預言者にされるでしょう。すなわち、聖霊は預言を私たちの内に起きたものとされるでしょう。ですから、私たちの話は進行中のこと、自分の内になされたことを口にしているだけなのです。神は何年にもわたって、奇妙で、深遠な、恐るべき方法で、ある人々の生活の中でこれを行ってこられました。神は何があっても立ち止まることなく、あらゆるものに触れてこられました。このような働きかけを受けた器こそメッセージなのです。人々が来るのは、あなたが教えるべきことを聞くためではありません。あなたが何者であるかを見るために、神によって造り込まれたものを見るために、人々は来ざるをえないのです。預言者は何という代価を払わなければならないのでしょう！


  ですから、モーセは荒野に行ったのです。それは天然のいのちと天然の精神を恐るべき方法で終わらされるため、無に帰されるため、メッセージを自分の内に造り込まれるためでした。神は正しかったのでしょうか？――というのは結局のところ、それは将来のための力の問題だったからです。おお、彼の人生の上にのしかかろうとしていた圧迫！モーセはしばしばくじけそうになりましたし、圧迫の下でくじけることが度々ありました。「私だけではこの民を負いきれません。私には重すぎます」（民数記十一章十四節）。何が彼の力だったのでしょう？おお、エジプトの昔の力だったなら、彼は一年ももたなかったでしょう。立ち上がって戦うべきエジプトの挑発に、彼は立ち向かえなかったでしょう。あの四十年に先立つこのささやかな圧迫の下で、精神的にも霊的にも押しつぶされていたでしょう。彼は反逆者たちをどうするのでしょう？どれだけ彼らを我慢しなければならないのでしょう？恐ろしい圧迫が彼の上にのしかかろうとしていました。神の全き御思いのために流れに逆らって立たなければならない時、ただ内側深くに造り込まれたもの、内側になされたものだけが切り抜けさせることができます。


  私たちについても圧迫は凄まじいかもしれません。とても強力な誘惑がしばしばやって来るでしょう――「少し譲歩しなさい。少し妥協しなさい。そんなに徹底的であってはいけません。少し寛大になりさえすれば、もっと多くの扉が開かれるでしょう。緩めるなら、もっとたくさん得られます！」。このような誘惑の時、何があなたを救ってくれるのでしょう？ただ、神があなたの内になさったこのことだけです。それはまさにあなた自身の一部であって、手放せるものではありません。それはあなたであり、あなたのいのちそのものです。これが唯一のものです。神はモーセにしていることをご存じでした。そのメッセージとその人が別々のものではなくなるほど、両者は一つにならなければなりませんでした。その人こそ、預言の務めだったのです。


  彼は自分の兄弟たちから拒絶されました。彼らは彼を受け入れようとしませんでした。「誰があなたを私たちのつかさやさばきつかさにしたのか？」（出エジプト記二章十四節）。これはその人間的な側面です。しかし、そこには神の側面がありました。彼が四十年間荒野にいたのは神から出たことでした。神の側からすると、そうでなければならなかったのです。それはまるで人の行為のように見えました。しかし、そうではありませんでした。この両者が共に進みました。彼の兄弟たちによる拒絶は、神の主権的御旨と全く一致していました。それが、この人を再構成するのに必要な機会を神が得る唯一の道だったのです。彼の兄弟たちが彼を拒絶していたこの時期、この預言者の真の備えがなされました。おお、神の主権、素晴らしい神の主権！暗闇の時、深淵の時：砕かれ、粉々にされ、すりつぶされる時：空にされます。すべてなくなって、何も残らないかのようです。しかしそれはみな、預言の務めを建て上げる神の道なのです。


  



  神によって証明された使者


  



  最初、モーセは非常に律法的だったでしょう。彼は「あなたはあれやこれをしなければならない」等々という律法を押しつけて、独裁者か暴君のようだったでしょう。数十年後、彼がろくろから、陶器師の手の中から出て来た時、「地上のだれにもまさって非常に謙遜であった」（民数記十二章三節）と述べられています。その時、神は彼の傍に立つことができました。彼が高ぶりと傲慢と自己主張の霊の中で立ち上がったあの日、神は彼の傍に立てませんでした。神はそれをその必然的結果に至らせなければなりませんでした。しかし、人の中で最も柔和な、砕かれた、謙遜な、私心のない人であるモーセが、職務に関して他の人々から攻撃された時――そのような時、モーセは自分の地位や自分の権利のために立ち上がろうとせず、その問題をただ主に明け渡しました。彼の態度はこうでした、「主に決めてもらいましょう。私には固守すべき個人的地位はありません。もし主が私をご自身の預言者にされたのなら、主にそれを示してもらいましょう。もしそれが主から出ていないのなら、私には職を辞す用意があります」。なんと異なる精神でしょう！このような時、主は素晴らしい力強い方法で彼の傍に立ち、反対者たちに対して恐るべき方法で立ち向かわれました（民数記十二章二節、十六章三節）。


  



  預言の務めはいのちであって、教えではない


  



  さて、預言者とは何でしょう？預言の機能とは何でしょう？それはこれです。神は一つの器をとらえて（それは個人的なものかもしれませんし、あるいは団体的なものかもしれません。預言の務めの機能は、イスラエルを通して働いたように、一つの民を通して働くかもしれません）、砕きと破壊、幻滅、精神全体の変革といった深刻な経験を通らせます。そのため、力強く堅く握っていたものがもはや握れなくなります。すばらしい従順、適応性、素直さが培われます。神の働きに関して、神聖な真理に関して、正統性や根本主義に関して、客観的でしかなかったものが、すべて対処され、砕かれます。また、方法の善し悪しに関して、客観的な律法的方法で堅く握ってきたものも、すべて対処され、砕かれます。諸事に関する全く新しい観念、新しい展望が拓かれます。もはや形式的体系でも、自分が拾い上げる何か外側のものでもありません。内なる方法でその器の中に造り込まれたものです。その器の務めは、それが何であるかです。その器が受け入れた教理ではありませんし、今や教えでもありません。


  おお、この恐ろしい諸事の領域全体から解放されますように！それは悲惨な領域であり、教えを採用したり、解釈を取り入れたり、「これこれは自分の専門である」と人に知ってもらう領域です。おお、神が私たちを解放してくださいますように！おお、いのちが重要な所に――神が私たちの内に実際になさったこと、私たちから成っているものが重要な所に――導かれますように！最初、彼は私たちを砕かれます。次に、彼は新しい霊的原則にしたがって私たちを再構成されます。それは務めの中で表現されます。話の内容は、背後で進行していたこと、おそらくその直前まで数年にわたって進行していたことから出てきます。


  預言の機能の法則がおわかりになったでしょうか？それは、神は油塗られた器たちに真理を経験させて、真理について行かせるということです。彼らが話す真理には、どれも歴史があります。彼らは深みに下って行って、その真理によって救われたのです。それは彼らのいのちでしたし、それゆえ彼らの一部です。これが預言の務めの性質です。


  



  預言者は寛大だが妥協しない


  



  モーセの変化について述べたことに戻ります。その片鱗をサムエルにも見ることができます。サムエルは旧約で最も麗しい愛すべき人物の一人だと思います。彼は預言者と呼ばれています。彼の心は神の最高の完全な御思いに全くささげられており、何に対しても決して内的に妥協しません。にもかかわらず、最初の数ヶ月間、彼はサウルに対して素晴らしい優しさを示しました。あなたはこれに気づいておられるでしょうか？（それは一年以上続かなかったようです。サウルの統治の最初の一年間、サウルは何か良さそうなものを本当に示そうとしていたようです。）しかし覚えておかなければならないのは、サウルが最高のもの――神の直接的統治――に対する拒絶を表していたことです。王を求めるイスラエルは、神の直接的統治を退けました――「他のすべての国々のように、私たちを裁く王を立ててください」と彼らは言いました。神はサムエルに言われました、「彼らはあなたを退けたのではなく、わたしを退けたのだ」（サムエル記上 八章五～七節）。


  王職は預言と同じく神聖な原則でした。獅子が人と共にいます。統治に関する神の御思いを表す君主がそこにいます。しかしサウルについては、それは低い水準にあります。彼の登場は、この神の御思いをこの世の水準まで引き下げることを意味しました。「他のすべての国々のように」――肉的な人々が神の御思いを握って、この世の水準に引き下げてしまいました。サムエルはこれを知っていました。彼はこれを容認できず、これについて神に文句を言いました。彼はこれに反対しました。なぜなら、それが何を意味するのかを理解していたからです。しかし、優しくしていられる間、彼はサウルに対して何と優しかったことでしょう！


  なぜ私はこれを言うのでしょう？それは、このような状況が今日存在しているからです。人々が神聖な事柄を肉的に握って、地的水準にまで引き下げてしまっているのです。委員会や役員会などが、聖霊の直接的統治に取って代わっています。人々は神聖な事柄の中に行政を設けて、神のために運営しています。祈りと断食によって主の御心を求めるという新約の道は、ほとんど知られていません。知識と視力と理解力を持つ霊的な人々は、これを受け入れることができません。しかし、彼らはとても慈悲深くなければなりません。サムエルのような真の預言者は、その悪が顕著なはっきりとした不従順の形を取らない限り、できるだけ長く優しくあり続けるでしょう。主はサムエルを通してサウルを訪れ、なすべきことをはっきりと理解させました。彼に対する神の要求が、間違えようのないほどはっきりと、彼に知らされました。それなのに、彼は不従順だったのです。そこでサムエルは、「もはや彼をあわれみません！」と言いました。彼は赦しませんでした。「あなたが主の御言葉を退けたので、主もあなたを王位から退けた」（サムエル記上 十五章二三節）。この人が最善を尽くしていた間、サムエルはできる限りのことをしました。これが慈愛です。


  もちろん、型は常に脆弱であり、不完全です。しかし、そこに真理を見ることができます。預言者サムエルは、たとえ容認できない時でも、間違っているものに対して多くの忍耐を示しました。彼が願っていたのは、光が射し込み、従順がそれに続いて、状況が改まることだったのです。同意できないあらゆるものに対して、私たちはとても慈悲深くなければなりません。


  要点はこうです――モーセはこれを学ばなければならず、このような者にされなければならなかったのです。同意しかねることでも忍耐できるようになるなら、私たちはますます主の御旨に仕えるのにふさわしくなり、いっそう真実な預言者になるでしょう。熱情に駆られて因習打破主義者となり、腹立たしいものをひたすら壊そうとする場合と比べると、ずっとましでしょう。主は「そのようなことは無益です」と言われます。


  これまで述べてきた話では、一つの点だけを強調してきました――すなわち、預言の務めは機能であるということです。その機能とは、すべてを神の全き御思いとの関係の中に保つことです――客観的な律法的方法で諸事の「筋道」を保つことではありません。あなたは何かを拾い上げるのではありません。あなたは正直に預言の務めを果たすことしかできないのです。なぜなら、神が預言の務めをあなたの内に造り込まれたからです。あなたは預言の務めのために立ちます。それは経験を通して、神の取り扱いを通して、あなたの内に啓示されました――神はあなたを導いてその経験を通らされたのであり、あなたはその経験をそのようなものとして承知しています。これはあなたが何かを達成したということではなく、むしろ、その過程の中であなたが砕かれたということです。今、あなたは主にあって用意が整っています。


  



  第三章 聞き逃しかねない声


  



  
    「なぜなら、エルサレムに住んでいる人たちとその支配者たちは、この方について、また安息日ごとに読まれる預言者たちの声について、無知であったために、彼を罪に定めることによって、それを成就したからです。」（使徒の働き十三章二七節）

  


  上の御言葉は全体として、膨大な歴史を内包するある意味を伝えていますが、その直接的・直截的意味は、「もしここで述べられている人々――エルサレムに住んでいる人たちとその支配者たち――が、きわめてなじみ深い事柄の恩恵にあずかっていたなら、その行動はかなり違ったものになっていただろう」ということです。毎週、安息日ごとに、かなり長い年月にわたって、彼らは朗読される事柄を聞いてきました。しかし最終的に、彼らは聞いたことを理解しそこなったため、それとは全く正反対に行動してしまいました。しかし神の主権の下で、彼らはそうすることによってそれを成就したのです。


  確かに、これは警告の言葉です。これはとても恐ろしい可能性を意味します――同じことを繰り返し聞いていても、その意味を理解していないかもしれないのです。そうならずにすんだかもしれないのに、全く自分のためにならない振る舞いをして、滅んでしまうかもしれないのです。


  要点はこうです――預言者たちの書には、聞き逃しかねない声や、見落としかねない意味があって、当事者にとって悲惨な結果になるかもしれないのです。「預言者たちの声」。これは、預言者たちが話す事柄を超えた何かがあることを暗示します。「声」があるのです。私たちは音を聞くかもしれませんし、言葉を聞くかもしれません。しかし、声を聞かないかもしれません。それは話される事柄とは別のものです。この箇所が述べているのは次のことです。すなわち、毎週、毎月、毎年、人々は預言者の書を朗読していたのに、その朗読を聞いた人々は預言者たちの声を聞いていなかったのです。私たちが聞く必要があるのは預言者たちの声です。


  使徒の働きのこの十三章を読み進んで行くと、このささやかな断片がとても重要な文脈の中にあることがわかります。この章は初めに、ある進展を記しています。アンテオケにはサウロを含む数名の人々がいました。聖霊は言われました、「バルナバとサウロをわたしのために聖別して、わたしが召した働きにつかせなさい」。それは新しい進展、前進、何か遠くまで及ぶものであり、とても重大なことでした。しかし、この章を読み終える前に、別の転機に来ます。ある場所に大群衆が集まり、ユダヤ人が御言葉に従うことを拒んで、暴動を煽った時、その転機は避けられないものになりました。使徒たちはこう宣言しました、「神の御言葉は、まずあなたたちに語られなければなりませんでした。しかし、あなたたちはそれを拒んで、自分自身を永遠のいのちにふさわしくない者と決めたのです。見なさい、私たちは異邦人の方に向かいます」（四六節）。そして、彼らは自分たちの権威の証拠として預言書（イザヤ書四九章六節）を引用しました、「わたしはあなたを立てて、異邦人の光とした」。これは教会史の転換点でした。ユダヤ人は全般的に退けられ、異邦人がかなり慎重な形で承認されて受け入れられました。その理由はまさにこれです――ユダヤ人は安息日ごとにこれらの預言書を聞いていたのに、預言者たちの声を聞いていなかったからです。


  この声を聞くことに重大な問題がかかっています。聞き逃すなら、取り返しのつかない損失を招くかもしれません。使徒の働き十三章以降、イスラエルに関してきわめて重大なことが何世紀にもわたって起きてきました。ユダヤ人に関する預言の問題を紐解くつもりはありませんが、私の要点はこうです。一方において、預言者たちの声を聞き逃すことは小さなことではありませんでした。他方において、異邦人が喜んだことがわかります。ここでこう述べられています、「これを聞いた時、異邦人たちは喜び、神の御言葉に栄光を帰した」。さて、この両面について、聞く耳さえあれば聞けたことを聞き逃すのは重大なことであり、聞いて注意を払うことも重大なことです。これは注目するに足る深刻な基礎であり、背景であると思います。


  



  新約における旧約の預言者たち


  



  さて、この「預言者たちの声」の問題について、さらに詳しく見ることにしましょう。きわめて重大な意味を持つ一つの事実は、預言者は新約において大きな地位を占めているということです。その地位の大きさについてあなたが考えたことがあるのかどうか、私には疑問です。いわゆる大預言書を福音書がどれほどたくさん引用しているかは、思い出すまでもないでしょう。「それは預言者によって語られたことが成就するためであった……」――この記述だけでも福音書の中に何回出てくるでしょう。主イエスの誕生の時から、この記述が出てきます。そして、それに関するものだけでも、いくつかの場面で大預言書が引用されています。しかし、福音書から使徒の働きと書簡に進むなら、いわゆる小預言書――大預言書より価値が低いという意味ではなく、書物の記録が少ないという意味――にだいぶ進みます。これらの小預言書が新約で非常に多く引用されているのは、とても印象的であり、意義深いです。小預言書は五十回以上引用されています。


  



  預言者は幻ビジョンの人である


  



  この一般的意味から、二つの要素が出てきます。一つは預言者自身に関する要素です。なぜ彼らは新約でこんなにも大きな地位を占めているのでしょう？これに対する答えは、ほぼ別の質問になります。預言者とは何を意味するのでしょう？彼らは「見者」です（サムエル記上 九章九節）。彼らは見る者たちであり、見ることによって神の民の目として行動します。彼らは幻の人です。ですから、彼らが新約で大きな地位を占めていることは、この経綸全体にわたって、霊的幻が神の民にとってどれほど極度に重要なのかを間違いなく示しています。もちろん、もう一つの要素は幻そのものです。しかし今は、幻とは何であり、何だったのかについて、話すつもりはありません――これについては他の面と一緒に後で出てくるでしょう。今のところ、主はこの要素に関心を持っておられるように感じます――神の民が自分の召命を成就するには、霊的幻が極度に重要です。これはもっぱら召命に至る幻の問題に帰着します。召命は幻がなければ成就されないのです。


  



  幻は人生に目的を与える


  



  ですから、しばらくの間、幻の地位について考えることにしましょう――「幻想」について話しているのではないことは、おわかりでしょう。そうではなく、それは何か特別なものであり、特定の幻であり、何かはっきりと規定されているものです。預言者たちは自分が語っていることを知っていました――それはたんなる抽象的概念ではなく、何かとてもはっきりとしたものでした。幻は何かとても特別なものであり、主と関係しているものであり、それを持つ人の人生を力強く支配するようになったものです。幻は明瞭で、はっきりしており、正確で、特別です。幻は人々を捕らえ、支配し、統治するので、存在目的全体がそれに集約されます。このような人々は自分の存在理由を知っています。彼らは自分の生きる目的を知っており、それが何かを話すことができます。彼らの展望はその幻によって制限されます。彼らは人生のいかなる局面でもその幻に傾注し、その幻のために用意を整えます。幻は彼らにとってすべてを支配する目的です。人生の目的は、この地上に生きて、多くのことを行い、なんとか切り抜けることだけではありません。人生のあらゆるものが、この明瞭な、はっきりした、すべてを支配する目的とつながっているのです。人生に意味を与えるのは、このような幻です。


  イスラエルの歴史はまさにこの真理によって支配されていますが、その歴史を辿る必要はないでしょう。よくご存じのように、イスラエルが正しい立場にあった時、民の目的は単一かつ明確で、だれもが一つの目的に集中していました。先に進む前に、もう一度言いましょう。この預言者たちはみな――民のための神の目であり、この民に関する神の御思いと御旨、この民の神聖な召命、神から見たこの民の存在目的を、この民に知らせていたのです――これらのものを体現していたこの預言者たちはみな、この新約時代に受け継がれており、教会の中に受け継がれています。これには明確な意義があります。すなわち、最後まで進み通すには、教会はこうでなければならないのです。教会は見るものでなければならず、特定の目的や幻によって支配されていなければなりません。教会は自分の存在理由を知っていなければならず、それについて疑問を抱くことなく、そのために完全に明け渡して用意を整え、人生の他のあらゆるものをそれと一致させなければなりません。私たちの姿勢はこうでなければなりません。私たちはやむをえずこの世で色々なことをして、生計を立てたり、日々の仕事をしなければならないのですが、それでも他のあらゆるものを支配している何かがあります。神聖な幻があるのです。これらのものは、この一つの神の目的に服さなければなりません。


  これが、この経綸で預言者がこんなにも大きな地位を占めている第一の意味です。今は、これを御言葉から詳しく辿ることはできません。しかし、新約聖書を辿って、預言書がどのように引用されて教会生活の様々な面に適用されているのかを見るなら、大いに助けになるでしょう。これは実に印象的です。


  



  一つにする要素である幻


  



  預言者たちはこの経綸をこのような形で支配しています。この幻、特定の幻は、まさにイスラエルの結合力であり、力でした。この幻を彼らが明確に見ていた時、彼らの目が開かれて見えていた時、彼らが神の御旨と一致していた時、彼らが自分たちを召してくださった神のこの目的によって支配されていた時、彼らは一つの民であり、この幻によって一つにされました。彼らの目は単一でした。「もしあなたの目が単一なら……」（マタイによる福音書六章二二節）というこのささやかな句には、私たちが思う以上の意味があります。単一な目――それは全生涯と行動を統合するものであり、あなたのあらゆる振る舞いを統合するものです。もしあなたが単一の考えを持つ男女なら、あらゆるものがその考えに集約されるでしょう。もちろん、この場合それはとても幸いなことですが、常にそうだとは限りません。一つしか話すことがない、強迫観念にかられた、いわゆる「思い詰めた」人たちは、しばしば人々をたいへん辛い目にあわせます。しかし、神の民が単一の目と単一の考えを持つ民になる正しい道、神の道があります。目のこの単一性は、あらゆる機能を調和させます。


  イスラエルがこのような民だった稀有な時期の間、彼らは驚くほど一つにまとまっている民でした。他方、この幻が衰えて消え失せた時、彼らはばらばらになり、あらゆる種類の異なる分派的関心や活動を持つ民になり、内部で争いました。あなたはそれがどのように起きたのか見ることができます。「幻がない所では、民は滅びる（散り散りになる）」（箴言二九章十八節）という御言葉は何と真実なのでしょう。イスラエルについてもそうでした。開かれた幻がなかったエリの時代の彼らをごらんなさい。彼らはなんとばらばらで、まとまりのない民だったことでしょう！これが何度も起きました。この幻は結束させる結合力であり、民を堅く一つにしました。この一つの中に彼らの力があり、彼らは無敵でした。ヨルダン川を渡ってエリコに侵攻する彼らをごらんなさい！勝利のうちに彼らが前進するのをごらんさい！彼らが一つの目的に支配されている間、何ものも彼らの前に立てませんでした。彼らの力は彼らの一つにあり、彼らの一つは彼らの幻にありました。幻を破壊して混乱させることの意味を敵は承知しています。それは神の民をばらばらにすることなのです。


  



  防御力である幻


  



  このような幻は何という防御力でしょう！私たちが一つのことに集中している民である時、敵にはつけいる隙がほとんどありません！もし私たちにあらゆる種類のばらばらな個人的関心があるなら、敵は大いに荒らし回れます。すべての人が単一の神の目的に集中している時、敵にはつけいる隙がありません。敵が神の目的を邪魔する働きを成し遂げるには、なんとかして私たちを分裂させ、逸らし、ばらばらにしなければなりません。幻が鮮明で、私たちがひとまとまりの民としてそれに集中している限り、自己憐憫や自己利益といったあらゆる問題――これらは常に中に入り込んで破壊しようとしています――は決して入り込まないでしょう。幻は大いなる防御です。使徒は、「勤勉で怠けることなく、霊の中で燃え、主に仕える」（ローマ人への手紙十二章十一節）ことについて述べています。モファットは「霊の中で燃え」を「霊の輝きを維持する」と訳しています。心を尽くして一つの目的に集中することは、素晴らしい防御です。このような民の状態は破れ目をふさぎ、逸らして麻痺させようとするあらゆる種類の事柄の侵入や侵犯を防ぎます。


  



  幻は明瞭さと成長をもたらす


  



  預言者たちにとって、幻は炎のようでした。この人たちが燃える炎だったことを、あなたはとにかく認識しなければなりません。彼らには中立的なところが一切ありませんでした。彼らは勇猛果敢であり、決して受動的ではありませんでした。幻にはこのような効力があるのです。主が求めておられるものを本当に見たなら、中途半端な気持ちではいられません。見るなら、受動的ではいられません。見た人を捜しなさい。そうすれば、積極的な人生を見いだすでしょう。見ていない人、確信のない、はっきりしていない人を捜しなさい。そうすれば、中立的な人生、消極的な人生、価値のない人生を見いだすでしょう。この預言者たちは燃える炎のような人たちでした。なぜなら、彼らは見たからです。イスラエルが神の召しの恩恵にあずかっていた時、イスラエルはこうでした――積極的、勇猛果敢だったのです。幻が衰退した時、彼らは行き詰まり、内向的になり、堂々巡りし、前進するのをやめてしまいました。


  この勇猛果敢さや積極性は見た結果であり、適切な訓練や鍛錬を行うのに必要な立場を主に与えます。これは、決して間違いを犯さなくなることではありません。新約において――私に異端の咎を科さないよう希望します――パウロのように十字架につけられていた人ですら、間違いを犯すおそれがあったのです。大いに用いられ、大いに懲らしめられた人であるペテロも、間違いを犯すおそれがありました。そうです、使徒たちも間違いを犯すおそれがあったのです。預言者たちも間違いを犯すおそれがありました。「エリヤよ、ここで何をしているのか？」（列王記上十九章九節）。「ここにいても仕方ありません」――これがその意味です。そうです、預言者たちや使徒たちも間違いを犯すおそれがありましたし、実際に間違いを犯しました。しかし、それには次のような特徴がありました――彼らは主の御心を見ており、自分たちが見た主の御心にささげきっていたので、主は彼らの間違いの上に豊かに臨み、主権をもってそれらを取り去って、ご自身とご自身の道について、さらに多くのことを僕たちに教えることができたのです。


  さて、あいまいな民については決してそうではありません。あいまいな民は働く気のない民であり、明け渡されていない民であり、主について決して何も学ぶことのない民です。はっきりしている民は、自分を委ねる民です。彼らは主から与えられた光の方向に直ちに出て行きます。その光の分量にはよりません。彼らは一方において、自分たちの間違い――熱心さから出た間違い――が神の主権によって取り扱われて消し去られるのを見ます。他方において、主の御思いが何か、主はどのように事を行われるのか、また主はどのように事を行うことがないのかを、彼らは自分たちの間違いを通して主から教わります。もし私たちがあいまいで不確かなまま待ち続け、すべてを知るまで何もしないなら、私たちは何も学ぶことはないでしょう。


  学びつつある人々は、神のために心が燃えている男女であり、主から何かを本当に見て、自分の見たものによってしっかりと捕らえられている人々です。あなたはこれに気づいておられるでしょうか？主は彼らを教えておられるのです。彼らの失敗や間違いが彼らを飲み込んで滅ぼすことを、主は許されません。主は主権をもって支配されます。しばらくすると、彼らは言うことができます、「私は恐ろしい失敗を犯しました。しかし、主は驚くべき方法でそれらの失敗を取り扱い、益に変えてくださいました」。私たちが幻――この幻は私たちの全存在を束ねて、私たちを支配します――を持ち、このようであるなら、それは私たちを顧みる立場を主に与えます。たとえ私たちが間違いを犯していたとしてもです――なぜなら、それには主の権益がかかっており、私たちが顧みているのは主の権益であって自分の権益ではないからです。預言者たちや使徒たちは、自分たちの間違いにより、素晴らしい方法で主を知ることを学びました。なぜなら、その間違いは彼ら自身の頑迷な自己意志から出たものではなく、神と神が示してくださった御旨に対する真実な情熱から出たものだったからです。


  



  幻は神の民に優位性を与える


  



  それから、イスラエルの優位性は幻に基づいていたことに注意してください。彼らが神に召されたのは、地上のどの民よりも優れた民となるためであり、霊的統治の器として国々の真ん中に据えられるためでした。「いかなる国も彼らの上に支配権をふるうことはできないであろう」と主は約束されました。彼らに対する主の御思いは、彼らが「尾ではなく、かしら」（申命記二八章十三節）となることでした。しかし、それは彼らの状態や立場とは関係なく自動的に起きることではありませんでした。一つにまとまった民として、彼らが団体的に幻をはっきりと見る時――幻によって治められ、支配され、一つにされる時――この時、彼らは尾ではなくかしらになり、優位に立ったのです。


  これにより、この預言者たちが再び登場します。（今はイスラエルの後期の預言者たちについて考えることにします。）なぜ預言者たちが登場するのでしょう？それは、イスラエルが自分の地位を失ったからです。彼らが自分たちの幻を失ったので、アッシリヤやバビロンなどが彼らよりも優位に立ったのです。いわゆる小預言書において、まさにこの問題が多く述べられています。「わたしの民は知識に欠けるため滅ぼされる」（ホセア書四章六節）。これが、すべての預言者が奏でた旋律です。この状況はどうして生じたのでしょう？なぜイスラエルは今、国々の犠牲になるのでしょう？その答えは――幻が失われたからです。預言者がやって来て、彼らを幻の場所に戻そうとします。預言者は幻を持っています。預言者は民の目です。預言者は神が彼らを選ばれた目的に彼らを呼び戻し、なぜ神が彼らを国々の間から取られたのかを彼らに新たに示します。


  



  すべての神の子供が必要とする幻


  



  これはみな、まさに幻の地位を強調しています。これはあなたをあまり前進させないかもしれません。「これはみな何に導くのだろう」とあなたは疑問に思われるかもしれません。今あなたは言います、「それでは、その幻とは何でしょう？」。これは当座の論点ではなく、後で出てきます。要点は、今日の教会にとって――あなたや私にとって――幻が必要であり、絶対に必要であるということです。続けて言うと、幻はおもに団体的なものです――たとえ、その民が残りの者（レムナント）、神の民全体の中の少数者にすぎなくても、幻は何か民の中にあるべきものです――幻は第一に団体的なものですが、他方、幻は個人的なものでもなければなりません。あなたや私は個人的に、「私は見ました。私は神が何を求めておられるのか知っています！」と言える所にいなければなりません。


  「なぜ教会は今日このような状態にあるのでしょう？なぜ、教会はほとんど力がなく、ばらばらなのでしょう？天からの衝撃力を教会によってもたらすには、何が必要なのでしょう？」と尋ねられたら、どう答えられるでしょう？これをなせると主張するのは、うぬぼれでしょうか？預言者たちは知っていました。思い出してください、預言者たちは、旧約の預言者であれ新約の預言者であれ、独立した階級ではなく、職務上この地位を保持している何か別の一団でもありませんでした。預言者はまさに体の目でした。神の御思いによると、預言者は神の民だったのです。あなたはこの原則をご存じです。たとえば、この原則は大祭司に関する事柄の中にも見られます。神は一人の大祭司をイスラエルと見なされます。そして、大祭司の状態に基づいて――それが良くても、悪くても――全イスラエルを取り扱われます。もし大祭司がひどいなら――「彼は私に汚れた衣を着た大祭司ヨシュアを見せた」（ゼカリヤ書三章一～五節）――それがイスラエルです。神はイスラエルを一人の人として扱われます。


  預言者も同じです。預言者が民の状態や生活にこれほど織り込まれていたのは、このためです。預言者ダニエルが祈るのを聞きなさい。個人的に彼には咎がありませんでした。個人的に彼は、国が罪を犯したようには罪を犯しませんでした。しかし、彼はそれをすべて自分の身に負い、まるでそれが自分の責任であるかのように、自分が罪人の頭であるかのように語りました。この人たちは民の中に置かれていました。預言者たちと民との間には、状態、経験、苦難における、このような一つがあります。そのため、預言者たちは自分のことを外から民に語りかける全くの部外者とみなすことは決してできません。彼らは民の中にいますし、民なのです。


  私が言っているのはこういうことです。すなわち、いわゆる奉仕者、預言者、使徒という地位にある人々から、私たちは幻を与えてもらうのではないのです。彼らがここにいるのは、神の御前で私たちがどうあるべきか、私たちがいかにあるべきかを、私たちに自覚させるためにすぎません。彼らは絶えず私たちを奮い起こして言います、「これを見なさい、これがあなたのあるべきすがたです」。ですから、私たちはみな個人的に、この預言の務めの意義にあずからなければなりません。教会は国々に対する預言者となるよう召されています。繰り返し尋ねましょう――これは許される質問であって、厚かましい質問ではありません――教会が今日なにを必要としているのか、あなたは言えるでしょうか？あなたは状況を解き明かして、主が自分の心に示してくださったことにより、正しく説明できるでしょうか？このような考えを取り巻く危うさや危険性を私は承知しています。しかし、これこそ私たちの存在意義なのです。これは多かれ少なかれ、私たち全員に言えます。多かれ少なかれ、私たちは状況に対する鍵を持っています。神はこのような種類の民を必要としておられます。これは個人的でなければなりません。


  



  幻は勇気を必要とする


  



  しかし覚えておいてください、それには大きな勇気が必要です。おお、この預言者たちの勇気！――妥協や打算に対する勇気。おお、打算や再考の破壊的影響！「断固たる態度を取ったら、自分の将来にどんな影響があるのだろう？そのような立場を取ったら、主に仕える機会が減るのではないだろうか？」。これは打算であり、破壊的です。何かを見て、自分の見たことを話し始めた人の多くは、自分の兄弟たちや自分の受け持ちの人々のこのような反応を見て、退いてしまいました。「それをこれ以上続けるのは危険です」。これは打算です！預言者たちにはそのようなことはありませんでした。私たちは見たせいで苦境に陥っているでしょうか？


  代価が必要です。私たちもこれに直面するかもしれません。ヘブル人への手紙の十一章にささやかな節があります――「彼らはのこぎりで切断され」。言い伝えによると、これは預言者イザヤのことです――彼はのこぎりで切断された人でした。イザヤ書五三章を読んでください。全聖書中、これほど崇高な箇所はありません。そしてそのために、彼はのこぎりで切断されたのです。彼は正しかったのでしょうか？私たちは今日、彼の正しさの基礎の上に立っており、彼の正しさの恩恵を受けています。しかし、悪魔はこれを好みません。それで、イザヤはのこぎりで切断されたのです。見ること、妥協せず幻に明け渡すことには、途方もない価値があります。しかしまた、とても大きな代価が必要なのです。


  しばらくの間、これをこのまま残すことにします。しかし、私たちは主と交渉して言わなければなりません、「私はどれくらい見てきたのでしょう？私は預言者の書を毎週聞き、大会、会議、集会に参加してきました。結局のところ、私は預言者たちの声を聞いていたのでしょうか？私は語り手がメッセージや話をするのを聞いてきました。私はその声を聞いていたのでしょうか？」。もし聞いていたのなら、その影響は彼方まで及ぶでしょう。もし聞いていなかったのなら、それに関して主のもとに行く時です。そのようなことが続いてはなりません！使徒の働き十三章では何が起きたでしょう？人々は聞いても聞かなかったのです。しかし、聞いている人がいる所では、なんと凄まじいことが起きたのでしょう、なんと凄まじい恩恵が臨んだのでしょう！


  



  第四章 召命を構成する幻


  



  
    「なぜなら、エルサレムに住んでいる人たちとその支配者たちは、この方について、また安息日ごとに読まれる預言者たちの声について、無知であったために、彼を罪に定めることによって、それを成就したからです。」（使徒の働き十三章二七節）

  


  前の章で最初に指摘したように、神の御言葉を朗読する音声以上に聞くべき何かがあることを、この御言葉は示しています。それは「預言者たちの声」です。預言者たちは何を言っていたのでしょう？――預言者たちが実際に用いた言葉、文章、発言、発言形式は何だったのかという問題ではなく、それは実質的に何を意味していたのかという問題です。このエルサレムに住んでいる人たちと支配者たちは、預言書を難なく引用できたでしょう。おそらく、預言者のすべての書の内容を暗唱できたでしょう。彼らは旧約聖書の内容についてよく訓練されていました。しかし、彼らは立ち止まって、「これは何を意味するのだろう？その真意は何だろう？この人たちは何を求めていたのだろう？」という単純な問いを決して発しませんでした。彼らは決してそうしなかったので、決して文字以上には進まなかったのです。


  



  幻を失ったため、召命を逃す


  



  今、質問をいくつかすることにしましょう。預言者たちが書き記して語った言葉の中にあるもの、その背後にあるもの、その奥深くにあるものとは何でしょう？ご存じのように、預言者たちが扱っていたのは、主の御心にかなっているとは言い難い民の状況でした。これをさらに強めて、状況は主の御思いからかけ離れていた、と言えるでしょう。しかし、私の念頭にあるのは極端な状況よりも、むしろ現在の状況です。ですから、「当時の状況は民に関する主の御心や御旨に真にかなっているわけではなかったし、今日の状況もそうである」とだけ言っておきましょう。預言者たちはこのような状況を扱っていました。このような状況だったので、神の民の真の召命は成就されていませんでした。主が彼らを生み出された真の目的に、彼らは達していませんでした。彼らは国々の間で途方もない霊的力を持つ民となり、国々に対して神の衝撃力を実際に及ぼして、大きな権威を持つ発言、考慮されるべき発言をするはずでした――人々が本当に注意を払わざるをえないような形で、「主はこう言われる」と宣言するはずでした――そのはずだったのに、彼らは失敗していたのです。弱さや失敗がありました。預言者たちはこの状況の源に至ろうとしましたし、この悲惨な状況と悲劇的失敗の背後に至ろうとしました。そこに至るには、もちろん、彼らはこの状況の中にあった多くの積極的要素をかき分けて進まなければなりませんでした。預言者たちが述べたことにはあらゆること――罪など――がありました。しかし、預言者たちはまるで一人の人のように、特定の一つの点で一致していました。すなわち、この状況の背後にあるもの、この重大な失敗を招いたもの、その原因は、失われた幻である、という点で一致していたのです。人々は当初の幻、かつては明確に見ていた幻を失ったのです。


  神が彼らの上に御手を置いて彼らをエジプトから連れ出された時、彼らには幻がありました。彼らは神の御旨と意図を見ました。紅海の向こう側で、それは彼らの歌の喜びの調べとなりました。さしあたって、その御旨が何だったのかを述べるつもりはありません。しかし、彼らは自分に関する御旨の幻を神から受けた民でした。彼らは自分自身に関して、そして自分の召命に関して、神から幻を受けました。しかし、彼らはその幻を失い、これがその結果だったのです。預言者たちはこれを取り扱う際、次の一点にしっかりと光を当てました、「あなたたちの召命が十分に実現・成就されるかどうかは、あなたたちの幻にかかっています。召命が十分に成就されるには、十分な幻が必要なのです」。これは次のことを意味します。すなわち、もしあなたたちの幻が神の十全未満のものになるなら、あなたたちはしばらく進めるだけで、やがて停止することになるのです。神はあなたたちをご自身の器に構成されましたが、あなたたちが前進し続けて、その神の意図をすべて成就するには、十分な幻を持たなければなりません。神は十全未満のなにものにも決して満足されません。あなたたちは自分を導く幻以上に進むことはできません。この事実により、「御旨の完成と実現に至るには十分な幻を持たなければならない」と神は言っておられるのです。


  さて、これこそ私たちが今たずさわっていることの基礎です。預言者たちは常にこれについて語っていました。私たちは以前、ホセア書の四章六節を引用しました、「わたしの民は知識に欠けているため滅ぼされる。あなたが知識を退けたので、わたしもあなたを退けて、わたしの祭司としない」。言い換えると、これはまさにこう言っているのです、「わたしの民は幻に欠けているため散り散りになる。あなたはわたしが示した御旨に対して目を閉ざした。わたしはもはやあなたを用いない」。これはとても厳しい言葉です。これは別の節とつながっています、「イスラエルは飲み込まれた。今、彼らは国々の間にあって、だれも喜ばない器のようだ」（ホセア書八章八節、米国改訂訳）。


  その意味を十分に理解したければ、エレミヤの預言の御言葉を見てください、「このエコヌヤという人は、さげすまれて砕かれる器なのか？だれも喜ばない器なのか？なぜ、彼とその子孫は投げ捨てられて、自分の知らない土地に投げやられるのか？おお、地よ、地よ、地よ、主の御言葉を聞け。主はこう言われる、『この人を、「子を残さず、一生栄えない男」と書き記せ。彼の子孫のうちひとりも、再びダビデの王座について、栄え、ユダを治める者はいないからだ』」（エレミヤ書二二章二八～三〇節、米国改訂訳）。「イスラエルは（中略）国々の間にあって、だれも喜ばない器のようだ」「エコヌヤは（中略）だれも喜ばない器なのか？（中略）この人を子を残さない男と書き記せ」。このような器に未来はありません。エコヌヤと同じようにイスラエルについても、「この人を子を残さない男と書き記せ」と言ってもいいでしょう。これでおしまいです。進み続けるには、このように立ち止まらずに最後まで進み通すには、十分な幻が必要なのです。


  



  事実に関する知識ではなく、幻が召命のための資格を与える


  



  特にキリストにある若い兄弟姉妹たちは、これに注意を払いなさい。あなたが神の恵みを通してそれに召されたもの――いわゆる神の奉仕、主の働き、神の召命として総括されるもの――の成就は、主があなたに与えられた幻に基づかなければなりません。もちろん、この幻はたんなる何かの幻ではなく、主が教会に関して与えられた幻です。あなたはこの幻を持たなければなりません。あなたの幻の程度に応じて――この神聖な幻をあなたが個人的に見る程度に応じて――あなたは完成に向かって進むでしょう。あなたをクリスチャンの働きに導く、これより劣ったものがいろいろとありえます。働き人を求める訴え、宣教士を求める訴え、奉仕を求める訴えを、あなたは耳にするでしょう。それらの訴えは聖書の御言葉――「全世界に出て行って、福音を宣べ伝えよ」等々――に基づいています。この訴えにより、あなたは感動し、かき立てられ、とても厳粛に感じるかもしれません。あなたの感情、あなたの感覚、あなたの理性の領域で何かが起きて、あなたはそれを神の召命として受けとめるかもしれません。さて、「このような根拠に基づいて適切かつ真実に主に仕えた人はだれもいない」と私は言っているのではありません。どうか誤解しないでください。私が言いたいのは、「このようなことが起こりうるし、しかも非常に強烈な形で起こりうるけれども、それはあなた自身の幻ではなく、あなたに渡されただれか他の人の幻であるかもしれず、役に立たない」ということです。


  「しかし、『全世界に出て行って、福音を宣べ伝えよ』という御言葉があります」とあなたは言います。思い出してください、この御言葉を告げられた人々は、キリストに関する事実――受肉、処女降誕、彼の生活、彼の教え、彼の奇跡、彼の十字架、随伴する天の保証――をみな知っていました。この人々の中の何人か――ヨハネの弟子たち――は、天からの声が「これはわたしの愛する子である」と言った時、そこにいました。その声が再び「これはわたしの愛する子である」と言った時、他の人々が山上にいました。彼らは変貌を見、復活した彼を見ました。世界に出て行くには、これだけ多くの偉大な事実があれば十分ではないでしょうか？彼らは出て行って、自分の知っていることを宣べ伝えられたはずではないでしょうか？しかし、そうではありませんでした――「あなたたちはエルサレムにとどまっていなさい」。


  「行け」というこの命令を成就・遵守できる民に彼らを構成したものは、結局のところ何だったのでしょう。「もちろん、それは聖霊の臨在です」とあなたは言います。それは全くそのとおりです。しかし、何か他のものがなかったのでしょうか？彼の復活後の四十日はどうしてでしょう？「彼らは外面的な物事や出来事を透視して、何かを見ていたのです――人が目にすることのできないもの、客観的説明では決して見ることのできないものを見ていたのです」とは思わないでしょうか？使徒パウロがこの問題で手本になるとしたら、彼は全く率直に、「私の全生涯、務め、職務は、一つのことに基づいていました」と言うでしょう。「神は御子を私の内に啓示することをよしとされました。それは、私が彼を異邦人の間で宣べ伝えるためです」「兄弟たちよ、私はあなたたちに知らせましょう、私が宣べ伝えた福音は人によるものではありません。私はそれを人からは受けませんでしたし、また教えられもしませんでした。それはイエス・キリストの啓示を通して与えられたのです」（ガラテヤ人への手紙一章十五、十六節、十一、十二節）。


  これ以外のことはみな、新約聖書を読んで知っている事実かもしれません。私たちはそれをすべて知っており、それをキリスト教の本質として信じているかもしれません。それらは事実なのですが、出て行ってキリストの事実を宣べ伝える使節に私たちを構成しません。そうではないのです。何と多くの人がそうしたことでしょう！彼らはどれくらい進んだでしょう？彼らはしばらく進んで、その後止まってしまいました。私たちはこの限界にとどまることはできません。親愛なる友よ、今の教会には恐ろしい限界があります。主を知る知識の限界があります。長年主の僕だった多くの人たちですら、そうなのです。何年もたっているのに、主のことについて話すのが実際に難しい多くのクリスチャンがいます。


  



  その幻――贖いにおける神の全き御旨


  



  しかし、イスラエルに戻ることにしましょう。イスラエルはエジプトを出て、荒野にとどまり、後に良き地に入りました。しかし、それは神が彼らをエジプトの地から連れ出されたことを、彼らが福音として宣べ伝えるためだった、と示唆・指摘している箇所は見あたりません。これは彼らのメッセージではありませんでした。もちろん、これは何度も詳しく述べられていますが、彼らのメッセージではありませんでしたし、彼らが宣べ伝えたことでもありませんでした。彼らが常に目指していたものは何だったのでしょう？それは、彼らが何のために連れ出されたのか、ということでした。彼らを連れ出した神の幻でした。私たちの非常に多くは、「出てくる」面――罪からの救い、世からの救い――しか宣べ伝えていません。それでも多少は進めますが、あまり遠くまで教会は進めません。もちろん、それは正しく、適切です。それは全体の中の一部ですが、一部にすぎません。最後まで進み通すのに必要なのは完全な幻です。おお、主の多くの僕たちの生活を彩る悲哀感！彼らは限られたいのちと力と影響力の領域の中で停滞してしまいます。なぜなら、彼らの幻はあまりにも小さいからです。これは事実ではないでしょうか？


  私は何を言っているのでしょう？第一に、進み通して十分に主に仕えるには、御子に関する神の御旨を心に啓示してもらわなければなりません。「神は御子を私の内に啓示されました」とあなたは言えなくてはなりません。罪から解放されたことだけでなく、救いの目的である御子に関する神の御旨――これは偉大なものであり、完全なものです――をも見るようになる、という意味においてです。あなたは御子に関する神の御旨の中の一片にすぎません。これが奉仕の基礎であり、召命の基礎です。これらの使徒たちですら、復活・昇天したキリストの意義の完全な輝き――栄光を受けたキリストの幻と、神の永遠の御旨におけるその全体的意義――が示されるまで、引き止められたのです。その後、彼らは出て行きました。彼らのメッセージは常に、個人の救いに関する神の福音ではなく、「御子イエス・キリストに関する神の福音」だったことがわかります。彼らは史的イエスではなく、栄光を受けた神のキリストを見ました。彼らは客観的に彼の姿を見ただけではありませんでした。彼の真の意義が彼らの内側に示されたのです。


  以前とは何という変わりようでしょう！かつて彼らは、メシヤが来て地上に現世的な王国を設立すること、自分が彼の右と左に座すことを、考えてばかりいました。この地上で名士になること、祖国からローマ人を追い出すことを考えていたのです！現実の軍隊を用いて戦い、祖国の現実の略奪者たちに対して反乱を起こすこと――彼らが見ていた幻は、この地上の事柄がすべてであり、それだけでした。


  しかし、おお、彼らが彼の王国を見た時、何と大きな変化があったことでしょう！今や、彼らをとらえていた思いは去り、もはや思い出されませんでした。彼の王国を見たのです！彼は言われました、「ここに立っている者のうち、人の子が彼の王国の中で来るのを見るまでは、決して死を味わわない者がいます」（マタイによる福音書十六章二八節）。王国とは何でしょう？それはキリストです。キリストはすべての支配と権威をはるかに超えており、永遠の過去から神のご計画全体の中心であり目標です。これはもちろん言葉――たんなる語句――にすぎません。しかし、その意味を理解する必要があります。遙か彼方までたどりつく神の僕になるには、あなたは自分の心の中に幻を持たなければなりません。最後までたどりつくには、絶えず増し加わる幻を持たなければなりません。ホセア書に戻りましょう、「わたしの民は知識に欠けているため滅ぼされる」（ホセア書四章六節）。少し後の箇所で彼は何と言っているでしょう？「私たちは知ろう、主を知ることを求め続けよう」（ホセア書六章三節）。私たちを神の全き目的に至るまで導くものは、絶えず増し加わって発展する幻です。それはこうでなければなりません――キリストと救いに関する二、三の事実で満足するのではなく、私たちの心の目を照らされて彼を見るのです。


  もちろん、私が話していることは事実の説明です。私はあなたに何も与えられませんし、あなたをその中に導くこともできません。しかし、あなたに少しばかりの影響を与えて主の方に向かわせ、次のように言わせることはできますし、できると信じています、「今、主よ、もし私を必要とされるなら、私を用いてください。私をあなたの自由になさってください。しかし、あなたは基礎を据えて、私の目を開いてくださらなければなりません。私に必要な幻を与えてください。それは、私が出て行く時、キリストに関する事柄を宣べ伝えるだけであってはならないからです」。それを遙かに超えた何かが必要なのです。


  これが第一の点であり、いわゆる「全時間奉仕」に入る人だけでなく、私たち全員にあてはまります。


  



  イスラエルの召命――神の臨在を国々の間で現すこと


  



  これを述べたので、さしあたって次の点に進むことができます。イスラエルが失った幻、預言者たちが民をそれへと立ち返らせようとしていた幻とは何だったのでしょう？その幻とはこれでした――神がそのためにイスラエルの上に御手を置かれた召命そのものであり、イスラエルとしての彼らの存在意義です。それは何だったのでしょう？


  神の動きは次のようなものでした。ここに、地上全体に広がる国々と民があります。この国々の中から神は一個人であるアブラムを召し、彼をいわば国々の中心に置きます。これがその霊的地理です。次に、神はこの人から子孫を起こし、国々の真ん中で彼の子孫を国家に構成します。この国は他の国々とは異なり、完全に異なっていますが、その真ん中にあります。それから、神はこの国を天的原則にしたがって構成されます――この国は天的で神聖な霊的原則にしたがって構成された団体であり、神ご自身がその真ん中におられます――その結果、他のすべての国々はその周りに集まって眺めます。


  この国々は何を評価するのでしょう？自分たちの真ん中にあるこの国の宣べ伝えではありません。彼らの宣べ伝え――つまり教理や真理の宣言――には何ら評価すべきものはありません。しかし、神が、唯一の真の生ける神がそこにおられることに、傍観者たちは気がつきます。それを見誤ることはありませんし、それから逃れることもできません。彼らはそれを認めないわけにはいきません。神がそこにおられます。この民はそのように構成されているので、神がそこにおられるのです。この民が行く所はどこでも、周囲に神が示されます。ああ、彼らが行く前でさえ、何かが起こり始めます。ラハブに聞きなさい！彼女は偵察に何と言ったでしょう？イスラエルはまだ到着していないのに彼女は言います、「私たちはあなたたちのことをすべて知っています。私たちはあなたたちの意義を知っています。私たちはそれをみな聞いています」。この民に対する畏れが、すでに彼らに先立っているのです。言葉で宣べ伝えられる必要のない何らかの霊的力がそこにあります。民がそこにおり、神が彼らの真ん中におられます――なぜなら、神の天的な御思いと原則が、彼らの生活の構成要素そのものだからです。神がそこにおられます。あとのことはそれに続きます。


  今、旧新約全聖書を私はこの文章に要約しました。旧約に関して、イスラエルの神聖な召命は何だったのでしょう？それは神に関して何かを述べることが第一ではなく、国々の真ん中で神のようであることでした。「神はその中におられ、その都はゆるがない」（詩篇四六篇五節）。「神がここにおられる！」。これは何と重要なことでしょう！これが彼らの召命だったのです。「旧約ではそれは型でした」とあなたは言うかもしれません。しかし、おお、それは型をはるかに超えたものであり、まさに現実だったのです。それは事実だったのです。


  



  教会の召命――キリストの主権を現すこと


  



  新約に来ると、二重の発展を目の当たりにすることがわかります。神は御子イエス・キリストのパースンの中におられます。彼の名はインマヌエル――「神は私たちと共におられる」――であり、彼と関わりを持つ者はみな、とても個人的・直接的形で神と関わりを持たなければなりません。「わたしの体は神の宮です」と彼は言われます。次に、彼の死、復活、昇天を通して、彼は聖霊のパースンの中で戻ってきて、彼のからだである教会の中に住まわれます。そして、霊的な知的存在の世界から、ごく自然に物事が起き始めます――これは宣べ伝えられる特定の教理のためではなく、この神の臨在のためです。


  人々や国々の背後の至る所に意識を持つ知的存在がいて、戦いが始まります。それは神の民が話す言葉のためではなく、彼らがここにいるためです。これを団体的なものにすると、召命に関する神の観念が得られます。今は国々が回心する経綸ではありません。今は国々が完全に福音化される経綸なのかどうかすら、私には疑問です。主がいつか戻って来られることを、私たちは望んでいます。二千年たっても、この世界の半数はいまだにイエスの御名を聞いたことがありません。彼が来られる前に世界が福音化されなければならないとしたら、今夜彼が来られる場合、何かが起きなければなりません！これを言うのは、福音化を延ばしたり、弱めたりするためではありません。福音化を押し進め、できることは何でもしましょう。しかし思い出してください、主はこの経綸の意味を私たちに示されました、「この王国の福音は証しのために世界中のすべての国に宣べ伝えられます。それから終わりが来ます」（マタイによる福音書二四章十四節）。


  あなたの新約聖書を見てください。それはこう告げています、「その声は全地に及んだ」（ローマ人への手紙十章十八節）。次に、全世界が感動したと告げています。しかし、それ以来、世界はかなり発展しました。当時、何が起きたのでしょう？主は最初にある国に、次に別の国に、核である彼の教会の団体的表現を植えられました。そしてそれらの存在により、戦いが始まりました。サタンが心を傾けた一つのことは、自分の王国に主の主権を植え付けるこのものを排斥することであり、それを追い出し、破壊し、分解し、どうにかして無に帰すことであり、当事者たちを互いに争わせて分裂――キリストの絶対的主権の表現を台無しにし、傷つけ、破壊するあらゆるもの――を生じさせることであり、それを無効化し、追い出し、追放し、自分の王国からこれを除くために手を尽くすことでした。サタンの王国はこのように活動してきたのです。まるでこう言っているかのようです、「これがここにある限り、我々の身が危うい。これがここにある限り、我々の王国は分割されてしまい、完全ではない。我々の王国を堅固にするため、それを追い出そう」。


  神の目的は、御子の主権の団体的表現を国々の中にもたらすこと――彼の場所をそこに得ることです。「私たちは宣べ伝えるべきではない」と言っているのではありません。たしかに、私たちは宣べ伝え、証言し、証ししなければなりません。しかし、本質的なことは、主がそこに臨在しなければならないということなのです。宣べ伝えることができない時や、今いる所に居て、そこに立ち、そこで天との緊密な接触を保ちつつ、そこにとどまる以外に何もできない時もあります――神の多くの僕たちはそのような時を耐え忍ばなければならないでしょう。あなたは他に何もすることができず、波があなたの上ではじけます。これが何度も起きます。進歩や発展の前には必ず、「私たちは自分の立場に立ち続けられるのだろうか？」という疑問が生じる相当長い期間があります。サタンは言います、「私がやめない限り、お前は立ち続けることはできない！私がそれについて何かをすることができる限り、お前は出ていくことになる！」。


  懸案の問題は完全に、国々における天の主の足場の問題です。イスラエルはそのために構成されましたし、教会はそのために構成されています。これは各構成要素が単独で行うことはできません。これには団体が必要です――二、三の人が必要です。単一な目という結合要素、一つがあるなら、人数は多ければ多いほど良いのです。二重の動機や個人的関心が入り込むなら、それをすべてだめにしてしまいます。あなたは孤独な戦いを戦っているのでしょうか？あなたには協力が必要です。この戦いを戦い抜いてあなたの立場を保つには、団体的な助けが必要です。気をつけてください、敵はできるものならあなたを追い出すでしょう。宣べ伝えることができるなら、宣べ伝えなさい。しかし、できなくても、やめなければならないわけではありません。「ここではもはや何もできません」と主が言われない限り、あなたはとどまらなければなりません。私たちを追い出そうとする敵の恐るべき努力を、私たちは知らないのでしょうか？あなたたちの多くは、その意味が十分わかるほど、先まで進んでいます。敵はあなたを追い出せるものなら、そうしていたでしょう。


  しかし、教会が主イエスに関して何のために構成されているのか――これがその幻です。ですから、来るべき時代の光の中で、来るべき時代の証しとして、あなたは立っているのであり、国々の間で証しのために立っているのです。それは「支配権を持つ方が来られるまで」であり、「世の王国が私たちの主とそのキリストのものになる」（黙示録十一章十五節）までです。あなたはその時に至るための足場として、建造された祭壇として立っているのです。この祭壇は証しします、「これは主に属しています。主の権利がここにあります。主がここを買い取られたのです」。しかし、これに反するあらゆる種類の状況をあなたは見ることになるでしょう。また、敵からのあらゆる種類の攻撃をあなたは見ることになるでしょう。主はそこでは何も持っていないこと、主には何の足場もなく、あなたは出て行った方が良いことを、敵は示そうとします。


  その幻を見ることがいかに必要か、おわかりになったでしょうか？熱心さに基づいてこの幻を見ることはできません――それは長続きしません。他のだれかの幻によって幻を見ることもできません――それは最後まであなたを支えてはくれません。あなたはこの人パウロや「見えない方を見るようにして耐え忍んだ」人々のようでなければなりません。ずっと昔に彼を見たというのではなく、自分がかつて見た光、そして今も見ている光――絶えず増し加わる光――の中に常に生き続けなければならないのです。


  



  幻が召命の大きさである


  



  さて、これはみな単純で初等的なことかもしれませんが、それにもかかわらず、これは基礎的なことです。御子に関する神の完全な御旨のこの幻が召命の基礎であることを、あなたは理解しておられるでしょうか？この幻は、最初あなた自身の心の中に啓示され、次にますますはっきりとした豊かなものになっていきます。私の話によって、あなたの熱意や熱心さ――あらゆる単純な方法を用いて、救いについて証言し、証ししようとする熱意や熱心さ――が損なわれることはない、と私は信じています。しかし、覚えておいてください、完成に至るには、あなたは救いを遙かに超えたものを見る必要があるのです。あなたの幻が導く所までしか、あなたは進めません。ですから、私たちはみな、パウロの祈りを必要とします、「どうか神が、彼を知る知識を得させ、知恵と啓示の霊をあなたたちに与えて、あなたたちの心の目が照らされ、彼の召しの望みがどんなものであるか、聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富がどんなものであるか、また信じる私たちに対して働く彼の力の卓越した偉大さがどんなものであるかを、あなたたちが知りますように」（エペソ人への手紙一章十七～十九節）。


  これがその幻です。それから、イザヤ書二五章七節（米国改訂訳）にはこう記されています、「彼はこの山で、万民を覆っている顔覆いと、万国の上にかぶさっている覆いを破棄される（文字どおりには、飲み尽くされる）」。「この山」とは何を意味するのでしょう？どの山のことでしょう？それはシオンです。しかし、この実際の山、シオンの山、エルサレムの岩山が、すべての顔から覆いを取り除くために用いられたことがあるのでしょうか？もちろん、ありません！シオンとは何でしょう？霊的解釈によると、シオンは主の全き主権の恩恵にあずかって生きている民です。次の節はこう述べています、「彼は永久に死を滅ぼされる」（八節）。彼が私たちのところに来られるのは、彼の勝利を通して、彼の十字架と復活の勝利を通してです。「あなたたちはシオンの山に来ているのです」（ヘブル人への手紙十二章二二節）。シオンは彼の絶対的主権の領域であり、彼の主権の恩恵にあずかって生きている民の領域です。こうして、覆いが取り除かれます。主がここかしこに望んでおられるのは、このような核、このような小さな群れです。この群れは彼の勝利の恩恵にあずかって生きており、勝利の内に死を飲み尽くした彼の恩恵にあずかって生きています。彼らのいる所では、彼らが他の人々の顔から覆いを取り除くための道具であることを、人々は見ます。このような群れが見いだされる所では、そこにあなたは主を見ます。このような民と接触する時、あなたは実際に触れます。


  ですから最後の訴えは、すべてはこの幻のために調整され、この幻と一致させられなければならないということです。また、私たちへの問いは、「人々は主を見ているのでしょうか？私たちの話――私たちの宣べ伝え、教理、解釈――を聞いてもらうことに重点があるのではないでしょうか？それとも、人々は主を見、主を感じ、主と出会っているのでしょうか？」ということです。おお、あなたたちのそれぞれの地元で二、三人が集まって、ある種の聖書の教えを学ぶことを、私は求めているのではありません。そうではなく、主にこう求めていただきたいのです、「どうか主が私たちを団体的に構成して、霊的衝撃力を持つ民にしてくださいますように。その中で主を見ることができ、主を見いだすことのできる民にしてくださいますように。人々が『主がそこにおられる！』と言える民にしてくださいますように」。私たちがどこにいたとしても、どうか私たちがこのような民でありますように。


  



  第五章 なぜ預言者のメッセージは理解されないのか


  



  聖書朗読：使徒の働き十三章二七、十五節：コリント人への第二の手紙三章十四～十八節：イザヤ書五三章一節


  



  ここでパウロが指摘しているように、安息日ごとに預言者の書が読まれていました。安息日ごとに律法と預言者の書を読むことが決まった習慣でした。そして、それはその日の特定の時間に行われていたのではなく、安息日全体を通して律法と預言者の書が会堂で読まれていたのです。御言葉が述べているように、宮に集まったエルサレムの住人だけでなく、その支配者たち自身も預言者の書の朗読を継続的に聞いていました。しかし、彼らは決して預言者の声を聞かなかったのです。彼らは預言者たちの言葉の朗読を超えたあの内なる何かを聞き逃しました。そのため、この使徒の働き十三章が示しているように、自分たちのために用意されていたものをすべて失ったのです。使徒たちは彼らから離れ、聞く耳を持つ異邦人に向かいました。


  この問題の結果と深刻さは、決して小さなものではありません。預言者たちの声を聞くこと、預言者たちが言っていたことを真に知ることが、私たちの義務であることは明らかです。もう一度、この御言葉を見ましょう、「……彼らはこの方について、預言者たちの声について、無知であったために」。なぜ彼らは無知だったのでしょう？なぜ彼らは聞かなかったのでしょう？この問いに対する一つの基本的な答えがあります。今、私たちはそれについて考えることにします。これは私たちを基本に、状況の根本に導きます。


  



  十字架のつまずき


  



  （ａ）受難のメシヤ


  



  この問いに対する答えは――彼らが十字架を受け入れようとしなかったことです。これがこの問題全体の根幹に及んでいたのです。第一に、彼らは受難のメシヤを認めようとしませんでした。自分たちのメシヤがどのような種類のメシヤなのか、彼が何を行うのか、また彼の降誕の結果について、彼らには固定観念がありました。この固定観念に反するものは何であれ、彼らは受け入れなかっただけでなく――彼らにとってつまずきだったのです。来るべきメシヤが受難のメシヤであることを、彼らは自分たちの想定範囲内に受け入れられませんでした。しかし、預言者たちは常に受難のメシヤについて語っていたのです。イザヤは、いわゆる五三章の預言のこの箇所で、受難のメシヤに関する古典的記述を与えています。しかし彼は、「だれが私たちの知らせを信じたのか？」と言って口を開きます。


  これが彼らの態度だった証拠をこれ以上集める必要はないと思います。終始一貫して、彼らの態度はこうだったのです。ガラテヤ人への手紙の中で、パウロはまさにこの問題を扱いました。この手紙の終わりの方で、彼は十字架のつまずきについて述べ、それをユダヤ主義者たちに示しました。ユダヤ主義者たちは至る所で彼のあとを付け狙い、彼の務めを損なおうとしていました。そして、彼は彼らの手によって苦難を受けていました。彼は「自分の身に主イエスの傷跡を帯びて」いました（ガラテヤ人への手紙六章十七節）。なぜでしょう？彼の十字架のメッセージのためです。彼は言いました、「もしそれを捨てていれば、私はこのあらゆる苦難から逃れられたでしょう。この問題全体の原因は、十字架のつまずきなのです」（ガラテヤ人への手紙五章十一節）。ユダヤ人たちは受難のメシヤを認めることを嫌がりました。この事実を私たちは終始一貫して目にします。


  



  （ｂ）自己を空しくする道


  



  しかし、十字架のつまずきはこれよりもさらに遠くまで及びました。それは国家的問題だけでなく、個人的問題にもなったのです。彼らは十字架の原則を自分たちの内に受け入れようとしませんでした。しばしば主イエスを訪ねた国家の代表者たちは、十字架のつまずきを示されました――そして、十字架を受け入れる用意のないまま、再び離れて行きました。ニコデモはメシヤが設立する王国に非常に関心がありました。彼は王国を待望し、期待していました。しかし、王国は十字架に関する個人的問題になりました。ニコデモの相手を終える前に、主は荒野で上げられた蛇を彼にはっきりと示されました。それはつまずきでした――富める若い役人として知られている別の人は、十字架のつまずきのために、大いに悲しみながら去って行きました。当時はまだ実際の十字架の前だったので、弟子たち以外の者に十字架について正確に話しても仕方がありませんでした。しかし、主は同じ原則を適用されたのです。主はこの若者にその原則を適用されました。「王国と永遠のいのちに関心があるなら、これがその道です。それは自己を空しくする道――完全に自己を空しくする道です」。「彼はとても悲しんで去って行った。莫大な資産家だったからである」（マタイによる福音書十九章二二節）。主は言われました、「富を持つ者が神の王国に入るのは、なんと難しい（困難を伴う）ことだろう！」（ルカによる福音書十八章二四節）。十字架のつまずきが彼らを暴露します。


  さて、ここでユダヤ人全般について見ると、彼らはこの世の原則に基づいて神の王国を地的なものと考えていました――自分自身を責めずに、彼らを責めないようにしましょう。これは今日まで及んでいる私たちの戦いです。これは私たち全員の本心を明らかにするものです。おお、あなたは、「私のキリストの宣べ伝えを通して現世的王国が設立され、私は実際に王冠を獲得してそれをかぶり、王座を獲得してそれに座すことになります」とは期待していないかもしれません――これはあなたの見解でも考えでもないかもしれません。しかし、主がご自身のなさっていることを私たちからすべて隠しておられるために、また「見たい、得たい」という私たちの魂の野心を主が満たしてくださらないために、私たちはほとんど毎日、生活の中で困難にあっているのではないでしょうか？これが、私たちの困難の大半の原因ではないでしょうか？私たちは見ることを欲し、獲得することを欲し、根拠や証拠を欲します。結局のところ、視覚・聴覚・感覚で感知できる王国――触ることのできる王国、私たちのあらゆる努力や労苦に対する感知できる形の答え――を、私たちは心底欲しているのです。これに反するものは信仰に対する途方もない圧力であり、時には私たちを重大な危機に陥れさえします。


  「主はこれをなすべきである」と私たちが思う様々なことを、なぜ主は行ってくださらないのでしょう？このような私たちの思いは、まさに証拠や証明を求める魂の渇望なのです。何か顕著で大きな素晴らしい働きがクリスチャンの働きの中に建て上げられる時、大がかりな組織が設立され、大きな運動が発足し、何もかもが目に見える領域の中にある時、クリスチャンの集団が群れをなしてそれについて行くのは、この魂の渇望が原因です。また、顕現や明確な証拠らしきものがある時、群衆がそこに見いだされるのも、それが原因です。敵は証明や証拠という領域で聖霊の働きを真似することにより、群衆をさらうことができます。私たちはあまりにも感覚的なため、得ずにはいられないのです。これは支配者たちを支配していたのと全く同じ原則です。彼らはこのような形――自分を全く空にされて、主ご自身以外のものをすべて終わらされる形――で、十字架の原則を適用される覚悟がなかったのです。


  



  預言者たちの主題――主を知ること


  



  さて、これは私たちを預言者たちの声という問題に導くことがわかります。預言者たちが常に語っていた唯一のことは何だったのでしょう？それは主を知ることでした。預言者たちの時代、主の民の間に欠けていたのは、主を知る知識でした。主から賜る恩恵を求めて主を受け入れる人は大勢いました。しかし、主ご自身を求める人は……ああ、それは別問題だったのです。


  主はあなたや私に何を求めておられるのでしょう？私たちが何かを行うことを、第一に求めておられるのでしょうか？神から出ているものに関する今日の観念は、神のために行われている働きや、私たちが携わっている働き――すなわち客観的で外面的なもの――等とおもに関係しています。しかし、主が第一に関心を持っておられるのは、どれだけ多くのことを私たちが行うかではありません。主が遙かに関心を持っておられるのは、私たちの行いが少なくても多くても、その行いのあらゆる点が主ご自身を知る知識から発しなければならないということです。クリスチャンの働きや活動を行う時、あなたは主のためにいくらでも行うことができます。それは、あなたが他の働きをする場合と同じです。しかし、その行いはあなた自身の深い神知識から出ていないかもしれません。主が他のなにものにもまして関心を持っておられるのは、私たちが主を知ることです。「知恵ある者は自分の知恵を誇るな。力ある者は自分の力を誇るな。富む者は自分の富を誇るな。誇る者はこれを誇れ。理解力があって、わたしを知っていることがそれである」（エレミヤ書九章二三、二四節、米国改訂訳）。


  私たちに適用される十字架の原則は、これで説明がつくのではないでしょうか？主は満足しておられませんし、喜んでもおられません。私たちが切望している多くのものに対して、主は様々な線で何度も「否」と言っておられるかのようです。そして、願いを聞き届けられなかった結果、しばしば私たちはすっかり諦めてしまいそうになり、主との関係について深刻な疑問を抱きそうになります。しかし、主が拒否や保留や遅延によって常に目論んでおられるのは、主ご自身を知る私たちの知識を深めることなのです。いかなることよりも、また他のあらゆることよりも主にとって重要なのは、私たちが何か特定の地位に就いて多くのクリスチャンの働きを行うことではなく（だからといって、主に仕えることをやめてはいけません！）、私たちが主を知る者としてそこに在ることなのです。主に仕える機会は、主を知る私たちの知識から生じます。主はこれに留意されます。御霊なる主が、ご自身の働きを案配されます。彼はどこに必要があるのかご存じです。その必要を満たせる人をご覧になる時、彼は接触することができます。


  



  主を知る知識が一切の有用性の基礎である


  



  これが新約の原則です。私たちはこれを主イエスご自身の生涯に見ます。キリストとサマリヤの女のあの出会いは、たんなる偶然の出来事や麗しい物語ではありませんでした。ちがいます、数々の原則があるのです。聖霊がこれらの物語を書き記して、一つ一つの出来事の中に原則を盛り込まれたのです。世が知らない水を与える御方と、渇いている女がここにいます。窮乏の中にある者が供給を持つ御方と接触するよう、神は案配されます。これが法則です。もしあなたがこの供給を得ていないなら、あなたが主のために行う働きは大抵空しい働きです。


  十字架の原則は多くの線に沿って、多くの方法で働きます――十字架は私たちを試し、試み、空にします。これは主を知る所に私たちを導くためであり、主にある私たちの喜びと、熱心さと、クリスチャン生活が、何か深いものから生じる所に私たちを導くためです。多くのことを行い、集会から集会へと駆け回り、メッセージを与え、好調の波に乗ってクリスチャンの働きに携わるなら、勢いが生じます。しかし、たんなる勢いよりも深い何かが必要なのであり、主もそのような状況は願っておられません。「あなたが好調の波に乗ることは決してない」「あなたの手がいっぱいになることは決してない」と言っているのではありません。そうではなく、私たちを有用な僕にする主の方法は、私たちが主を知る者となるよう私たちを取り扱うことなのです。これにより、私たちが外面的な方法でクリスチャンの働きに携わっていようといまいと、私たちは主を知る知識を用いてその場に応じれるようになります。私たちが大いに必要としているのは、主の尊さの感覚が増し加わることであり、何かをすることができてもできなくても、主が私たちにとって大いに尊い方であり続けることなのです。これが主の願っておられることです。


  これはとても単純ですが、あらゆることの基本です。主について常に話せるとは限らない場所に、ほとんど何もできない場所にあなたがいたとしても、主があなたにとって尊い御方であるなら、それが主に対する奉仕なのです。そして、あなたはさらに優ったもののために主が望んでおられる有用な器なのです。たとえ自分の望む他の多くのものを退けられて保留されたとしても、今いる場所で主が私たちにとって大いに尊い御方にならない限り、きっと主は私たちを連れ出すことも、私たちに責任を委ねることもなさらないでしょう。これが十字架の原則です。


  ニコデモは自分のあらゆる「豊かさ」と共にやって来ました。彼は大いに豊かな人でした――彼はユダヤ人の支配者であり、高い地位、影響力のある地位、それ以上の地位にありました。彼は宗教的にも豊かでした。主は彼に向かって実質的にこう言われました、「あなたはそれをみな手放して、新しく生まれた赤ん坊のように、すべてをやり直さなければなりません。あなたは天の王国に関心を持っていますが、そのどれも王国の中に持ち込むことはできないのです」。富める若い役人に向かって主は事実上、「あなたはここに自分の富を持ち込むことはできません」と言われました。あなたには天然的な富――知的富、経済的富、影響力、地位――がたくさんあるかもしれませんが、それは天の王国のいかなる身分もあなたに与えません。この世で最も裕福で完全な偉人の方が、最も貧しい弱者よりも主の目にとまる、ということはありません。すべてはこれに帰着します――あなたは再び生まれなければならず、この天の王国に関してゼロから始めなければならないのです。王国は食べ飲みの問題ではなく、霊的度量の問題です。あなたの霊的度量は、御霊から生まれることによって始まります。この新しいいのちは、まさにその最初の呼吸の瞬間から、全く霊的なものです――それは何か前にはなかったものであり、何か新しいものなのです。


  霊的度量は主を知ることにほかなりません。これがすべてです。天の王国における私たちの地位は、まさに主を知ることにかかっています。より高い地位に上ることは、えこひいきによるのでは決してなく、私たちの霊的度量の増加によります。天で有用なのは霊的な民であり、大切なのは霊性の程度です。そして、霊性とは主を知ることです。私たちはこう考えることができるでしょう。すなわち、主は私たちにご自身を知らせることに専念しておられるのです。これが真に重要なことです。


  



  十字架は、主を知るあらゆる知識の基礎である


  



  人々は預言者たちの声を聞くことができませんでした。それは、預言者たちが受難のメシヤについて語っていたからであり、また人々の内側に何か扉を閉ざすものがあったからです。そのようなものには何でも反対する傾向が人々にはありました。そのため、彼らは聞くことができなかったのです。主イエスの弟子たちですら、そのような状況にありました。彼がご自身の十字架について話し始められた時、弟子たちは言いました、「主よ、そのようなことがありませんように。そのようなことは、決してあなたに起きるはずはありません」（マタイによる福音書十六章二二節）。受難のメシヤ？おお、とんでもない！しかし弟子たちは、十字架がとても深く適用される所に、十字架が自分たちにとってすべての終わりを意味する所に来ました。主がこの問題全体を引き起こされたのです。主の十字架後の彼らをごらんなさい。彼らは自分たちのメシヤ王国を失い、すべてを失い、剥ぎ取られて空にされました。次に何が起きたのでしょう？彼らはそれから知り始めたのです。彼らは知り始め、その知識は増し加わっていきました。しかし、それは全く別の次元に属する知識だったのです。ですから新約の残りの部分では、彼ら自身の人生においても、また彼らが人々を教えることにおいても、二つのことが同行していることがわかります。この二つは電気回路の陰極と陽極のようです――両方なければ電流は流れません。陰極は十字架の原則の適用であり、「否、否、否」と言います。十字架は終結であり、自分に対する死、世に対する死、自分自身のあらゆる天然的ないのちに対する死です。しかし、陽極は聖霊、神の霊であり、力強く現存しますが、常に十字架と手を取り合って進みます。この二つ、陰極と陽極――十字架、天的御旨と天的力と効力――が常に共に働く時、そこには動きが生じ、主を知る知識も常に増し加わっていきます。


  十字架の継続的適用という基礎の上でなければ、主を知る知識――私たちに対する神の御思いの中で最も重要なもの――を持つことはできません。これは最後までずっとそうでしょう。十字架を片づける日、十字架の原則がもはや必要ではなくなる日、十字架が主の教材である学校を卒業する日が来ると思ってはなりません。そんな日は決して来ないでしょう！あなたはこの十字架の必要性をますます認識するようになります。さらに大いなる豊かな知識――主を知る霊的知識のことです――に進むには、したがって主に対してさらに十分に有用な者となるには、あなたは次のことを決着済みの事として受け入れなければなりません。すなわち、あなたが先に進むにつれて、この十字架の原則はますます深く適用されるようになるのです。


  おお、神がこれを私たちの心に記してくださいますように！なぜなら、私たちはみな十字架の必要性を確かに知っているからです。また、十字架を最もよく知っている人々は、十字架の必要性を最も痛感している人々だからです。私たちは恐るべき悲劇を見ました。十字架のメッセージを完全に知っていたにもかかわらず、長い年月の後、そのメッセージの正反対になってしまった人々がいたのです。彼らは自己主張、尊大さ、せっかち、短気という特徴を帯びていたため、他の人々は彼らと一緒にやっていけませんでした。あなたはこのように怒ってばかりいる人々の一人ではないでしょうか？時々失敗してしまう人々の一人という意味ではありません。主は道すがらあちこちで生じるゴタゴタを耐え忍ばれます。しかし、私たちは怒ってばかりで、気が短く、一緒にやっていくのが難しい人々なのではないでしょうか？このような態度は十字架を否定するものであり、多くの伝道者たちの生活や働きを破壊してきたものなのです。


  十字架は最後まで適用され続けるでしょう。しかも、私たちの過ちとは全く関係なく、また私たちの存在や性質中にある対処されるべきものとは全く関係なく、十字架は適用されるでしょう。このように主を知って、ますます有用な者となる過程で、私たちはこの十字架の面で死から死へと進みます。私たちには何人か心当たりがあります。主は彼らを何という方法で用いることができたのでしょう。主は彼らを何と広い場所に置かれたのでしょう。主は彼らに何という富をお与えになったのでしょう。私たちは驚かずにはいられません。しかし後に、彼らはかつてないほどの死の深みの中に投げ込まれたのです。これは明らかに、さらにまさったもの、さらに大いなるものに至ります。それはこういうことのようです。すなわち、主を知るには十字架がますます必要になるのです。


  



  知識と有用性は十字架によって保護される


  



  しかしさらに、十字架の原則の継続的適用がなければ、安全な場所はどこにもありません。安全のためには、それが絶対に必要なのです。私たちの手の中にあるなら、なにものも安全ではありません。主が祝福すればするほど、危険も大きくなります。主が私たちを用い始められる時、最大の危険がやって来ます。「それは私たちの聖化にとってあまり意味のないことだ」とあなたは言うかもしれません。たしかに、「根絶説」にとってはあまり意味がありません！さて、ここにパウロがいます。この人は十字架について何か知っていたのでしょうか？「彼は十字架につけられている人でした」とあなたはおっしゃるのでしょうか？彼がそうでなければ、だれがそうだったのでしょう？彼は主を知っていたのでしょうか？彼は十字架と主をよく知っていたにもかかわらず、最後まで十字架を適用され続ける必要があることを承知していたのではないでしょうか？彼ははっきりとこう記しました――「……私が高ぶりすぎないように、肉体に一つのとげが与えられました。それは私を打つサタンの使いなのです」「私が高ぶりすぎないように！」（コリント人への第二の手紙十二章七節）。注意してください。自分に与えられた偉大な啓示のゆえに、彼はこう述べているのです。彼は天に上げられました。私たちの肉に関する限り、神聖な富を任されることほど危険なことはありません。唯一安全な場所は、十字架がなおも働いていて、私たち自身のすべてに触れ、私たちのあらゆる独立した行動に触れている所です。


  この使徒たち全員を見なさい――ペテロを見なさい。彼は大いに独立して行動し、自分自身で何かをすること、自分の欲するようにすることを好みました。この問題が絶えず生じるのを私たちは見ます。彼は立ち止まって相談せずに行動する人です。彼が自分の兄弟である弟子たちと交わって、「私はこうしようと考えています。これについて私と一緒に祈り、どう思うか話してください。私たちの間に一つ心がないなら、進むつもりはありません」と言った形跡はありません。ペテロは決してそうしませんでした。ある考えが浮かぶと、彼は離れて行きました。主は彼の人となりをとてもうまくまとめて言われました、「若かった時、あなたは自分で帯を締め、自分の望む所を歩いた。しかし、年を取ると、あなたは自分の手を伸ばし、他の人があなたに帯を締めて、あなたの行きたくない所に連れて行くであろう」（ヨハネによる福音書二一章十八節）。これが十字架を内側に造り込まれる前のペテロでした。しかし、その後の彼を見なさい。使徒たちの働きの最初の数章で、なぜ「ペテロとヨハネ」、「ペテロとヨハネ」、「ペテロとヨハネ」とあるのでしょう？今、彼らは一緒に動いて連携しています。これは、協力と交わりの必要性をペテロが感じたしるしではないでしょうか？また、たとえ自分の意図や動機が最善のものだったとしても、独立した行動のせいで陥りかねない危険や災いを彼が理解したしるしではないでしょうか？これは、十字架がどのように私たちの衝動的で独立的な性質、私たちの自己意志、私たちの自己の力に触れるのかを、かすかに示しているにすぎません。十字架はこれをすべて対処しなければなりません。それは神のために状況を安全なものにし、主を知る知識が増し加わる道を私たちに進ませ続けさせるためです。すでに述べたように、主に対する私たちの価値、有用性、奉仕はすべて、主を知る知識に基づいているのです。


  



  十字架は、主を知る完全な知識への道を開く


  



  十字架は霊的知識に至る唯一の道です。神の御言葉の学びそれ自体は、聖霊が働くための基礎を据えるものとして重要かもしれません。しかし、ただ聖書を学ぶだけでは、決して主を知る知識に至りません。聖霊はあなたに多くのことを教えるため、あなたの経験を解き明かすため、主のなさっていることをあなたが理解できるよう、あなたの聖書知識を用いられるかもしれません。しかし、ただ学んだり、教えたりするだけでは、あなたは決してこの種の霊的知識を得ることはないのです。


  あなたは自分の生活に十字架を適用してもらう覚悟をしなければなりません。それは、あなたが砕かれ、空にされ、すっかり粉に挽かれるためであり――「主が何かをしてくださらなければ、自分はおしまいだ」という所にあなたが導かれるためです。この道のために備えるなら、あなたは主を知るようになるでしょう。これが唯一の道です。メッセージや講義では不可能です。それらにはそれなりの価値がありますが、そうした線に沿って霊的に主を知ることはないのです。


  主を知る完全な知識が、この経綸に生きる私たちのために用意されています。なぜなら、この経綸は十字架によって支配されているからです。ペテロ自身がこれについてこう述べています――


  「この救いについては、あなたたちに来るべき恵みについて預言した預言者たちも、勤勉に探り求め、調べました。彼らは、自分たちの内におられるキリストの霊が、キリストの苦難とそれに続く栄光を前もって証しされた時、それがいつなのか、あるいはどのような時なのかを調べたのです。今あなたたちに宣べ伝えられているこれらの事柄を彼らが供給したのは、彼ら自身のためではなく、あなたたちのためであることが、彼らに啓示されました。（中略）それは御使いたちも見たいと願っているものなのです。」（ペテロ第一の手紙一章十～十二節）


  ここに二つの位――預言者たちと御使いたち――が記されています。彼らは私たちに啓示されている幾つかの事柄を知りませんでした。預言者たちは多くのことを知っていたのですが、理解不可能な何かを知るために勤勉に探り求めていました。「これは何を意味するのだろう？」と彼らは自問したにちがいありません。「神の霊は私たちにこれらのことを語らせておられるが、それは何を意味するのだろう？」。彼らは私たちのために用意されているものを知るために、勤勉に探り求めました。なぜ彼らは知ることができなかったのでしょう？完全な知識は十字架に基づくものであり、当時は十字架以前だったからです。御使いたちもこれらのことを見たいと願っています。これは本当でしょうか？「御使いたちは何でも知っている」と私たちは思っていました！御使いたちはこれらのことについて、私たちよりも遙かに知識と情報を持っているはずではないのでしょうか？彼らは知らないのです。「それは御使いたちも見たいと願っているものなのです」。なぜ彼らは知らないのでしょう？御使いたちには十字架の必要がなく、十字架は彼らにとって個人的に何の意味もないからです。完全な知識を知るのは、十字架に基づきます。これ以上、議論が必要でしょうか？


  



  十字架は消極的結果だけでなく積極的結果をもたらす


  



  ですから聖霊は、主を知る完全な知識に私たちを導くため、また、この増し加わる知識によって私たちを主に対して有用な者とするため、原則的に絶えず十字架によって働かなければなりません。私の結びの言葉はこうです。その働きは全く消極的というわけではありません。主は積極的な原則に基づいて働いておられます。あなたは、「主はいつもダメと言っておられる」、「主はいつも自分に反対しておられる」、「十字架は抑圧的である」と思うかもしれません。しかし、そうではありません。十字架は神の霊の御手の中にある積極的な道具なのです。神は積極的な線上で働いておられます。事実はこうです。すなわち、聖霊が十字架の意義の新たな知識に私たちを導かれる時はいつも、聖霊はさらにまさったものを求めておられるのです。これがいのちの霊の法則です。


  復活の時、主イエスは前いた所に残されませんでした。これをあなたは覚えておかなければなりません。亡くなる前、彼はこの地上におられました。それから、彼は死なれました。この死からの彼の復活をパウロはこう述べています、「神の大能の力のあの働きにしたがって、信じる私たちに働く彼の力の卓越した偉大さ。神は、この大能の力をキリストの内に働かせて、彼を死人の中から復活させ、彼を天上でご自身の右に座らせ、あらゆるものを超えて遙かに高くされました」（エペソ人への手紙一章十九～二一節）。復活は彼を「あらゆるものを超えて遙かに」高くしました。復活の原則は常に反発の原則です――私たちはとても深く、かつて経験したことがないほど深く下るかもしれませんが、神の霊の意図は、その結果私たちがかつてないほど高く上ることなのです。ですから、ひどく空しく感じる時、「自分はおしまいであり、全く終わりである」と感じる時、恐れてはなりません。「もしこれが真にあなたの十字架の働きなら、あなたが私に対して意図しておられることが功を奏しますように」と主に求めなさい。それが功を奏するなら、その後、あなたはかつてないほど高い地点に達するでしょう。


  



  主との明確な取り引きの必要性


  



  「十字架は危機を伴う」と私たちはしばしば述べてきました。ある人々にとって、これは言いようのない経験であり、人生最大の出来事であり、回心よりも重大なことかもしれません。私たちが十字架の身代わりの面の理解――そこでは、キリストが私たちのためにしてくださったことしか見ませんでした――から、死と葬りと復活におけるキリストとの合一の理解に進んだ時、私たちの内の何人かにとって、これはまさにそうでした。人生を二分する一大危機を迎えるかどうかは別として、あなたは主との取り引きの場を持たなければなりません。その場であなたは、十字架が原則としてすべてを含む完全な現実であることを認識します。十字架は、遅かれ早かれ、サタンの力の基礎であるあの自己のいのちの最後の痕跡を地上で追うことになります。どこかの時点で次のような理解を持つのが最善です、「あなたが私のために死んでくださった事実のゆえに、私は喜びます。この死とそれを信じる私の信仰に基づいて、私は救われました。しかし、私はあなたにあって死にました――これがアダムの子孫である私に対するあなたの御旨でした。私はその意味するところを一度に全部受け入れることはできませんでした。しかし、恵みの働きによってそれが成し遂げられなければならないこと、遅かれ早かれ私は完全な終わりに達しなければならないことを、私は認めます。ですから、あなたが十字架によって意味しておられることがなんであれ、それに私は自分を委ねます」。


  この種の取り引きが必要です。主がそれを実現させ始められる時、反発しだしてはなりません。主はあなたの言葉にしたがってあなたを捕らえますが、特定の目的のためにそうされるのです。その特定の目的とは、主ご自身を知るさらに高くさらに豊かな知識にあなたを導くことです。主を知る知識のこの増し加わりから、主の尊さの感覚の増し加わりと、あらゆる真の奉仕が生じます。奉仕の秘訣は、私たちが何を行うかではなく、私たちが何を持っているかなのです。


  



  第六章 王国とそれへの入国


  



  
    「なぜなら、エルサレムに住んでいる人たちとその支配者たちは、この方について、また安息日ごとに読まれる預言者たちの声について、無知であったために、彼を罪に定めることによって、それを成就したからです。」（使徒の働き十三章二七節）

    

    「まことにわたしはあなたたちに言う。女から生まれた者のうち、バプテスマのヨハネよりも大いなる者は起こったことがない。しかし、天の王国で最も小さな者も、彼よりは大きいのである。バプテスマのヨハネの日から今に至るまで、天の王国は激しく襲われており、激しく襲う者たちがそれを力ずくで奪い取っている。それは、すべての預言者と律法が預言したのは、ヨハネの時までだからである。もしあなたたちが進んで受け入れるなら、彼こそ来るべきエリヤである。聞く耳のある者は聞くがよい。」（マタイによる福音書十一章十一～十五節）

    

    「律法と預言者たちはヨハネの時までであった。その時から、神の王国の福音が宣べ伝えられていて、だれもが力ずくでそれに入ろうとしているのである。」（ルカによる福音書十六章十六節）

  


  使徒の働き十三章二七節とマタイによる福音書十一章十三節の共通点は「すべての預言者」であることがわかると思います。一方において、彼らは預言者たちの声を聞きませんでした。他方、「聞く耳のある者は聞くがよい」（十五節）と述べられています。


  



  預言者たちは王国について預言した


  



  まず、マタイによる福音書十一章の「すべての預言者（中略）が預言したのは、ヨハネの時までだからである」というこの御言葉の意味を理解しなければなりません。彼らは何を預言したのでしょう？もちろん、彼らは多くのことを預言しました。彼らの預言の最大の関心事は、来るべき王と王国に関するものでした。大多数がそうだったので、新約では王国のことが当然視されています。新約聖書を開いて福音書を読み始めると、何の説明も与えられていないことがわかります。王国は何か人々がよく知らないものとして導入されているのではありません。主イエスの所に来た人々の中には、何の前置きや説明もなく、この語句を使った人々がいました。また主ご自身、ご自身の所に来た人々がこれについて述べていないのに、何の前置きや説明もなく、「王国」という語句を使われました。


  ニコデモが良い例です。ニコデモが王国について話した形跡は、会話の中に何もありません。彼はこう言って話を始めました、「先生、私たちはあなたが神から来た教師であることを知っています」。この言葉は王国について何も述べていません。主イエスは途中でさえぎって言われました、「人は新しく生まれなければ、神の王国を見ることはできません」（ヨハネによる福音書三章二、三節）。明らかに、これがニコデモの心にあったことであり、主はそれをご存じだったのです。このように、王国は新約では当たり前のことです。（使徒の働き以降の書からわかるように）後でその真の天的な意味が説明され、その真の意味に関する教えが与えられますが、王国はユダヤ人にとってすでにとても馴染み深いものでした。もちろん、これは預言者たちのおかげでした。預言者たちは王国について多くのことを語りました。中には、王について何かとてもはっきりと話した人もいたのです。その証明はしないことにします。これは容易に確かめられることです。


  預言者たちは何を預言したのでしょう？彼らは王と王国について包括的に預言しました。この包括的文脈の中で、預言者たちの最高峰は誰だったのでしょう？それはバプテスマのヨハネでした。バプテスマのヨハネはすべての預言者を総括しました。彼はいわば、預言者の集大成でした。バプテスマのヨハネとは何者だったのでしょう？彼は、過去のあらゆるものと当時生じかけていたものとの間の、旧約と新約との間の、境界・転換点でした。ここでこう述べられています――「すべての預言者（中略）が預言したのは、ヨハネの時までだからである」。ヨハネの時まで：今は――ヨハネ以後です。ヨハネのメッセージはどのようなものだったのでしょう？「悔い改めよ、天の王国が近づいたからだ」（マタイによる福音書三章二節）。しかしこれと並んで、ヨハネの大きな際立った特色は、「見よ、世の罪を取り除く神の小羊！」（ヨハネによる福音書一章二九節）です。これは二つの別々の事柄ではありません。それは一つです。「王国が近づいた」：「見よ、神の小羊！」。


  



  キリストの中に現存する王国


  



  では、ヨハネの時以降、この問題とは何だったのでしょう？――この問題は新たな意味や力を帯びるようになりました。なぜなら、この問題は差し迫った問題になったからです。もはや預言の問題ではなく、今や実際の問題だったのです。その問題とは天の王国でした。「律法と預言者たちはヨハネの時までであった。その時から、神の王国の福音が宣べ伝えられている」。預言者たちは王国を預言しました。今、王国はすでに到来したものとして、「世の罪を取り除く神の小羊」と共に到来したものとして宣べ伝えられています。


  では、天の王国とは何でしょう？私たちはここまで一歩一歩話を進めてきました。この最後の質問に答える時、それが何だったのかがはっきりとわかるでしょう。このユダヤ人の支配者たちとエルサレムに住んでいる人たちは、毎週預言者たちの書を聞いていたにもかかわらず、それを決して見なかったのです。


  私はこの課題を再び述べることにします。天の王国がだれかの近くに到来したことがあるという事実は、とても厳粛なことだと思います。主は最終的にすべての人を、各自に与えられた機会に基づいて裁かれます。機会が与えられました――接触は機会です。王国に入る可能性は機会です。機会をどのように用いたのでしょう？主イエスはユダヤの国を三年半歩まれました。彼らの中に彼がおられたことは、彼らに対する機会でした――この機会を生かし損なったため、彼らは何と恐ろしい悲惨な結果を迎えたことでしょう！


  さて、この本を読んでいる人の中には、この範疇に属している人がいるかもしれません。この本を読むことを通して、たとえ今まではそうではなかったとしても（しかし、きっと私たちはそうは言えないはずです）、イエス・キリストの福音――主イエスとその十字架という事実に関する知識――をあなたは知りました。自分の手の届く範囲内に福音があったという事実は、あなたの永遠の運命を決定するのに十分です。もし天の王国があなたの生活圏内に到来していて、それを知る機会を与えられているなら――この根拠に基づいてあなたの永遠の運命が決まるかもしれません。もちろん、この民の場合、その機会がたくさんあったので、裁きもとても重かったのです。預言者たちは自分の聞いたことを預言しました。しかし、支配者たちと人々は、自分たちが耳にしていることを決して聞きませんでした。それは、彼ら自身の性質のためであり、彼ら自身の反応のためでした。ここにとても重大な意義を持つ何かがあること、そして、その実際の意義を見いださなければならないことを、彼らは決して理解しませんでした。「もしここに自分に関係するものが何かあるなら、それが何か知る必要がある」という姿勢を彼らは取りませんでした。


  これは求めうる最低限の要求と言えるのではないでしょうか？しかし、福音を前にして、このような最低限の反応すらしないなら、すでに述べたように、これに基づいて裁きが下されるかもしれません。まさに彼らの場合がそうであり、恐ろしい裁きが下ったのです！ユダヤ人の歴史のこの二千年は、何という裁きだったことでしょう！「あなたたちの家は荒れ果てたまま、あなたたちに残される」（マタイによる福音書二三章三八節）。それ以来、ユダヤ人の歴史以上に恐ろしい荒廃の物語がかつてあったでしょうか？しかし、たとえそうだったとしても、それは荒廃のたとえにすぎず、この地上のことにすぎません。霊的な永遠の意味の荒廃――神に見捨てられて、そのような目に遭うこと――は、一体何を意味するのでしょう？これは厳粛なメッセージです。そしてもちろんそれは、「激しく襲って」王国に入るというこの別の部分への道を敷きます。これは厳粛に受け止めるべきことであり、不注意や無関心であってはならないことです。


  王国とは何でしょう？その答えは三つか四つのとても短い文章で述べることができます。天の王国とは何だったのでしょう？「文字どおりの地的な現世的王国が当時ユダヤ人に提供されていた」と主張するあの解釈体系を私は退けます。私はこれを信じません。福音書に登場する人々が王国を手にしていたとしても、それは貧弱なものだったでしょう――彼らの間の神にとって、あまり栄光でも満足でもなかったでしょう！今日のパレスチナをご覧なさい。この人々が手にしていたら、それがどのような王国になっていたか、考えてご覧なさい！このようなものが王国を得ても、この世に対して何ができるでしょう？何もできません。「当時、イエスはイスラエルに現世的な王国を提供しておられた」という解釈を私は退けます。バプテスマのヨハネの時に宣べ伝えられた天の王国は、主イエスがそれを解釈し、後に使徒たちが解釈したとき、何を表し、何を意味していたのでしょう？


  



  王国とは何か


  



  （ａ）新しいいのち


  



  第一に、天の王国は新しいいのちであり、アダム以降人が歴史上知るに至ったいかなるものとも全く異なるものでした。これが、王国について最初に述べた時、主が言わんとされたことです。その時、主はニコデモに彼の魂の必要について話されました。「人は新しく生まれなければ、神の王国を見ることはできません」――なぜなら、到来したのは新しいいのちであり、誕生によるものだからです。新しいいのちとは、古いいのちを力づけただけのものではありません。また、古いいのちを新たな関心に向かわせて、一つの関心の路線から別の路線に、一つの職務体系から別の職務体系に転向させただけのものでもありません。かつてはこの世に没頭していたけれども、今はそれと同じ生活や関心でキリスト教に没頭する、ということではありません。ちがいます、新しいいのちとは別の異なるいのちであり、神ご自身から与えられる、前にはなかったいのちです。天の王国の本質は、転機に際して特定の賜物として与えられる、天的ないのちの天的な性質です。別のいのち――第一にこれが王国です。


  



  （ｂ）新しい関係


  



  天の王国は新しい関係、神との関係です。この関係は、「今や、私たちは神に関心を持つようになりました――神を考慮するようになって、一つの関係から別の関係に転向しました。今やキリスト教を採用したからです」ということではありません。いいえ、天の王国はこのいのちのまさに本質から生じる関係です。神との関係に関する限り、私たちには全く新しい別の感覚があります。福音書の偉大な真理、特にヨハネによる福音書で強調されている偉大な真理は、神との関係に関する新しい啓示がイエス・キリストによって到来したということです。「わたしは、あなたが世からわたしに与えてくださった者たちに、あなたの御名を現しました」（ヨハネによる福音書十七章六節）。彼が常に語っておられるその御名は、新しい関係を表していました――その御名とは「父」です。この御名は一般的・普遍的な神の父性や人の兄弟性を意味するのではなく、特定の新しい関係を意味します。この関係は、明確な決定的行いにより、聖霊がいのちの中に入り込むことによってのみ生じます。「神は私たちの心の中に、『アバ、父よ』と叫ぶ御子の霊を遣わしてくださいました」（ガラテヤ人への手紙四章六節）。これはいつあなたに起きたでしょう？あなたの新しいいのちが発した最初の言葉は何だったでしょう？新たな感覚から発せられた「父よ！」という言葉です。神は今や、遠く離れた、思いもよらない、畏怖すべき、恐ろしい方ではありません。ちがいます、「父！」です。私たちが「御霊から生まれる」時、全く新しい関係が生じます。


  



  （ｃ）新しい構成


  



  次に、天の王国は新しい構成です。いま私の念頭にあるのは、あなたや私に関する限り、新しい一組の律法や規則ではなく、新しい構成です。私たちは全く新しい一組の能力で新しく構成されます。その能力により、かつては不可能だったことが可能になります。次のことを理解しなければなりません――これを新たに心にとどめてもらいましょう――すなわち、神の子供、天の王国の一員は、奇跡の化身なのです。つまり、そのようなどの人の内にも、超自然的な可能性や能力があるのです。神の子供の人生には、何と途方もないことが起きるのでしょう！最後に私たちが完全にはっきりと見る時、神の子供たちは神の奇跡未満のなにものでもなかったことがわかるでしょう。私たちは、神の子供を滅ぼすために傾注されている力をすべて知っているわけではありません。また、神の子供を最後までずっと守るために、神がどれほど全能の力を行使しておられるのかも知りません。私たちの中には次のことを多少知っている人もいます。すなわち、私たちが生き延びてきたのは他の強大な敵の力に対して神が御力を行使してくださったおかげであり、私たちは神の力によって保たれているのです――私たちを守るには神の力が必要なのです！


  神の子供の生涯の始まりは奇跡です。「どうして人は再び生まれることができるのでしょう？」。「神がそれをなさるのです」という以外に、この問いに対する答えはありません。「この人はどうやって、自分の肉を私たちに与えて、食べさせることができるのか？」（ヨハネによる福音書六章五二節）。つまり、地上には助けや支えや養いが何もないのに、どうやって神の子供を最後まで守ることができるのでしょう？この問いに対しても、「神がそれをなさるのです」という以外に答えはありません。神が助けてくださらなければ、神の子供は沈むしかありません。彼や彼女の上には、滅ぼすために他の力が集中しているからです。神の子供の生涯の究極的完成も、同じように奇跡です。「死人はどのようにして復活させられるのですか？彼らはどのような体で来るのですか？」（コリント人への第一の手紙十五章三五節）。これに対する答えも同じです――神だけがそれをなさるのです。


  最初から最後まで、すべてが奇跡です。天の王国は新しい構成です。その中には人間の能力の最高水準を遙かに上回る、遙かに超越した可能性や能力があります。すなわち、地や自然の王国全体を上回っており、超越しているのです。


  



  （ｄ）新しい召命


  



  さらに、天の王国は新しい召命です。天の王国は生きる目的であり、その中で仕えるべきものであり、活動させるべきものです。天の王国は、新しいいのちの務めと目的の領域及び手段になります。真に再生された神の子供の意識は次のようなものです――「今、私は自分がなぜ生きているのか知っています！『なぜ自分は生まれたのだろう』と私はずっと疑問に思ってきました。私はそれについてつぶやき、『生まれることを望むかどうか尋ねられもせずにこの世に生み出されて、ひどい目にあった』と感じていました。しかし今、それには目的があることがわかります――私には生きる目的があるのです！」。真に再生された神の子供は、出かけて行って、「結局のところ、生きることには価値があります！」と人々に告げます。あらゆることに神の御旨や意味があることを、彼は見いだしたのです――彼が新しく生まれて王国の中に入るまで、それは積極的なものとして決して存在していませんでした。天の王国は新しい召命であり、人生の目的に対する新しい感覚です。天の王国は人生に意味を与えます。これが王国です。


  これは、王国を法律や規則――「あなたは……するべきである」「あなたは……するべきではない」といった何か客観的なもの――を伴う一つの場所とする考えとは、全くかけ離れた考えではないでしょうか？「天の王国はあなたたちの内にあります」（ルカによる福音書十七章二一節）。天の王国はこのような類のものです。


  



  （ｅ）新しい引力――天への引力であって、地への引力ではない


  



  さらに、天の王国は上からのものです。これは、天の王国はあらゆる点で卓越していることを確かに意味します。天の王国は何か生きているものであり、人生をいっそう高い水準に引き上げます。つまり、もし新しいいのちが上から、天から到来するなら、それは絶えずその源に引き寄せられるでしょうし、また、もしこの新しいいのちが私たちの内に働くなら、それは私たちを高く上げて、神の方に引き上げるでしょう。新しいいのちはこのように働くので、「この世は自分の故郷ではない」と私たちはまず感じるようになります。この世は私たちの故郷でした。これが起きるまで、私たちにとってすべてはここにありました。私たちはその向こうに何も見ませんでした。今、私たちはこの世に属さず、どこか別の所に属しています。そして何か奇妙な形で、常にこの地上から遠ざかっています。この地上の居心地は日毎に悪くなっていくのがわかります。何かこのような経験をしたことがあるなら、あなたは王国の中にいます。この地上で快適に、幸せに、満足して暮らしていけるなら、あなたは王国に関して自分がどこにいるのか、深刻な疑問を持つべきです。しかし、あなたとこの地上のあらゆるものとの間の距離が内面的に開きつつあることをますます感じるようになっているなら、王国は真に働いているのであり、天の王国は到来しているのです。


  



  天の王国はすでに到来しているだけでなく、到来しつつある


  



  さて、別の点についてです：王国はすでに到来していますが、常に到来しつつあります。私たちは王国に入りましたが、常に入るべきです。ヘブル人への手紙の最後にささやかな御言葉があります――「私たちは揺り動かされない王国を受けているのですから……」（ヘブル人への手紙十二章二八節）。その文字どおりの意味はこうです――「揺り動かされない王国を受ける過程・経過の中にあるのですから……」。王国はすでに到来しているだけでなく、到来しつつあるのです。この点において私たちはみな、回心と救いという二つの事柄の違いを識別する必要があると思います。


  あなたはこれまでこの区別をしたことがあるでしょうか？回心と救いは全く別のものです。回心は転機であり、おそらく突然一瞬のうちに起きて、完了します。では救いはどうでしょう？救いは何か始まっているものです。しかしまた、新約聖書は「あなたたちの信仰の目的である魂の救いを受けること」（ペテロ第一の手紙一章九節）について語っており、救いは依然として将来であることを示しているのがわかります。これに基づいて誤った教理を打ち立てて、「救いは未来形で語られているのだから、自分が救われているかどうかは最後までわからない」と教える人たちがいます。しかし、私たちは救われていますし、救われつつあります。私たちは回心によって王国に入りました。しかし、救いは回心よりも遙かに大いなるものなのです。おお、救いは広大な事柄であり、王国を示す別の言葉にほかなりません――王国は常に到来しつつあります。神のいのちを受けたばかりの霊的な赤ん坊は、すべてを受けているわけではなく、潜在的に受けているだけです。霊的な赤ん坊は、回心して新しく生まれました。「小さな赤ん坊は持つべきものをすべて持っている」と言えるでしょうか？このいのちの中には潜在的にすべてがあります。しかし、さらに知るべきことが何とたくさんあることでしょう！このいのちが意味するもの、このいのちに伴うものとその目的、そこにある可能性を、ことごとく知る必要があるのです。


  これが回心と救いの違いです。この王国は広大な王国です――「彼の王国は永遠に続く王国です」（ダニエル書四章三節）。「彼の統治は増し加わり（中略）終わることなく」（イザヤ書九章七節）。「終わることなく」はまさに、永遠に拡張することを意味します。これを地理的な事に限定できるでしょうか？たしかにできません。これは霊的な事であるにちがいありません――ご自身の民に対する神の広大無辺な富であるにちがいありません。このあらゆる富と神の王国の大きさを知り、それを探求するには永遠の時が必要でしょう。


  



  王国は激しく襲われている


  



  さて、はなはだ不十分ではありますが、預言者たちが何について述べていたのか、また、あなたや私が何と接触するに至ったのかについて考えたので、次に、失うおそれがあるものについて見ることにしましょう。次の別の御言葉を見ましょう、「律法と預言者たちはヨハネの時までであった。その時から、神の王国の福音が宣べ伝えられていて、だれもが力ずくでそれに入ろうとしているのである」（ルカによる福音書十六章十六節）。「バプテスマのヨハネの日から今に至るまで、天の王国は激しく襲われており、激しく襲う者たちがそれを力ずくで奪い取っている」（マタイによる福音書十一章十二節）。王国は「激しく襲われて」います。激しく襲うことを許しているだけではありません。実に、激しく襲うことが必要であり、力ずくで奪い取るのは激しく襲う者たちなのです。ルカはこれを「力ずくで入る」と言っています。


  これがこの王国の市民権の精神です――つまり、「力ずく」ということです。なぜでしょう？熱心さが必要であるだけでなく――確かに熱心さも必要なのですが、この王国がどれほど途方もないものなのか、また王国を真剣に受け止めないならどれほど大きな損失を被ることになるのか、理解する必要があるからです。しかし、主イエスは常に敵対的な状況のただ中で話しておられたことがわかります。ある体系的組織がこぞって、とんでもない偏見を公言していました。ある時、彼は彼らに言われました、「偽善者である律法学者とパリサイ人よ、あなたたちは災いだ！あなたたちは天の王国を人々の前で閉ざしています。自分も入らず、入ろうとしている人々をも入らせないのです」（マタイによる福音書二三章十三節）。悪魔と人々から来るあらゆるものが妨害します。入るには激しく襲うことが必要です。あなたに邪魔される隙があるなら、あなたは邪魔されるでしょう。敵対勢力はあなたを追い払うための根拠を欲していますが、もしあなたが気楽にいこうとするなら、あなたは敵にその根拠を与えることになるでしょう。


  王国の中に入るのは一度きりのことではなく継続的なことである、と指摘したのはこのためです。王国は回心よりも遙かに大きなものです。もちろん、救われるには――初期の救いのことです――あなたはそれに取り組まなければなりません。救いのために必死にならなければなりません。なぜなら、あらゆるものがあなたを阻止しようとするからです。しかし王国については、それに入るよりもずっと多くの取り組みが必要であり、回心するよりもはるかに多くの取り組みが必要です。私たちの人生に対する神の御旨の中には、私たちの想像以上にずっと多くのものがあります。神の御旨の中に入るには、力ずくで襲うことが私たちの特徴でなければなりません。私たちは必死に取り組んで、次のように言う境地に達しなければなりません、「主よ、私はあなたがキリストにあって意図しておられるすべてのものに集中します。私はこれに集中して、他の人々の偏見・疑い・批判がその道に割り込むのを許しません。人の造った組織が私の邪魔をするのを許しません。私はあなたのあらゆる御旨のために、あなたと共に進み続けます。その道に割り込むものを、私はすべて力ずくで襲います」。力ずくで襲うことが必要です。私たちに対する神の御旨をすべて成就するには、力ずくで大いに襲わなければならないのです。


  おお、必死さに欠けるがゆえに、何とたやすく多くの人が脇道に逸れされてしまうことか！彼らは制限する数々の事柄の中に捕らわれてしまいます――それらの事柄は良いものかもしれませんし、神からのものを何かしら含んでいるかもしれませんが、それにもかかわらず、それらは制限するものであり、神のあらゆる御旨に至る広く開かれた道ではありません。主が意図しておられるすべてのもの――自分が見たものだけでなく、主が目論まれたすべてのもの――にあずかる唯一の道は、必死になることであり、力ずくで襲う人になることであり、「神の恵みにより、なにものも、いかなる人も、たとえどれほどよくても、私の道に立ちふさがることはありません。私は神と共に進み続けます」と言う人になることです。主と共にこの立場に立ちなさい。そうするなら、神はこの立場の上であなたに会ってくださることがわかるでしょう。


  いかなる人も――パウロ自身でさえも――自分がこれから知ることになるものをすべて知っていたわけではありません。パウロはさらに豊かな啓示――彼の召しの目的に関する啓示――を常に受けていました。初めに、彼は何かとても強力で豊かなものを受けました。その後、彼は語ることのできないものを示されました（コリント人への第二の手紙十二章四節）。彼の理解は増し加わっていきました。しかし、どうしてでしょう？それは、彼が激しく襲う人だったからです。神はこのように私たちと会われます、「曲がった者には、あなたはご自身をひねくれた者として示されます」（箴言十八章二六節）。これが原則的に意味するのは、あなたが神に対してどのような者であるのかに応じて、神はあなたに対してそのような者になられるということです。もしあなたが真面目に取り組むなら、神も真面目に取り組んでくださいます。王国の中には、思いもよらぬものがたくさんあります。どうかこれを信じてください。この地上のいかなる人も知らないことがさらにあり、私たちはみなそれを知らなければなりません――最も偉大な聖徒たちや最も進んだクリスチャンたちの知識を遙かに超えたものが、神の御旨の中にはあるのです。


  パウロはこれを示唆しています。ピリピ人への手紙の中で彼が明らかにしているように、生涯の最後にもかかわらず、彼には理解すべきこと、知るべきことがまだありました。「それは私が知るためです……」（ピリピ人への手紙三章十節）。知るべきことがたくさんあります。あなたはこれを信じるでしょうか？あなたは自分の人生が、自分の知識量や他の人々の知識量によって制限されるのを、よしとするのでしょうか？いいえ――神の目的はキリストの度量です。「ついに私たちはみな、信仰の一に、また神の御子を知る知識の一に到達し、一人の完全に成長した人となって、キリストの豊満の身の丈の度量に到達するのです」（エペソ人への手紙四章十三節）。この地上のいかなる運動、協会、宣教組織、教会も、まだこれに達していません。しかし、これが目標です。しかし、私たちを豊満に導くために、神は次のことを必要としておられます。すなわち、私たちが激しく襲う人になること、本当に真面目に取り組むこと、その道に割り込んでくるあらゆるもの――それから、おお、もっともらしく聞こえるけれども、巧妙に偏見に毒されている声！――に対して、「どきなさい。私は神と共に進みます、私は道に立ちふさがるいかなるものも容赦しません」と言うことです。


  「王国の福音が宣べ伝えられています」。あのユダヤ主義者たちがイエスについて人々に話すのを想像できるでしょうか？「注意しなさい。つかまらないように気をつけなさい！あなたたちへの忠告は、これを避けることです――彼とあまり深く関わってはいけません！」。このようなことが起きていたのです。パウロは常にこれに立ち向かいました。道中、彼はこの人たちに付け狙われました。彼らは彼の後についてきて言いました、「気をつけなさい――それは危険です！」。主ご自身も同様のことを経験されました。彼は言われました、「王国は激しく襲われています」。激しく襲うことが必要です。キリストにあって啓示された神の完全な御旨の道に立ちはだかるものをすべて激しく襲う人の一人でなければ、あなたはそもそも王国の中に入ることはないでしょうし、ますます豊かに入ることもきっとないでしょう。その御旨が何か、知ることすらないでしょう。あなたがこの種の人――激しく襲って入る人――であることを神がご覧にならない限り、神は御旨の次の部分をあなたに啓示することはできないでしょう。


  あなたはそのような人でしょうか？もし受動的なら、すべてを失います。もし真面目に取り組むなら、すべてを得ます。「聞く耳があるのに聞かない」（エゼキエル書十二章二節）と記されている人々の中に私たちが数えられているのでない限り、主は私たちをそのような男女にしてくださいます。


  



  第七章 旧経綸と新経綸の対比


  



  
    「なぜなら、エルサレムに住んでいる人たちとその支配者たちは、この方について、また安息日ごとに読まれる預言者たちの声について、無知であったために、彼を罪に定めることによって、それを成就したからです。」（使徒の働き十三章二七節）

  


  ある意味で、この節は使徒の働き全体の鍵です。なぜなら、この書はまさに、この御言葉の核心たる原則を解き明かして示すものだからです――その原則とは次のようなものです。すなわち、たとえ聖書が朗読されていて、人々を通してなされた神の発言や活動の記録が読まれており、この御言葉が述べている人々のように、それを一生のあいだ何度も読み返すことができたとしても、その真の意味を見逃すおそれがあるのです。別の言葉で言うと、実際に朗読された言葉以上の何かが、その中にあるのです。このユダヤ人の支配者たちのように、あなたは文章、文字、巻、記録全体を持っているかもしれませんし、聖書をそのようなものとして知っているかもしれませんが、それでもあなたは道を見失っているのかもしれませんし、神が意図されたのとは全く異なる平面上を動いているのかもしれないのです。この使徒の働きは最初から最後まで次のことを示しています。すなわち、神が昔の人々に霊感を与えて語り記させられた時、彼らが用いた実際の言葉からわかること以上の何かが、神の御心の中にあったのです。それを聞いて把握・理解するには、また、それがこの書に記されているように――力と効力とをもって――功を奏するには、神の霊の働きが必要です。


  使徒の働きと新約聖書全体を通して、旧約聖書が多く引用されています。預言書がとても多く引用されていますが、使徒の働きの中で用いられているその言葉の効力と、預言者たちの実際の発言をただ聞いたり読んだりしただけの人々に対する効力との違いを見てください。聖霊が来臨されました。聖霊は別の聖書を書いているのではなく、昔ながらの聖書を用いておられます。しかし、それは新しい意味と新しい効力を持つ新しい書です。聖霊が聖書を用いられる方法に、あなたはしばしば驚きます。そのような意味があることを、あなたは決して見ていませんでした。ある意味で聖書をとてもよく知っていたにもかかわらず、それは何か以前の理解を超えたものです。そこにはある違いがあり、この違いは決定的なものです。


  ですから、エルサレムの人々とその支配者たちは、安息日ごとに預言書を聞いていたのに、預言者たちの声を聞き逃しました。彼らは何かを――語りかける神の御声と、神の語りかけの意味を――逃しました。一つの群れが共に集まって、一人の人が主の御言葉を語る場合を考えましょう。ある人はただ話を聞いただけで、出て行って「彼はこういう話をしました」と言い、実際に話された言葉を繰り返すかもしれません。他方、「私はそのようなものを前には見たことがありませんでした。聖書のその節は知っていましたが、これを見たことはなかったのです！」と言う人がいるかもしれません。その人は新たな意義と生ける価値を持つ何かを察知しました。これが預言者たちの言葉と、預言者たちの言葉を通して語られる神の御声との違いです。


  ですから、すでに述べたように、十三章のこの節は、ある意味でこの書全体の鍵です。この節は文字と霊を区別し、文章とその文章の神聖な意味を区別します。この区別はとても重要です。一方は死であり、効果はありません。他方はいのちであり、進み通します。


  



  預言はすべて主イエスを指し示す


  



  さて、使徒の働きを見ることにしましょう。この原則を心にとめて、直ちに一章に戻ることにします。挿話として、次のことを思い出した方がいいでしょう。すなわち、大まかに言って、全聖書は（いくつかの節を除いて）これに関する包括的記述で終わっているのです。黙示録十九章十節で、「イエスの証しは預言の霊です」と述べられています。これは何を意味するのでしょう？これは次のことをまさに意味します――つまり、聖書全体を通して、初めからずっと、この意味の予測的要素や暗示的要素があったのであり、当時語られた実際の言葉以上の何かが暗示されていたのです。その中には必ず、先を指し示すものがありました。それは歴史的出来事かもしれませんし、時・場所・当事者が地理的にも時間的にもきわめて限られているかもしれませんが、聖書のいかなる箇所も、当座のことしか視野にないということはありません。何かそれ以上のものがあります――暗示があり、先を指し示すものがあります。これらが指し示すものをすべて見れたなら、それはイエスであることがわかったでしょう。あらゆるものの中に、いたるところで、彼が暗示されているのです。


  預言について話す時、旧約の特定の時代や特定の人々に考えを限定しないようにしましょう。たしかに、私たちはこれまで、あまりにも多くの時、旧約聖書の「預言」の区分に収められている書の預言者たちで頭がいっぱいでした。しかし、私たちはこれを超えて進まなければなりません。モーセは預言者と呼ばれました（申命記十八章十五節）。サムエルは預言者でした（サムエル記上三章二〇節）。ダビデですら、新約聖書で預言者と呼ばれています（使徒の働き二章三〇節）。預言の霊は、私たちが預言者と呼んでいる特定の位の人々よりも、もっと多くの人々を包含しています。預言の霊は遙かエノクまで遡ります。いいえ、もっと前まで遡ります――女のすえに関する創世記三章十五節まで遡ります。これが預言の霊です。ですから、預言は遙か遠くまで及ぶ、すべてを含むものであり、主イエスと関係しているものなのです。これを覚えておくなら、朗読される言葉以上の何か神聖な意味を見ることができる、と私は期待します。


  この挿話をもって、使徒の働きの一章に行くことにしましょう。


  



  聖霊が聖書の中に隠された意義


  



  「彼らは一緒に集まった時、彼に尋ねて言った、『主よ、あなたがイスラエルの王国を復興されるのは、この時ですか？』」（使徒の働き一章六節）


  預言者たちがこの王国の問題にどれほど専念していたのか、前の章で指摘しました。主イエスのこの弟子たちは、王国についての観念を丸ごと預言者たちから得ました。ですから、彼らの質問は預言者たちの教えに関するある種の知的理解に基づいていました。彼らは預言者たちが述べたことからある考えを導き出して、この期に及んでこう尋ねます――「『あなたがイスラエルの王国を復興されるのは、この時ですか？』。彼は彼らに言われた、『父がご自身の権威によって定められた時や時期について、あなたたちは知らなくてもよい。しかし、聖霊があなたたちの上に臨む時、あなたたちは力を受ける。そしてエルサレムにおいても、ユダヤ全土とサマリヤにおいても、また地の果てまでも、わたしの証し人となるであろう』。彼はこれらの事を言い終えると、彼らが見ている間に」――王国を復興し、王座に着かれたのでしょうか？いいえ――「引き上げられて、雲が彼らの視界から彼を連れ去った」（使徒の働き一章六～九節）。


  ここから、すべてが霊的理解の方法で始まります。なぜなら、主イエスのこの御言葉は、新しい時代が始まりつつあることを示していたからです。この新しい時代は、弟子たちが預言者たちの教えから予期していたものとは異なるものでした。それは聖霊の時代だったのです。そして、旧約聖書の預言に関して、聖霊は思いもよらないことを意味しておられたことを、弟子たちは発見しようとしていました。聖霊が神の御言葉を握られるまで、弟子たちは預言書を全く理解しませんでした。次に、聖霊が真に聖書を握って、それを適用し、開き、それに神聖な意味を与え始められた時、弟子たちの固定観念に全く反する予想外の出来事が起きたことがわかります。そのため、弟子たちは自分の考えを放棄しなければなりませんでしたし、確立された自分の立場を捨てなければなりませんでした。聖霊が神の御言葉を握り、次に私たちを握られる時、それはとんでもなくたいへんなことです。私たちの見解や行動全体に革命的変化が起きるでしょう。この使徒の働きは、そのような革命的変化でいっぱいです。


  



  御霊の来臨――新しい秩序の導入


  



  これは聖霊の経綸、聖霊の管理です。「経綸」と「管理」という言葉は、経営や秩序を意味し、現体制下における行動方法を意味します。聖霊が来臨されたこの時代、聖霊は変化を生じさせ始められました。なぜなら、聖霊が責任を担われたからです。あなたがある会社の社員になったとしましょう。あなたは赴任して、物事がどのように行われているのかを見ます。時間が決まっており、このように固定されています。この体制下では、このような仕方で物事が行われます。そこに新しい最高経営責任者が赴任してきて、この広く行き渡ったしきたりを見ます。そして直ちに、それが不完全な体系であること、会社の存立目的たる十分な成果をあげていないことを察知します。彼は静かに、しかし力強く、責任を担い、状況が変わり始めます。旧体制下に何年もいた旧来の人々は、この変化を好まず、反発し始めます。彼らはそれを受け入れません。反抗し、この新しい秩序に対して戦いを始めます。心の広い、あまり頑固でない人々は、経営者の考え、ビジョンを見始めます。彼らは困難に際して時々つまずき――コルネリオを訪問した際のペテロのように（使徒の働き十章）――この途方もない変化の意味に直面し、以前の偏見を克服するのに多少の葛藤が必要ですが、それでも彼らは戦い、困難を克服し、行動を共にします。こうして大きな変化が生じ、素晴らしい結果がもたらされます。何かが起き始めます。今、会社の当初の目的が素晴らしい形で実現・成就され始めます。


  これこそまさに、聖霊がペンテコステの日に来臨された時、起きたことです。当時、一定の確立された秩序がありましたが、それは神の御旨に届いていませんでした。いわば、「商品を出荷して」いなかったのです。神の御心を完全に知る知識と共に、聖霊が来臨されました。聖霊は来臨して、この真の神の御思いを実現する働きを開始されました。聖霊が支配されました。それで、聖霊は人々を分けたのです。ある人々――エルサレムに住んでいる人たちとその支配者たち――は、この新しい秩序を受け入れようとしませんでした。まあ、いいでしょう――彼らはそれをすべて失います。しかし、他の人々は聖霊の交わりの中に入って、「主に結合されて一つ霊」（コリント人への第一の手紙六章十七節）となり、素晴らしい結果を得たのです。


  



  決定的違い――聖書の文字と聖書の霊


  



  要点はこうです。まず第一に、それは新しい経綸です。次に、聖霊が責任を担っておられます。聖霊が責任を担っておられることを、その全体的意義と共に認識しなければなりません。聖霊が責任を担っておられるので、聖霊はご自身の活動により、永遠からの神の御旨を啓示し、推進しておられます。そして、聖霊はこの時代にそれを実現しようとしておられます。亀裂については――当時それは歴史的な亀裂でしたが、この時代全体を通して霊的に進行してきた亀裂でもあります。この亀裂は文字の人と霊の人とを分けるものです。


  固定された立場に向かうこの動きやこの傾向は、常に繰り返されており、神から出たものを閉じ込め、組織的制約の中にもたらそうとしています。これは神の計画全体を挫折させるものです。私の前に一つの記事があります――全部引用できるとよかったのですが、できません――しかし、この記事の中には、私がなしうる以上に私の考えをうまく表現している箇所があります。この記事は英国議会の議員によって書かれました。


  「男女を分ける多くの分け方がある――上流、中流、下流：金持ち、裕福な者、貧者：宗教者、懐疑論者、無神論者……等々。しかし、真に重要な唯一の分け方は、人々を御霊の僕と組織の囚人とに分ける分け方であろう。他の分け方をすべて横断するこの分け方は、実に根本的なものである。思想、霊感は、内なる世界、御霊の世界から発する（中略）この思想が組織の中で具体化されると、その組織は自分を生み出した思想を抹殺する方向に少しずつ進んで行く。宗教の領域では、霊感を受けた預言者が真理の幻を見る。彼は出来る限り最善を尽くしてその幻を言葉で表現する。その預言者のメッセージに対する弟子たちの理解に基づいて、組織、教会が建てられる。中途半端にしか理解されなかったメッセージは、結晶化されて信条になる。やがて、教会の主要な関心事は自分を組織として維持することになる。この目的を達成するため、信条からのいかなる逸脱も否定されなければならず、必要なら異端として弾圧されなければならない。二、三の理由により、数百年のうちに、新しい高い真理の伝達手段として考案されたものが人々の魂の牢獄になってしまったのである。そして、人々は神を愛するがゆえに互いに殺し合っているのである」。


  「これから一つの教訓を学ばなければならない。これを言うのは全くおかしなことではないであろう。その教訓とは、『あらゆる組織が持つべき第一の規則は、一定期間内の解散を命じる規則である』ということである。（中略）組織の一員であるとき、我々はその組織に対して部分的離脱の姿勢を取るべきである。たとえ組織の中にいても、組織を超越していなければならない。『自分は組織の中でほとんど絶え間なく抵抗している』と思うべきである。とりわけ、『組織に対する忠誠は仮のものであり、暫定的なものである』と見なすべきである。我々は御霊の僕でなければならない。組織の囚人であってはならない。我々はいのちの源に触れ続けなければならない。一時的な伝達手段によって自分を失ってはならない」。


  「この世界は橋である。それを渡ることはできるが、その上に家を建てることはできない」。


  使徒の働き全体を通して記されているのは、まさに次のことではないでしょうか――すなわち、自分の真理理解や自分の解釈や部分的認識を結晶化すること、文字による記述、最初は神の霊から出ていたけれども、その境界を越えて行くことを今は許さない、何か固定されたもの――が記されているのではないでしょうか？それ以上のものやそれ以外のものは、何であれ異端と呼ばれます。これが最後通牒の言葉です。それは組織、いわゆる教会、分派、宗派という形で現されているかもしれませんが、もしそれを踏み越えるなら、「あなたは完全に間違っている」と言われるのです。組織に属する人と御霊に属する人のこの大きな違いが、この使徒の働きに示されています。


  



  前進するには御霊の主権が不可欠である


  



  要点はこうです。神の御旨が完全に成就されるためには、聖霊が常に責任を担うこと、聖霊が完全に統治する地位に就くこと、聖霊の地位に何も置かないことが必要です――何も置いてはいけません。「教会」や定まったしきたりを置いてはいけません。いついかなる時も、「それは私たちの教えていることではありません。それは私たちが信じるように導かれてきたものではありません。それは私たちの教会が信じていることでも、教えていることでもありません」と決して言ってはならないのです。このように言うことは、聖霊の道を妨げることです。聖霊が責任を担わなければなりませんし、聖霊は自由でなければなりません。まさにこうした点に関して、使徒たち自身が最初に戦いを経験したのであり、次に拡大を経験したのです。先に進むにつれて、これがわかるようになるでしょう。聖霊が私たちの責任を担われるとき、神の完全な御旨が具体化します。


  それから、時や時期よりも遙かに重要なものがあります。時や時期に注意しなさい。時や時期は、驚くべき有害な形であなたを制限することがあります。多くの人は時や時期の中にとどまっています。しかし、人々は何世紀もずっとそうしてきたのです。警戒し、監視し、注意しましょう。しかし、気をつけてください。たとえば、パレスチナでは様々な出来事が起きました。「アレンビー将軍がエルサレムに入った時、異邦人の時は終わった」「ムッソリーニがローマに自分の大帝国を設立したことは、新しい皇帝がローマ帝国を再興するために到来したことを意味する！」と言われました。このようなことが何世紀も続いてきました。これはみな時や時期に基づいています。


  要点はこうです――時や時期がないわけではありませんし、神の御計画の中には独特の特徴を持った注目しうる動きがないわけでもありませんが、それよりも限りなく重要なものがあるのです。使徒の働きが見せているのは天的な面であって、地的な面ではありません。これが、「彼はこれらの事を言い終えると（中略）引き上げられた」という箇所に、私が時間を費やした理由です。その時から、それは天的な事柄になったのです。後に、使徒パウロはこのような句を用いています、「御霊はすべてのものを探り、実に神の深みさえも探られるからです」（コリント人への第一の手紙二章十節）。「御霊は（中略）神の深みさえも探られるからです」。これは時や時期よりもはるかに重大なことです。聖霊が実際に責任を担っておられるなら、神が啓示すべき事柄を推し量る必要はありません。「目が見たことのないもの、耳が聞いたことのないもの、人の心に思い浮かんだことのないもの」。これが向こうにあり、この広大な領域の中に、聖霊は私たちを導いてくださいます。人為的な人造の制度で聖霊を弾圧しないよう、私たちはとても注意深くなければなりません。私たちは御霊と共に外にいなければなりません。そこから私たちの驚きが始まります――そうです、そしてまさに私たちの実際の訓練も始まるのです。


  



  預言書の究極的意味は霊的であり天的である


  



  使徒の働き十三章二七節に述べられている人々、すなわち典型的な人々は、ある種の聖書理解を持っていました。神の御言葉に対する彼らの熱心さには、全く疑問の余地がありませんでした。聖書の霊感に関する限り、彼らは熱狂的な根本主義者でした。彼らは聖書にこだわりました。一点一角もなおざりにしなかったのです。彼らの多くは、外面的儀式の分野ではごく小さなことにもこだわり、こまごまと潔癖すぎるほどでした。律法が「その土地のすべての実の十分の一は主のものである」と定めていたので、彼らは細心の注意を払って、はっかや他のハーブの十分の一をささげました――しかし同時に、彼らは正義とあわれみと信実といった内面的なもの、主にとってはるかに重要なものをなおざりにしていたのです（マタイによる福音書二三章二三節）。これが彼らの理解であり、精神であり、立場でした。彼らは上辺しか見ていませんでした。彼らにとって大切なのは聖書の厳密な方法論の問題だったのです。


  その結果はどうだったでしょう？彼らは地的組織を神の御言葉で保とうとしました。彼らの「教会」は「イスラエルの教会」、「イスラエル教会」でした――あなたはイスラエルの所に自分の好きな他の宗派の名前を入れることができます。この教会には、独自の形式、祭服、儀式、祈祷書があり、すべてが聖書どおりでした。安息日ごとに預言書が読まれていました。組織は整っていましたが、この地上のものであり、なによりも死んだ状態にありました。全く形式的で、神の御旨に全く届いていませんでした。ある意味で聖書的でしたが、神の永遠のご計画を実現することに失敗していたのです。聖霊が来臨されたとき、聖霊は預言書や旧約聖書を一掃されませんでした。聖霊はそれらの書を取り上げて、そこには何かそれ以上の内容――神の御言葉を地的な方法で完全に守るための方法論や、その付帯則を超えた内容――があることを示されたのです。もしそれがなければ、他のものはみな排除されなければならないでしょう。イスラエル教会は排除されます。それは神の御旨に到達することに失敗したので、過ぎ去ります。大いなる移行――これが使徒の働きの結末です。こうした一切の背後には、神聖な意味があります。この神聖な意味を理解するなら、他のものはなくてもすみます――去らせることができます。もしあなたが生ける天的な方法で、この神聖な意味を真に霊的な感覚と領域の中に保つなら、他のことは大したことではなく、すぐに落ちて離れていきます。


  これが使徒の働きで起きたことです。それが起きた時を見分けるのは困難ですが、確かにそのような時があります。使徒たちはしばらくの間、宮と会堂に出席し続けましたが、その後、そうするのをやめました。彼らは一時の間とどまりましたが、その後、絶えず静かに外に向かって動き続け、ついには出てしまったのです。何かが起きました。彼らはこの実体の中に入り、最初のものは過ぎ去りました。一方は他方に至りましたが、それはこの目的に役立ったのです。彼らはそのあらゆる天的な恩恵と意義にあずかりました。今や、大切なのは方法論の問題ではなくなったのです。


  一定の規則や儀式について、次のように言う人が大勢います、「もちろん、これがすべてだとは思いません。これは象徴にすぎません。それが何か別のものを意味し、指し示していることはわかっています。私たちの念頭にあるのは、その別の何かなのです」。そうかもしれませんが、次のこともまた真実ではないでしょうか？すなわち、当時のように聖霊が来臨してあなたを占有し、あなたが聖霊と共に進む時、キリスト教の外面的で地的な一時的面にすぎないものを強調することはますますやみ、その実際の栄光にいっそうとらわれるようになるのです。史的イエスは御霊のイエス、天のイエスに完全に置き換えられます。これこそまさに、「預言者たちの声」が意味することです。


  ですから、ペンテコステの日はヨエル書と共に始まります。エルサレムの人たちはみな、「これは何を意味するのだろう？」と言いました（使徒の働き二章十二節）。彼らはみな当惑して、わけがわかりませんでした。ペテロは他の十一人と共に立って言いました、「これは預言者ヨエルによって語られたことです」（十六節）。「これは……です」。これは伝統に対する何という一撃であり、イスラエルに何という騒動を引き起こしたことでしょう！「これは」という言葉は――ナザレのイエスを暗示していたのです！使徒は旧約聖書から自由自在に引用して、さらに続けました。彼はダビデを引用しました。ペンテコステの日の彼の説教は旧約聖書の引用でいっぱいです。しかし、これがその意味であることを誰が理解していたでしょう――誰が知っていたでしょう！


  要点がおわかりでしょう。これは途方もない力で私たちに臨む必要が実際にあるものです。なぜなら、新約のキリスト教ですら、厳密な方法論という地的体系に再び落ち込むおそれがあるからです。あなたは新約的方法について、自分の手引き書を書くことができます。全く文字にしたがって、この手引き書を持つことができます――しかし、それは全く表面的なものであり、律法的になって、聖霊を束縛してしまいます。「主がもっと良い道を得ることができるように、もっと厳密に聖書に従いたい」ということがその意図だったのかもしれませんが、常にそういう結果になるとはかぎりません。すべては聖霊の中にバプテスマされて、地的水準からすっかり引き上げられ、全く天的なものにならなければならないのです。


  



  私たちの責任は御霊に明け渡すことである


  



  さて、弟子たちが「あなたがイスラエルの王国を復興されるのは、この時ですか？」と尋ねた時、彼らは真剣かつ純粋に悩んでいた、と言ってかまわないと思います。聖書は成就されなければならず、書き記されたことは実現しなければなりません。弟子たちはこれで心がいっぱいで、重荷を負って困惑していたのだと思います。彼らは事の成り行きを知りたいと思いました。主は事実上こう言われました、「それについて心配してはいけません。聖霊が到来して、責任をすべて引き受けます――時、時期、他のあらゆる責任を引き受けます。聖霊は神のあらゆる御旨をたずさえて到来し、それを成就します。あなたたちは安息していられます――何も問題はありません」。組織に関するこの地的な考えや観念を思いついた人々は、それを成就するためにひどく心配して、重荷を負いました――この「新約の教会」という恐ろしい責任、すべてを全く聖書どおりにするという恐ろしい責任を負ったのです！聖霊が責任を負っておられたなら、この重荷は去っていたでしょう。聖霊がこれをなしておられます。私たちのなすべきことは、聖霊の御手の中に入り込むこと、このあらゆる些事から完全に自由になって、神の霊のもとに行くことだけです。事は無事に成就します。


  聖霊が私たちの内にある数々の石にぶつかって、一時のあいだ戦いがあったとしても、聖霊はその状況を十分に克服することができます。聖霊はペテロよりも強く、汚れたものを食べたことがないという彼の慣習よりも強いのです。主があらゆる種類の四つ足の動物やはうものの入った敷物が降りてくる幻をペテロに与えて、「ペテロよ、起きなさい。ほふって食べなさい」と言われた時、ペテロは主に対して実質的に聖書を引用しました。食べてはならない汚れた動物に関する戒めが記されている、レビ記十一章を引用したのです。「主よ、この聖書の御言葉は私の立場を支持しています。私の立場はしっかりと神の御言葉に基づいているのです！」。あなたなら、これをどうするでしょう？さて、聞いてください――「聖霊は聖書に反することを行うよう私たちに要求される」と、私は言っているのでも、ほのめかしているのでもありません。聖霊は決してそんなことをなさいません。しかし、聖書には私たちが見たことのない意味があることを、聖霊は私たちに何度も示されるのです。レビ記十一章には、ペテロの見ていなかった意味がありました。彼は字面を見て、その文字どおりの意味を受け入れました。その背後にある神聖な霊的意味を決して見たことがなかったのです。コルネリオは聖霊を受けていなかったので、御使いが彼に話しかけました。ペテロはペンテコステの日に聖霊を受けていたので、ペテロに話しかけたのは御霊でした。聖霊はこの問題を治めて、ペテロの問題、彼の根本主義の問題さえも対処されました。それは彼を、たんなる一時的な地的立場から、天的立場に引き上げるためでした。ペテロは開かれた天の下で生きていました。あなたがそこに至る時、途方もない変化があります。それは一度に全部起きるわけではありません。


  



  聖霊は信者の「上に(upon)」臨むだけでなく、信者の「内を(in)」満たす


  



  さしあたって、もう一言だけ述べましょう。聖霊の二重の働きがあったことがここでわかります。二章では、御霊は彼らの「上で(upon)」燃えました。この炎のような分かれた舌が彼らの上にとどまりました。そして、こう記されています、「彼らはみな聖霊で満たされ、御霊が語らせてくださるままに、さまざまな言葉で話しだした」。「上に(upon)」と「内に(in)」。これまで専門的すぎることの弊害について述べてきたので、専門的な話はしたくないのですが、「上に(upon)」と「内に(in)」には意味があるのです。聖霊が「上に(upon)」臨むことは、神の永遠の御旨に関する聖霊の主権を意味します。つまり聖霊は、神の永遠の計画、永遠からの神の御旨の管理者・執行者として来臨されたのであり、そのように来臨することにより、その器の上に神の御旨を課すのです（「課す」という言葉は間違った言葉使いではないと信じます）。聖霊は主権的方法により、その器を御旨の中にもたらされます。まるで外面的方法でその器を取り囲み、その世話をして、「これは神の永遠の御旨の器である」と言われたかのようです。聖霊はその世話をして、このために「上に(upon)」臨みます。


  しかし次に、聖霊は「内に(in)」も入り、彼らは満たされました。これにはさらなる意味がありました。その意味とは、器の内なる命は外側の御旨と一致していなければならないということです。これは途方もないことです。旧経綸はこうではなかったことがわかります。これこそ、預言者たちが常に扱っていた問題です。外面的形式はありました。イスラエルには宮があり、彼らはいけにえをささげ、あらゆる儀式を行っていました。しかし、彼らの内なる命はそれからかけ離れていたのです。神は預言者たちを通して、「あなたたちのいけにえを遠ざけよ――わたしはそれを望まない！」（イザヤ書一章十～十四節参照）と言わなければなりませんでした。主イエスがこれを引き受けてくださいました。「あなたはいけにえやささげ物を望まないで、わたしのために体を備えてくださいました。全焼のささげ物と罪のためのいけにえを、あなたは喜ばれませんでした。その時、わたしは言いました、『見よ、（その書の巻物の中にわたしについて書かれているように）あなたのみこころを行うために、神よ、わたしは来ました』」（ヘブル人への手紙十章五～七節）。


  形式主義は決して神のみこころの役に立ちません。たんなる外面的組織は、たとえそれがどれほど文字どおりだったとしても、決して神のみこころの役に立ちません。聖霊は全くそれに関与されませんでした。聖霊が主権をもって来臨されたのは、外面的方法で多くの人を新経綸の中にもたらし、彼らに形式や規則を与えて、一定の流儀で事を行わせるためではありません。聖霊は教会の内なる命を御旨に一致するものにしようとしておられたのです。一致しないものはなんであれ、聖霊はその上にとても厳しく臨まれることが間もなくわかります。全く正しいふりをしつつ、外面的方法で進み続けることはできません。これをアナニヤとサッピラは知るでしょう。聖霊は内側に矛盾を見ておられ、それがまかり通るのを許されません。


  多くの人は、聖霊が自分の「上に(upon)」臨むことを願っています。なぜなら、彼らは力を感じたいからであり、自分が召され、導かれ、動かされているのを感じたいからです。このようなことがこれまでかなりありましたが、内側はそれとは一致していませんでした。しかし、神の御旨とその御旨に召された人々の生活とが少しでも一致していない間は、主の御旨は決して完全には達成されえません。「私はあなたたちに懇願します。召されたあなたたちは、その召しにふさわしく歩みなさい」（エペソ人への手紙四章一節）。おお、私はあなたたちにお願いします。この内住の御霊の問題について、神と絶えず交わってください――奉仕や力のためだけでなく、生活のためにもです。


  多くのクリスチャンや多くの神の僕たちが陥っている悲劇の一つは、彼らが明白な間違いを信じてそれを表明し、それを広め、それを広めることによって他のクリスチャンたちに害を与えていても、聖霊は彼らにその誤りを決して気づかせられないように思われることです。私は聖書を教えることについて述べているのではなく、神の他の僕たちや、神がなさっている他の働きに関して述べているのです。こうした偏見、疑い、批判、誤報などがあるのです。この厳粛な事実のゆえに、私たちは主のもとに行き、熱心にこう求めなければなりません――「おお、主よ、私があなたの働きに携わり、あなたのために多くのことを行って、人々の間で抜きん出た者となり、自分のクリスチャン奉仕のゆえに有名になったとしても、結局のところ、聖霊が私を内面的に矯正し、正し、私が何か正しくないことを言った時、私に辛い時間を過ごさせることができないなら、そんなことは何の役にも立ちません。真理と一致しないことや、私の内なる命と矛盾していることを言うことから、私を救ってください」。内なる御霊は、私たちを神の御旨に一致させてくださいます。もし私たちが御霊にしたがっていない道に常習的にいつも陥っていて、そのような類の不和のゆえに知れ渡るなら、「私たちの内でさらに深い働きをしてください」と聖霊に求めた方がいいでしょう。人々が私たちのことを、「一緒にやっていくのがきわめて難しく、人々の生活を不快にしてばかりいる」と思っている間は、神の深い事柄を知っていても何の役にも立ちません。それは役に立たないでしょう。そのような状況は内住の御霊に矛盾しています。私たちが外面的体系しか持たないことを、御霊は望んでおられません。それにふさわしい内なる命が必要なのです。


  ですから、聖霊は神の御旨のために信者の「上に(upon)」臨んで占有されたこと、また、内なる命全体をその御旨に一致させるために信者の「内に(within)」到来されたことがわかります。


  



  



  第八章 聖さを求める預言者たちの叫び


  



  
    「なぜなら、エルサレムに住んでいる人たちとその支配者たちは、この方について、また安息日ごとに読まれる預言者たちの声について、無知であったために、彼を罪に定めることによって、それを成就したからです。」（使徒の働き十三章二七節）

  


  前の章では、旧経綸と新経綸の間の顕著な違いに注目しました。また、旧経綸の定まったしきたりの中にとどまり続けるならどれほど多くのものを失うのか、また、新経綸の本質的性質の中に入り込むことによって獲得すべきものがどれほどたくさんあるのかに注目しました。先ほど読んだ節では、これが焦点であることがわかります。


  前の黙想をあまり繰り返さずに、ただこう述べるにとどめましょう。新約聖書から全く明らかなように、使徒の働き以降、新経綸、聖霊の経綸の中にある人々は、信仰の基本的事実を除いて、あらゆる固定化されたものから、あらゆる確定した立場から、完全に自由である必要がありました。彼らの精神性に関する限り――それはまさに彼らの宗教的・伝統的精神性であり、この精神性は彼らがイスラエルに生まれて、幼少の頃から訓練や教えを通して受けてきた事柄全般によって形成されたものでした――彼らは革命的な事柄に対してさえも、常に主に開いていなければならなかったのです。彼らはある地点に到るよう召されました。その地点では、彼らはもはやそのようなものに捕らわれませんし、主は彼らによって革命的な事を完全に自由に行うことができ、彼らに自分の考え方を全面的に改めさせることができます――それは光によってであり、神の既知の御言葉に矛盾するものからではなく、いっそう豊かな神の意味からなされます。その地点で彼らは、主は「御言葉から解き放つべきさらなる光と真理」を確かに持っておられることを知りました。実に、自分の知っていることはすべて無にすぎないと思われるほど、多かったのです。


  ですから、この必要性のために、彼らの霊的行程に数々の危機が生じ、彼らはたびたび行き詰まって、そこで途方もない戦いが生じたことがわかります。しかし、聖霊は彼らを十分に満たして勝利し、彼らをさらに遠くに導くことができました。これがヨッパの屋上でペテロに起きました。これがタルソのサウロに起きました。サウロがあのように行動した時、彼は旧約聖書に基づいて行動していたことに疑問の余地はありません。「自分の行動を神の御言葉は完全に支持している」と彼は考えていました。ダマスコへ向かう路上で天からのナザレのイエスに会った時、彼は即座に降参し、イエスを自分の主として認めました。しかし、彼の最大の問題は「自分の旧約聖書をどうやってこれと調和させればいいのか？」ということでした。彼はアラビヤへ去り、おそらく二年間、旧約聖書と「イエスはキリストであり、主である」という事実とを調和させることに取り組みました。彼はこれをやり遂げて荒野から戻り、不可抗力な御霊の流れにとらえられて、神の力強い僕になったのです。


  さて、もう少し先に進みたいと思います。使徒の働きが描写しているように、この新しい経綸では預言書が再解釈されつつあります。すなわち、その内なる意味が、それが暗示する一切のものと共に、明らかにされつつあるのです。ご存じのように、この経綸の始まりであるペンテコステの日に、預言書が引用されました。それはヨエル書と共に始まりました――「これは預言者ヨエルによって語られたことです」（使徒の働き二章十六節）――さらに続けて、その時を指し示す旧約聖書の他の箇所が引用されました。さて、（ヨエルの預言の事例に明確に見られるように）直接的言及や成就により、あるいはまぎれもない暗示により、ここで預言書が様々な文脈で導入されます。


  



  キリストだけが神から出ているものの尺度である


  



  使徒の働きの二章から五章に進みます――とても恐ろしい、アナニヤとサッピラの暗い物語です。預言書はこれとどう関係していたのでしょう？


  エゼキエル書の一章には、ペンテコステの日に霊的に導入されたものがあります。そこには、難解ではあるものの、素晴らしい、あの幻があります――生きもの、目で満ちた車輪、車輪の中の御霊、絶えず進み続けるいのちの御霊の幻です。御霊、いのち、目、御座に座す人と連携している天からの圧倒的な動きの幻です。ここから「働き」が始まります。主イエスはこの世から天に迎え入れられました。そして、この御座の人と連携して、地上でこの働きが進行します。この働きは地に触れておりながら、それから分離されています。触れていますが、地上に固定されていません。それは天的なものです。それは真っ直ぐ慎重に進みます。これは「働き」の二章のようです。御座に座す人：車輪、すなわち、神の永遠の計画、永遠からの神の歩み：生きもの、すなわち、教会：内側のいのち、すなわち、いのちの御霊、それに伴う完全な視力――「目で満ちた」。これがここに記されていることではないでしょうか？


  そうです。しかし、これは「エゼキエル書」の始まりです。この預言の終わりには――上に向かって地を遠く離れ――宮すなわち霊の家の幻、絵があります。それは完全に描写・記述されており、詳細がすべて記録されています。預言者を導く人は、測量しながら行き巡ります。測量して、隅々まで寸法を測ります。この神の家は全く聖霊から発しています。それはみな、どの部分も、キリストの寸法です。この測量は地上でなされたものではなく、天的な測量です。この川は聖所から発し、水かさと深さと幅を増しつつ流れ続け、両岸にあるすべてのものを生かし、進むにつれて勝利の内に死を飲み尽くします。この川が流れるには、まず神の家を完全に神にしたがったものにしなければなりません。それから、それに関する一つの全体的な記述は、「その回りの全地域は最も聖なるものである」（エゼキエル書四三章十二節）です。それはみな神から出ています。それはみなキリスト、復活・昇天した御子から出ています。いのちが流れるのは彼からであり、天的な型に基づいて構成された教会を通してです。この「働き」では、いのちが流れているのです。


  



  神から出ているものの法則である聖潔


  



  さて、アナニヤとその妻は、この神の家をまさに支配している法則――聖潔――を破りました。何が起きたのでしょう？イスラエルが預言者たちの声を聞きそこなったのは、ここにおいてです。前の黙想で述べたように、彼らは宮の外面的儀礼、日々の奉仕、儀式や礼拝式を続け、形式や祭服を取り入れましたが、内なる命はそれと一致していませんでした。「人々の内なる命とは無関係に組織が維持され、保たれている」が預言者たちの叫びでした。預言者たちは終始、聖潔を求めて叫びます。ここに問題がありました。この聖潔の問題は実際のところ何を意味するのでしょう。この問題の真の核心は何でしょう？「なぜサタンがあなたの心を満たして、聖霊を欺いたのか？」（使徒の働き五章三節）。これが不聖です。アナニヤとサッピラの行動は何かもっと深いものを意味します――あの邪悪な心が背後にあります。この聖なる区域、この天的領域の中に入り込み、それを堕落・腐敗させて、自分のうそを確立する機会をサタンが得たのです。「彼はうそつきであり、うそつきの父です」と主は言われました（ヨハネによる福音書八章四四節）。聖霊の御前でのうそ！御霊のいのち、いのちの御霊は、状況を無視して進み続けたりされません。すべてが神の天の型に基づいて構成されるべきことを、まず第一に要求されます。これは、「御子キリストの型に基づいて構成されなければならない」と言うのと同じことです。それは、それが聖霊により真に主イエスの表現・代表となるためです。


  



  御霊はキリストの性質を自然に複製する


  



  さて、私は前に述べたことから後退しているわけではありません。「聖書の文字や語句を取り上げて、新約の規則と思われる鋳型、聖書的鋳型を造らなければならない」と言っているのではありません。全くそういうことではありません。最初、そのような仕方で発展があったわけではありません。使徒たちの時代、ローマ帝国の各所や帝国外に教会が新たに複製されたのは、そこに一定の鋳型を持ち込んでその中に人々を流し込み、よそにある教会の形を複製しようとすることによってではありませんでした。教会の複製はいのち――天からのいのち――をもって始まりました。「天から遣わされた聖霊」（ペテロ第一の手紙一章十二節）。信者がどこに行っても、二つのことが重要でした。第一はバプテスマであり、これは「古いしきたりは終わらされて、死んで葬られた人と同じように、今やすべてが新しく始まらなければならない」という事実に対する証しでした。第二は聖霊、いのちの御霊の賜物であり、来臨して当事者の内側に住まわれました。


  聖霊が来臨してご自身の道を進まれる時、聖霊はあなたを新約のしきたりに関する一切の責任から解放してくださいます。木が葉を茂らせ、実を実らせるのに、何の負担も責任も負わないように、あなたはそれに関する負担や責任を負いません。いかなる木も、「自分はどうしたら葉を茂らせられるのだろう？どうしたら実を結べるのだろう？」と心配したり、悩んだりして時間を費やしません。木はただ生きるだけです――生命活動に委ねます。そうするなら、あとのことは自然に生じます。これが新約の諸教会の輝かしい自然発生的性質でした――それらは自然に生じたのです。主は諸教会をそのようにしなければなりません――聖霊により天から構成されたものにしなければならないのです。人が自分の教会形式や教会行政、自分の鋳型、自分の観念を持ち込んで、「これが聖書的教会に関する自分の考えです」と言うことは許されません。そうです、教会はいのちの産物です。このいのちの御霊が働くことを許されたとき、物事はある行程をたどり、ある形を取りました。その形とはキリストのかたちでした。聖霊が責任を担われました。「わたしはわたしの教会を建てる」と主イエスは言われました（マタイによる福音書十六章十八節）。彼は本気でした。彼はそれをここで行っておられるのです。


  



  キリストの性質は完全に聖である


  



  しかし、思い出してください。キリストは、その存在の最も内奥の表現において、大いに聖です。御使いはマリヤに言いました、「あなたの内に宿っているこの聖なる御方は、神の御子と呼ばれます」（ルカによる福音書一章三五節、米国改訂訳）。彼は「あらゆることで私たちと同じように試みられましたが、罪を犯しませんでした」（ヘブル人への手紙四章十五節）。キリストには過去も現在も罪がありません。彼は無限に聖です。キリストの大敵である、あの聖くない者は、キリストから出たものを常に滅ぼそうとしています。それは矛盾や嘘を持ち込んで、この嘘をキリストの聖潔になすりつけることによってです。これがここで起きたことです。


  これは私たち全員にとって、とても厳粛な問題だと感じます。私がこれを述べたのは、私自身心の中に大きな葛藤がなかったわけではありません。これは簡単に話せることではありません。私たちの中にはサタンの策略について無知でない人もいます。誰が聖潔について話す資格を持っているでしょう？誰が聖潔について他の人々に告げられるほど聖いのでしょう？聖潔はキリストです。私たちの中の誰が、自分はそうだと言えるでしょう？


  



  御霊は意図的な不聖によって妨げられる


  



  不聖はキリストと調和しません。不聖はキリストご自身の反対であり、キリストに反します。あなたや私がわざと不聖に手を染めるなら、神の大能の御旨、神の霊の大能の道――この経綸と共に到来した一切のもの――は突然妨げられ、悲劇が起きるおそれがあります。「彼の妻も承知のうえで」（使徒の働き五章二節）は、これが意図的だったことを意味します。私は私たちの一般的な不聖のことを言っているのではありません――とはいえ、それを大目に見たり、軽視したりしません。いま私が話しているのは、聖霊の御前で犯された意図的な罪のことです。アナニヤとサッピラは、売り上げの一部だけを主にささげて、それがあたかも全部であるかのようなふりをすることを、意図的に計画しました。もし彼らが聖霊の統治の恩恵に真にあずかっていたなら、御霊が自分たちに「それは正しくありません――それはキリストに反します」と言っておられることに気づいたでしょう。「聖霊は彼らに警告された」と確信をもって結論できるのではないでしょうか？彼らの内側には二つの声の語りかけがあったのではないでしょうか？おそらく音声ではなかったでしょうが、一つは悪に対する警告の声であり、もう一つはこの偽りをそそのかす声だったでしょう――御霊の声とサタンの声だったでしょう。彼らは誘惑者の声を聞くことにしたので、サタンが「彼らの心を満たし」ました。これが、いま話している類の不聖です。


  私たちは御霊の時代にいます。私たちがこの時代の恩恵に実際にあずかっているなら、すなわち聖霊が私たちの内におられるなら、聖霊は私たちに語られるでしょう――聖霊は確かに私たちに語っておられます。私たちが望むなら、私たちは正邪に関するすべてのことで御霊の御心を知ることができます。しかし、私たちが御霊に明け渡すまで、すべてがどっちつかずです。御霊のいのち全体が妨げられてしまいます。主はこの経綸に対する原則を定められるにあたって、大いに積極的でした。このようなことに対する彼の態度がいかなるものか、彼は私たちに疑問の余地を全く残されませんでした。たとえ彼が毎回同じようには行動されなくても、また私たちが倒れて死んだりしなくても、それは同じような悲劇が私たちの中に起きないということではありません。御霊は妨げられ、霊的死が入り込み、その時から前進できなくなります。「自分たちも霊的に『運び出された』」と感じるようになるのです。


  そうです、これは厳粛な問題です。私のことをうっとうしく思うなら、お許しください。しかし、この聖潔の問題は、私たちが見ようとしている事柄全般と大いに関係しており、とても深く結びついています。御霊が地上に臨在して前進できる時、それには素晴らしい意味があります。いのちと豊かさが生じ、水かさは深まり、活力は増大し、知識はさらに豊かになり、死は勝利の内に飲み尽くされます。これが教会の霊的な在り方でなければなりません。しかし、もし何らかの不聖をそうと知りつつ、神の御前で対処せず、拒否・拒絶しないなら、これはみなそれにより妨げられるおそれがあります。これを特定の問題に適用する時、それがあなたにとって何を意味するにせよ、聖霊と論争して未決着のままの状態でいることは非常に危険であることを覚えておいてください――あなたにとって危険なだけでなく、その影響を受ける他の多くの人にとっても危険かもしれないのです。


  



  不聖の中にとどまり続ける危険性


  



  おお、主との未決着の論争の悲劇！このような問題の構図を眺める時、私たちは確かに大局的観点からその特別な問題を見なければなりません。この問題全体を大局的に見ないなら、際立った不聖の特定の問題を対処するのにふさわしい動機に欠けることになります。その問題が何か個人的なものにすぎず、自分たちしか関係ないなら、私たちはその問題を片付ける必要があると感じたり、感じなかったりするかもしれません。しかし、見てください！神の永遠の御計画の全行程が私たちの道に下って来て、私たちをその中に集めています。この大能の神の御旨は私たちの中で、私たちを通して成就されなければなりません。この神の数々の御旨は、私たちをその乗り物、経路として、遙か彼方まで及ぼうとしています。神は他の人々のためにご自身を私たちに知らせようとしておられます。しかし、これがみなその問題のために妨げられてしまうのです！そうです、個人的な務め、遙か遠くまで及んでいたかもしれない偉大な務めが、すべて排除されてしまうかもしれないのです――主はご自身の性質を保つために、それを排除しなければならないでしょう――主が語られたのに対処しなかったものがいつまでも残っているなら、そうなるでしょう。これは途方もない背景です。


  詩篇作者は言いました、「おお主よ、私は、あなたの裁きの正しさと、あなたが信実をもって私を悩まされたことを知っています」（詩篇一一九篇七五節）。彼は何を言っていたのでしょう？明らかに、彼は主による厳しい取り扱いを経験しました。そして、自分の悪がどのように主の民を巻き込んだのかを見た時――どれほど多くの人が影響を受け、それがどのように主の尊厳に抵触したのかを見た時――彼は言いました、「私に対する神の取り扱いは、ただ神の信実のみに基づいています。神はご自身に対して信実でなければならず、私に対して信実でなければなりません。神は私を放免するわけにはいきません。神はご自身の性質、ご自身の義に対して信実でなければなりません。なぜなら、とても多くのことがそれにかかっているからです」。どうか主が、この意味を私たちに示し、私たちに恵みを与えてくださいますように。おお、私たちには守りが必要であり、神と共なる聖なる歩みというこの問題について保護が必要です。私たちは彼との論争をすべて片づける必要があります。なぜなら、多くのことがそれにかかっているからです。


  エルサレムに住んでいた人たち、その支配者たち、彼らが代表していた人々は、神との間の論争を解決しようとしなかったことがわかります。彼らは排除され、王国の実を結ぶ別の国が導入されました。何という損失でしょう！「主は私たちを別の方法で取り扱われる」とあなたは思っているのでしょうか？私たちの救いを失うことはないかもしれません。しかし、私たちの召命は必ず何らかの影響を受けます！主が私たちに恵みを与えてくださいますように！


  



  第九章 要約


  



  これまで見てきたように、旧約の時代、聖霊は預言の霊として働いて、すべてを預言にされました。聖霊は、神のエコノミーの中のあらゆるものが先を指し示すように、彼方のものを暗示するようにされたのです。それは当時生きていた人々や、その言動ときわめて密接に関わっていた人々には明らかではありませんでした。そして、この諸々の時代にわたる聖霊のこの包括的な働きはみな、私たちが生きているこの経綸の性質・特徴・目的たるものを目指していました。この経綸には二つの際立った特徴があります――一つのことの二つの面です。第一に、この経綸は天で大能者の右に座しておられるキリストの経綸です。第二に聖霊の経綸であり、聖霊はその意味をこの教会の中ですべて有効化されます。この預言の働きには多くの面がありました。すなわち、預言の働きは将来の時代の様々な特徴を指し示していたのです。前の章では、これらの特徴のいくつかを見ました。


  そこで今、ここから始めることにします。私たちは預言者たちの預言が霊的に成就される時代に至っており、その時代の中に生きています。しかし、預言はこの世や教会の歴史として外面的形で客観的に成就されるだけではありません。その成就は内面的なものでもあり、キリストの各肢体に関して言うと、いっそう内面的なものなのです。それは最年少の者にも臨まなければならないものです。「これはもっと年長の人や、もっと進んだクリスチャンのためのものである」と思わないでください！それは私たち全員を平等に含んでいます。


  



  霊的幻


  



  預言者たちが携わっていた第一のこと、そして、この経綸にキリストの肢体たちの間で内面的に成就されるものは、霊的幻です。神の御旨のあらゆる点が成就されるには、また私たちがそれに達するには、第一に次のことが必要です――すなわち、聖霊が私たちに対して啓示の霊となり、神が求めておられるものの全体像を私たちに見せることが必要なのです。先に進むにつれて、詳細が示されます。


  



  （ａ）見る機能


  



  これには二つの面があります。まず第一に、見る機能です。預言者たちはこれに関して言うべきことがたくさんありました。ご存じのように、イスラエルの人々はある種の偏見を抱いていたため、神が見て欲しいと願っておられるものを見ず（これは、彼らが自分の幻や考えを持っていて、神が望んでおられるものに対して用意していなかったからです）、二重の裁きが彼らの上に下され、主は彼らの目を閉ざされました。この民のために、次のような御言葉がイザヤに与えられました。「行って、この民に言え。『聞け、だが理解するな。見よ、だが知るな。この民の心を肥え鈍らせ、その耳を遠くし、その目を閉ざせ』」（イザヤ書六章九、十節）。これは裁きであり、恐ろしい裁きでした。霊的視力の機能、視覚が無効化されたのです。それは恐ろしい裁きであり、恐ろしい結果を伴いました。というのは、すでに見たように、その究極的結果として、彼らは神が意図しておられたものをすべて失ったからです。これは小さなことではありませんでした。神が意図しておられたものが、彼らから去ったのです。それは別の国に――天的な国に――与えられました。霊的視力の機能を無効化することは恐ろしい裁きです。そうであるからには、人々がそのような幻、そのような視力を持つことは、主の大いなる願い、恵み、慈しみであるにちがいありません。


  見る機能は神のすべての子供の生得権です。「長い間クリスチャン生活を送り、多くの教えを受け、進んだ段階に達した末に、見始めるようになる」と思わないでください。それはあなたの新しい誕生の一部なのです。主はニコデモに言われました、「人は新しく生まれなければ、神の王国を見ることはできません」（ヨハネによる福音書三章三節）。言外に主は、「上から生まれる時、あなたは見るでしょう」と言われたのです。使徒パウロへの委託は、「わたしはあなたを彼らに遣わす。それは彼らの目を開くためであり……」（使徒の働き二六章十七、十八節）でした。主イエスが肉体にあった時になさった、盲人の目を開くというとても象徴的な働きは、彼が天に昇り、聖霊が来臨して、人々が見る時に起きることを示していました。見ることは、あなたの新しい誕生の一部です。「一度にすべてを見るようになる」とか、「主と共に遠くまで進んだ人たちが見ているものを、すべて見るようになる」と言っているのではありません。そうではなく、「視覚があなたに与えられている」と言っているのです。あなたはそれを用いているでしょうか？見る機能は、あなたの肉体に宿っているのと同じように、あなたの霊のいのちにも宿っていること――あなたは霊の目を持っており、それを開かれたこと――をご存じでしょうか？もしご存じでないなら、このことで直ちに主のもとに行ってください。なぜなら、何かがおかしいからです。


  



  （ｂ）見る対象


  



  見る機能だけでなく、見る対象もあります。それは幻の一部です。何かを見るには、その前に見る機能がなければなりません。しかし、機能を持つだけでなく、見る対象もなければなりません。その対象とは――何でしょう？聖霊が来臨された時、人々が知覚して認識するようになったものは何だったのでしょう？彼らは何を見始めたのでしょう？彼らはイエス・キリストの意義を見始めたのです。その何たるかを示す、とても有名な句があります――「永遠の御旨」です。キリストの意義と神の永遠の御旨――この二つは一つであり、同じものです。永遠からの神の御旨は御子に関するものです――神の御心にしたがって御子がこの宇宙で占めておられる地位、キリストの途方もない包括性、キリストの存在そのものの途方もない意義、イエス・キリストと密接に関係している途方もない結果に関するものです。彼らはそれを一度にすべて見たわけではありませんが、主イエスを見始めたのです。この御方はたんなる人間の一人ではないこと、ただのガリラヤ人ではないことを、彼らは見始めました。そうです、彼はそれよりも無限に偉大であり、圧倒的です。イエス・キリストの意義のこの強力な衝撃力は、あまりにも大きくて捉えられず、あまりにも偉大で把握できません。それは圧倒的であり、強力です。彼らはこれを見始めたのであり、これが彼らの幻でした。この幻から他のすべてが発しました。彼らを見て、彼らに聞きなさい。何と新しい偉大なキリストを彼らは見いだしたのでしょう。彼は何という意義を持つキリストなのでしょう。何とすべてがキリストと密接につながっているのでしょう。これを認識してください。未来はすべてキリストに焦点づけられています。すべてはただキリストに帰結するのです。


  預言者たちはぼんやりと何かを見ました。あなたは預言者がこう言うのを聞きます、「その名は、素晴らしい方、助言者、力ある神、永遠の父、平和の君と呼ばれる」（イザヤ書九章六節）。この預言者は何かを見始めました。他にもこのようなものがあります。それははじまりにすぎませんが、彼らが言っているのは「この御方が完全に現れるようになる」ということです。「私たちは彼を指し示しているのです」と彼らは言います。「この御方が現れて認められるようになる日を待ち望んでいます」。今がその日です。私たちは預言者たちのこの幻が成就された時代にいるのです。


  これはたんなる標語や大げさな考えではありません。たとえ初期の段階にすぎなくても、あなたは自分の心でイエス・キリストを理解し、途方もない圧倒的な理解に至らなければなりません。彼があなたの幻となり、彼はご自身の偉大さの感覚をあなたに与えることによって、あなたを治めてくださいます。幻がなければ、私たちは最後まで進み通せません。幻がないなら、また幻を妨げられるなら、私たちは挫折するでしょう。もし何かが私たちの幻の明確性、完全性を邪魔するなら、私たちは自分がどこにいるのかわからないまま、堂々巡りし始めるでしょう。幻が明確かつ完全に保たれているなら、幻は私たちを前進させ続けるでしょう。これを理解されたでしょうか？ペンテコステの日に聖霊が来臨された時、この途方もないことが起きました――彼らは主を見、主を見ることによって、主以外のものや主未満のものから、ことごとく解放され始めたのです。見なかった人たちは立ち去り始め、霊の領域で取るに足りないものになるか、自分の偏見のせいで見た人たちの敵になりました。ヨハネによる福音書九章の事例が、霊的な意味で成就されました。主は生まれつき目の見えない人の目を開かれました。何が起きたでしょう？他の人々は彼を追放したのです。御霊来臨の日に見た人々は、偏見を持つ多くの人たちによって除名されました。彼らは断ち切られました。見ることには代価がつきものです。


  しかし、これは目下の主題ではありません。主が私たちに語ってこられたことは第一に、彼は目の開かれた民、見る機能を備えた目の見える民を得ることを願っておられるということ、彼はそのような民を得なければならず、したがって得ることができる、ということです。


  



  （ｃ）幻は個人的なものでなければならず、信者全員の内に増し加わらなければならない


  



  さて、経綸の違いは次のとおりです。旧経綸では、人々にすべてを告げる必要がありました。人々はそれを他のだれかから間接的に受けなければなりませんでした。それは決して彼ら自身のものではありませんでしたし、独自のものでもありませんでした。聖霊の新経綸では、ことは彼ら自身の内にあり、ことの源は彼らの内にありました。しかし、キリスト教は大部分、旧経綸の水準まで後退した一組織になってしまいました。つまり、大多数のクリスチャンは講話や説教に基づいて生活しており、集会に出て他の人の話を聞いています。イエス・キリストの躍動的な個人的啓示の恩恵に真にあずかって生きているクリスチャンは、今日、どれくらい見つかるでしょう？私はこれが不適切な問いだとは思いません。今日大いに必要とされているのは、神の民が聖霊の基礎の上に再確立されることです。最初、教会はこの基礎の上に据えられました。この基礎の始まりはこうです――多くの情報をクリスチャンたちに与えることではなく、クリスチャンは霊的視力の機能を備えているべきであり、見る能力を持っているべきであり、自分自身で見ているべきなのです。あなたは、「私の目は開かれています。私は神の永遠の御旨を見ており、キリストの意義を見ています。私はますます主イエスについて見るようになっています」と言えるでしょうか？もしそう言えないなら、私たちは聖霊を置き去りにしてしまうでしょう。そして向きを変えて、聖霊を置き去りにした所まで戻り、彼を探さなければならないでしょう。なぜなら今日に至るまで、聖霊による生活は絶えず増し加わる幻の生活だからです。機能と対象の両方について、幻が絶対に必要です。


  



  道具としての十字架


  



  （ａ）死――人からのものを取り除く


  



  さらに要点を繰り返すと、私たちは次に進んで、「見る機能を鋭敏に保ち、幻を常に成長させるために、聖霊はある道具を持っておられる」ということを見ました。聖霊は常にある道具を用いて働かれます。その道具とは十字架です。つまり、主イエスの十字架の原則です。


  これが一方において意味するのは、新しい王国の中に入れないものをすべて取り除くことであり、神から見て死んでいる、除かれるべきもの――自己のいのちの総計――を取り除くことです。もしよければ、それを別の名で呼んでください――肉、天然のいのち、古いアダム等々というように。私はこの名称――自己の原理――を好んでいます。なぜなら、この名称はとても包括的だからです。外に向かって働く自己の原則――我の強い独断や強制――も含んでいますし、内に向かって働く自己の原則――自己への引き寄せ――も含んでいます。おお、この両方向とも、この自己のいのちには何と多くの面があるのでしょう！私たちはその中の顕著なものをいくつか知っているかもしれません。しかし、この自己がどれほど深く根ざしていて無数の繊毛を持っているのか、私たちは学んでいるところではないでしょうか？その終わりに達することは決してありません。「私」――これが私たちの全存在中にその触手を張り巡らしています。「私」が強かろうと弱かろうと、そうなのです。「私」が弱い場合でも、強い場合と同じくらいひどいのです。自己憐憫は自分に注意を引いて自己に耽る一つの形にほかならず、自信と同じく有害です。それは自己であり、全く同じです。その根は同じであり、同じ源から発します。それはすべて、「私は天に上ろう、私は神の星々のはるか上に私の王座を上げよう、私は会合の山にすわろう（中略）私は雲の頂に上ろう、私はいと高き方のようになろう」（イザヤ書十九章十三、十四節）と言った者のあの偽りの命から発しています。「私」――、「私」――、「私」――。たしかに、この自己の命の形態にはきりがありません。


  さて、自己のいのちにはとても多くの面があり、遙か遠くまで及んでいて、とても深く根ざしています。そのため、主はそれを能動的な方法で一度にすべて対処することはできません。主は御子の十字架により、自己のいのちを一度にすべて潜在的に対処されました。しかし今、それが適用され続けなければなりません。あなたや私は、自己のいのちの様々な形態に対して、絶えず十字架の原則の適用を受けなければなりません。自己のいのちは叩きのめされ、打たれ、低くされ、神の御手の下にもたらされなければなりません。その必要性とその方法の両方を、私たちは学ばなければなりません。これが「弟子」の意味であり、訓練の意味です。聖霊が自己のいのちに対して常に予防手段を取られるのは、物事のこの面においてです。遙かに進んでいて、しっかりと十字架につけられていた使徒の場合でも、莫大な神の富を託されていたため、神は予防措置を取って、彼の肉体に焼き印を押し、彼を打つサタンの使いを送る必要がありました。それは彼が高ぶらないようにするためでした（コリント人への第二の手紙十二章七節）。これはとても実際的なことです。聖霊は繰り返し、絶えず深く、十字架の原則と法則を用いられます。それはがらくた――主ご自身が所有すべき土地を占めているもの――を取り除くためです。内側に新しい霊の王国を建て上げるために、その土地を大いに清めなければならないのです。


  



  （ｂ）復活――主ご自身の表現


  



  さて他方において、これに対応するものはキリストの復活の力であり、それはキリストの十字架の力を知ることなしに決して知ることはできません。積極面における私たちの学びは、キリストとその復活の力を知ることにあります。おお、キリストとその復活の力を知る！あなたや私が天然の面に関して――見せかけではなく徹底的に――この恐るべき悲惨な現実を認めざるをえない所に導かれる時、キリストとその復活の力を知るのは素晴らしいことです。「これですべておしまいです。これまで多くのことを語り、多くの説教をし、多くのことを教え、多くのことを行ってきました――しかし、私はおしまいです」。これは死の宣告であり、これ以上は無理です。これは恐ろしい冷酷な現実です。その時、神は死者をよみがえらせます！あなたは前進します。そして、主からのものが前よりも多くあるようになります。神が死者を何度もよみがえらせる様を見るのは、素晴らしいことです。同じ人が再び生き、前よりも多くのものがあるようになります。なぜなら、空の部分が前よりも大きくなっているからです。主から見ると、これは大いに安全な地点なのです。


  このような経験の線に沿って、私たちは何を学んでいるのでしょう？この道の意味は何でしょう？私たちは何を受け継いでいるのでしょう？それはこれです――私たちは主を知る過程にあるのです。これがすべてです。すべては主からであり、主からでないものは何であれ、全く無にすぎません。私たちはこれを知る過程にあります。それは主からでなければならず、そうでなければ、もはや何の可能性も希望もありません。「もしそれが自分にかかっているなら、これ以上は無理です」と私たちは真っ先に言います。その時、主がそれを行ってくださいます。主が十字架の死の面でなさっていることを、あなたは理解します。主はご自身のために土地を清め、その後その土地を所有されます。彼は復活した主として、私たちの古い自己が一掃された土地の上に、ご自身を建て上げておられます。道を開けておくために、そして幻を明確に保って常に成長させるために、聖霊は十字架を用いられます。


  



  新しい自由


  



  さらに、ペンテコステの日に経綸が切り替わった時、その瞬間から、新しい自由への驚くべき解放があったことを私たちは指摘しました。旧経綸では、体系全体が束縛の体系であり、奴隷の体系でした。人々は宗教組織の拘束服をまとっていました。新経綸では、この拘束服はなくなりました。使徒の働きの中には、拘束服を示唆するものは何もありません。人々は外に出ていて自由です。コルネリオの家への召しを受けた際にペテロが持っていた伝統の名残などのように、除かれるべきものが依然としてあるでしょう。しかし、おおむね人々は外に出ており、解放されています。これを成就し、これを維持するよう要求されるのは、聖霊です。


  当時と同じように今日、主はこのような民を望んでおられ、必要としておられます。第一に、幻を持つ民です。第二に、徹底的に十字架につけられていて、御旨をすべて成就するための完全な行動の自由を主に与える民です――主の道から除かれた民です。（これが使徒の働きの意味です――人々は主の道の外にいて、主は自由に動けます。）次に、聖霊はこの解放を執行し、それを保持するよう命令されます。前に指摘しましたが、人には再び束縛のくびきに戻って、一定の結晶化された体系の中に聖霊を閉じ込めようとする傾向が常にありますし、敵もそのために働いています。この一定の結晶化された体系――教会組織、聖職体系、人造の宗教的しきたり、形式、組織、そうした一切のものは、往々にして神の御思いをもって始まりますが、後になると、すべてを神の御思いに仕えさせるかわりに、神の御思いを引き受けてそれを自分に仕えさせるようになります。


  これは危険なことであり、聖霊はそれに関与されません。進む自由がある時だけ、聖霊は進むことができます。私たちが聖霊と共に外の自由な場所にいることを、聖霊は要求されます。聖霊は自由の御霊としてのご自身の権利を要求されます。聖霊はなにものにも妨げられません。もし聖霊を妨げて、鎖にかけようとするなら、私たちは聖霊の恩恵を失うでしょう。固定化された形式、経済、いかなる種類の制約の中にも私たちが落ち込まないこと、私たちが神の自由な民であることを、聖霊は要求されます。これは許可証ではありません。これは自由気ままになる権利を個人に与えるものではありませんし、「衝動の赴くままに、行って何でもすることができる」とか、「あらゆる霊的権威を気ままに軽んじてもよい」という意味でもありません。決してそうではありません。そうではなく、主の事柄を結晶化してそれを箱詰めにし、「これが限度です」と言うことを主は許されない、ということです。新しい光を受け入れてそれに応答する用意を常に整えておくよう、主は私たちに要求されます。主の新しい光が私たちに新たな調整をすることを要求するなら――時として、それは革命的な調整です――それを行えるよう、私たちは主にあって自由でなければなりません。神の自由民として、私たちがこうであることが最も必要です。行動範囲が宇宙大に広がるのは、とてもさいわいなことです。


  



  新経綸の特徴である聖潔


  



  さて次の点は、聖霊の経綸と御霊のあらゆる動きの全般的性質・特徴は聖潔であるということでした――すべてが外側のものと内的に呼応します。聖霊と私たちとの間に何か論争があるなら、進歩は突然止まり、神の霊のこの動きは突然すべて阻まれ、それ以上先に進めない行き詰まりに遭うおそれがあります。わからないことは何でも、直ちに聖霊と相談する必要があります。このために聖霊は私たちの内に住んでおられるのです。なぜ、主の望んでおられるものではないものが、こんなにもたくさんクリスチャンたちの間にあるのでしょう？その理由は単純です。聖霊は内住の個人教師であり、聖霊に聞く必要があることを、当事者たちが認識せず、心にとめなかったからです。この失敗のせいで、何と多くのものが失われていることか！「ああ、集会があります、私は集会に行くつもりはありません――散歩に出かけます」。こうしてあなたは出かけます。その集会で、神があなたに与えたい言葉が語られたのです！「散歩に出かけたいのですが、集会があります。集会に出ることを主が望んでおられるかどうか、主に尋ねてみましょう」とあなたが言ってさえいれば。取り返しのつかない何かが失われました。あなたが主に尋ねなかったからです。


  このようなことが他にもたくさんあります。聖霊に聞いてさえいれば、私たちはもっと前進していたでしょう。聖霊はあらゆる種類の実際的な事柄について私たちに語ってくださいます。たとえば、自分の楽しみについて、私たちは御霊から教わる必要があります――軽薄にならずに楽しむにはどうすればいいのでしょう。憂鬱や陰気にならずに真面目でいるにはどうすればいいのでしょう。私たちは一生笑いながら歩み続けることはないでしょう。しかし同時に、私たちが気の毒な重苦しい生き物になることを、主は望んでおられません。主は私たちに真面目な民であって欲しいのですが、「この真面目さこそ霊的生活である」とは思わないでください。私は朝刊で、オーストラリアのある気の毒な少女について読みました。彼女はある病気にかかっていて、その病気のせいで笑うことができませんでした。彼女はロンドンで手術を受けるために、飛行機で運ばれてきました――その手術の後、彼女は笑うことができたのです！私が思うに、多くのクリスチャンにこの手術が必要です！


  しかし、この問題全体に関して、私たちは聖霊の訓練を受けなければなりません。なぜなら、霊的有用性、霊的増し加わりは、これと関係しているからです。聖潔の問題と主との論争について――これは服装の詳細や装飾品の着用といった、ごく小さな点にまで及ぶかもしれません――注目すべきことに、多くの若いクリスチャンたちは、こうした実際問題に関してだれからも何も言われていないのに、調整を行っています。誰が彼らにそうするよう言ったのでしょう？だれも言っていません。しかし、主が自分たちにそうさせようとしておられることを、彼らは感じるようになったのです。ただそれだけです。このような人々は進み続けます。彼らは神にとって価値ある者になりはじめています。私がこのような点を挙げるのは、あなたに律法を課すためではなく、聖霊が私たちの内側で語ることができるための原則を示すためです。聖霊は、主が完全には同意しておられない問題について語られます。聖霊が語られる時に応答するなら、私たちは前進します。聖霊は次々に語ってくださいます。


  



  霊に導かれた奉仕：排他主義は全くない


  



  さらに使徒の働きに来ると、聖霊が奉仕の霊だったことがわかります。八章に来ると、エルサレムから出た動きは全く自然です。ピリポがサマリヤに下って行きます。サマリヤに行くべきことを、誰が彼に告げたのでしょう？「聖霊が彼をそこに導かれた」と確かに言えるでしょう。人々は聖霊の主権的支配の下で出て行きました。聖霊は奉仕の霊であり、聖霊がそれを行われたのです。十章に来ると、この発展の何というさいわいな面があることでしょう！それは、預言者たちが不完全ながらも見るようになったことと一致していたことがわかります。十章で、聖霊はイスラエルの国境を越えて異邦人に向かう動きを推進されます。預言者はこれとどう関係しているのでしょう？ヨナはどうでしょう？ヨナの短い書に記されている物語は、恐ろしい物語です。それはヨナの人生や働きのすべてではありませんが、実際上、ほとんどの人が彼について知っているのはこれがすべてです――つまり、彼は主と激しく争ったのです。「『あなたは当然のことのように怒るのか？』（中略）『私が怒るのは当然です』」（ヨナ書四章九節）。神にこのように答えている人のことを考えてごらんなさい！なぜでしょう？それは、神の寛大な恵みは事実上こう述べていたからです、「排他主義的であってはなりません。わたしはただイスラエルとだけ関係しているわけではありません。わたしの心は異教徒も同じように顧みています。全世界がわたしの恵みの対象なのです」。ヨナはとても排他的でした――自分の身内を越えたものは一切あってはなりませんでした。それで、彼は主と論争したのです。


  主は御言葉の学課や絵図を通して、これを強調するものを随所に散らされました。ルツはどうでしょう？彼女はモアブ人、異教徒であり、イスラエルの領域外にいます。このルツのささやかな物語は、聖書の中で最も美しいロマンスです。主は何を言っておられるのでしょう？主イエスの系図を見なさい。そうすれば、そこにモアブ人のルツを見いだすでしょう。しかし、これが印象的なら、遊女ラハブはどうでしょう？彼女は破滅する運命にあったエリコの住人でしたが、信仰を持っており、窓から吊した赤いひもでその信仰を表明しました。イエス・キリストの系図には遊女ラハブも載っています。神は何を述べておられるのでしょう？神は、旧約における聖霊のこの預言的働きの原則を、新経綸の中に取り入れておられるのです。使徒の働き十章で神はこれを推進しておられます。まるでこう述べておられるようです、「すべての人のところに出て行きなさい。排他主義的であってはなりません」。聖霊によって治められている人々は、世界を思わずにはいられません――主のすべての民のために気をつかわずにはいられませんし、主の民でないすべての人のためにも気をつかわずにはいられないのです。彼はこれを推進されるでしょう。この真理に私たちを深く探ってもらいましょう。


  これまで述べてきたすべてのことの要点はこうです。すなわち、聖霊が来臨して真にご自身の道を行かれる時、こうしたことはみな自然に生じるのです。これが聖霊の統治の特徴です。おお、あらゆる一定の組織的・宗教的・伝統的限界や束縛から自由な民――御霊の中にある民――を、主が回復してくださいますように！主は私たち全員をそのような者にしてくださいます。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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